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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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うばたまの闇に月つき鏡かがみ







　　　　序







　冴さえ々ざえとした月光の降りそそぐ夜だった。

　病の床とこについていた女は、几き帳ちようの隙すき間まからさしこんでくる月光を、まぶしそうに見つめていた。

　こうやって見ているだけなら、手の届きそうな月。けれども、けっしてつかむことのできないあの月は、まるであの方のようだ。

　女は目をとじて、熱に浮うかされたようにつぶやいた。

「……篁たかむら…さま……」

　瞼まぶたの裏にあざやかに浮かぶのは、冴さえわたる美び貌ぼうの君。

　焦こがれて焦がれて、恋しさのあまり食べるものも喉のどを通らず、夜も眠ねむれば見る夢ゆめはかの方の姿ばかり。ついに病の床についたのは、もういく日前になるのだろうか。

　内だい裏りで女によう房ぼう勤めをしていた彼女は、病を理由に里に下がって養生を試みた。だが、想いがつのるばかりで回復のきざしはいっこうにみられない。心配した両親が高名な僧に祈き禱とうを頼たのんだが、それも効き目はなかった。

　もう、自分は、はかなくなってしまうのだろうか。

　ときおり御み簾すごしに垣かい間ま見ることのできた、涼すずやかなその姿。内裏を離はなれてしまった今では、そっと目で追うことすらもできず。

　ああ、お会いしたい。せめてひと目なりと。

　かなうならば、それを恋の形見に死んでもかまわない。

　女の、とじられた瞼のあいだがら、涙なみだがこぼれ落ちた。

　そのまま女はふうと眠りの闇やみに沈しずんでいく。

　──篁さま

　ひと目でいいから、お会いしたい────。







　想いは「力」となる。

　女の魂たましいは、その一念で動けぬ体をすうと抜ぬけ出し、いずこかへとさまよいだした。







　　　　一




　近この衛え府ふ少しよう将しよう、右大臣橘たちばなの有あり茂しげの嫡ちやく男なん、十七歳の橘融とおるは、部下をふたりばかり引き連れて、夜の京を見回っていた。

　愛馬の背にまたがり、かっぽかっぽと夜の京をめぐる。余談だがこの馬、ある事件の際に逃にげ出したが、翌朝には律りち儀ぎに戻もどってきたという過去を持っている。

　過日起こった連続放火。結局犯人は判明せず、いつのまにか事件自体が起きなくなってしまったので、都みやこ人びとたちは安心しはじめている。

　だが、いつなんどき、犯人の気が変わって放火が始まらないともしれない。その不安が完全に払ふつ拭しよくされるまで、京市街の見回りを怠おこたらぬように。

　と、数日前の朝議で決定したのだそうだ。おかげさまで、本来の職務とはまったく別の仕事で駆かりだされて、ここしばらく休きゆう暇からしい休暇がない。

　近衛府というのは、帝みかどの御在所である内だい裏りの守護や、行ぎよう幸こうの供ぐ奉ぶなどをつかさどる役所であって、都の警護ではない。それは京きよう職しきの仕事だ。いや、もうこうなったらどこでもいい、近衛府以外の省庁でやってくれ。

　といっても、武官と名のつくものはすべて、あいもかわらず駆りだされているからあまり文句を言ってはいけないのだが。

　馬上で、融はやれやれとため息を吐はきだした。

　言ってやりたい。

　放火の犯人は、昔々その昔、悲劇のうちに毒どく杯はいをあおった井いの上え皇こう后ごうの怨おん霊りよう様で、扇おうぎから生まれる鬼おに火びが火ひ種だねだったのです。井上皇后の当初の目的は達成されましたから、もう放火による火事は起こりません。ご安心ください。……なーんてことを。

「……言えるかっ」

　つらつらと考えていた自分にツッコミを入れ、融はあてもない見回りに従事しているのである。

　幼なじみが聞いたら、笑うだろう。綺き麗れいな顔に皮肉の色をのせて。

　──ご苦労なことだな、まあ頑がん張ばれよ。

　そして本人はといえば、現在はなんの仕事もないから、毎晩のんびりとしているらしい。

　ああ羨うらやましい。俺おれだって帰ってゆっくり眠ねむりたいさ。

「……少将、どうかなさいましたか？」

　部下の本ほん間まの理さと久ひさが、心配そうに見あげてくる。

　融は首をひとつ振ふった。どうやら、知らぬあいだに思っていることをぶつぶつとつぶやいていたらしい。

　ごまかすように、融は軽く笑った。

「なんでもないんだ。……おや？」

　融は手た綱づなを引いて馬を止めた。部下たちもそれにならう。

「少しよう将しよう？」

「あんなところに、ひとり歩きしている女性が」

　融の視線を追って、しかし理久は訝いぶかしんだ。

「……は？」

「ほら、あそこに。……どうにも捨ておけんな。おまえたち、先にいってくれ」

　言い置くなり、融は馬の横腹を軽く蹴ける。馬はひと声いなないて、早足で駆かけはじめた。

　遠のいていく上官の背中を見送りながら、理久は同どう僚りようで血けつ縁えんでもある本間昭あき嗣ひでと顔を見あわせた。

「……女なんて、いるか？」

　眉まゆを寄せる理久の言葉に、昭嗣は首を振った。

「いや。……い…行こうか」

　なにやら薄うすら寒いものを感じて、昭嗣は同僚を促うながす。

　すうっと血の気が引いた理久は、黙だまったままぶんぶんと首を縦に振る。

　そしてふたりは、その場を足早に立ち去った。







　一方、融は。

「こんな時間にひとり歩きは危険です、よろしかったらお送りしましょう」

　女に追いついたところで馬から降り、親切に声をかけていた。

　ふりかえった女は、激しく驚おどろいているようだった。融はあわてて謝罪する。

「ああ、驚かせてしまいましたか。もうしわけない。私の名は橘融、近この衛え府ふ少将です」

　融が名乗ると、女は目を見ひらいた。

「まぁ、まぁ。少将さま、存じあげておりますわ。……あの、わたくしが見えますの？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、融は思わず聞きかえす。

「は？」

　女は首を振った。

「いいえ、いいえ。なんでもありません。……あの、少将さま、お願いがありますの」

「なんでしょうか。とりあえず、お送りしながら……」

「連れていってほしいところがあるのです」

　融の言葉をさえぎってきっぱりと言いきり、女は嬉うれしそうに笑った。

「よかった、少将さまならば大だい丈じよう夫ぶですわね。ああ、なんて運がいいのかしら」

　喜色を満面にたたえて、女は言葉をつづける。それから胸の前で手を組んで、かるく首を傾かたむけた。

「少将さま、小お野のの篁たかむらさまのお邸やしきに連れていってくださいませ」

「え？」

　思ってもみない申し出だった。言葉を失う融に、女はふいに詰つめ寄ってきた。

「お願いです。どうか」

　融は一いつ瞬しゆん考えこんだ。

　身なりからしてこの女は、どこかの貴族の邸に仕える女によう房ぼうだと思われる。とすると、主人あるじの命令で小野の邸に使いに行く途と中ちゆうなのだろうか。

　いずれにしても、関かかわってしまった以上、放り出すようなことはできない性格の融だ。ひとつ息をつき、うなずいた。

「……わかりました。ご案内しましょう」

　女は嬉しそうに、笑った。







　融が女と遭そう遇ぐうした右京の北小こう路じから、小野邸のある二条大おお路じ周辺までは遠い。

　この距きよ離りを歩かせるのは難なん儀ぎだろうと思われて、彼は女に乗馬をすすめた。女はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、疲つかれていたのだろう、おとなしく馬の背に横座りして、落馬しないようしっかり手た綱づなを握にぎっている。

「高いんですのねぇ」

　と、こわごわ首をめぐらせる仕草が妙みように幼く思えて、融はこの女性はいったいいくつなのだろう、と考えた。もちろん、歳としを尋たずねるような失礼な真ま似ねはしなかったが。

　轡くつわに近いところで手綱をつかみ、月明かりの道を歩きながら、融はなにげなく話をふった。

「こんな夜よ更ふけに使いに出されるとは、ずいぶん大切な用事なのでしょうね」

　女は馬上で薄うすく笑った。

　融は足元を注意深く見ているから、その笑みを目にすることはない。

「……ええ」

　女の姿が、突とつ然ぜんけぶったように消えかかる。

　馬が異変を察して身み震ぶるいした。それに気づいて、融は馬の首を宥なだめるようにたたいた。

「どうした？　大丈夫だ、よしよし」

　何度かたたいてやると、落ち着いたのか、あるいは諦あきらめたのか、馬はまた平静を取り戻もどした様子で歩みをすすめる。

　融はほっとした。ここで馬が取り乱して彼女を振ふり落としでもしたら、大変だ。

　足を止めずに後ろをふりかえると、女は手た綱づなをしっかりとつかみながら身をすくませていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　女はうなずく。

「少しよう将しようさま、お優しいのですね」

「そんなことはないと思うんですが……」

　複雑な心境で、融はそう返した。

　優しいというよりも、自分はきっとなしくずしに巻き込まれてそれを突つっぱねられずに深みにはまり、放り出せないだけなのではないかと思う。特に幼なじみがからむとそれが顕けん著ちよだ。

　まぁ、好きでやっている部分が多分にあるので、一いち概がいに篁のせいだといいきれないところがあるのだが。

　人っ子ひとり通らない夜の街をかぽかぽと蹄ひづめの音を響ひびかせながら、馬と融は歩いていく。

　半はん刻ときほどすると、めざす小野邸ていが見え始めた。

「ああ、もうすぐだ」

　融がほっとつぶやいたときだ。

　それまでずっと、馬上で黙だまっていた女が、そっと融のうなじに手をのばしてきた。融は気づかない。

　女の身体からだが大きく傾かたむく。まるで、融の背に倒たおれこむように。女の身体はしかし、融の背に触ふれるか触れないかのところで、ふうっと搔かき消えた。

「……ん？」

　融はふいに首をかしげた。

　背に、なにかがふわりと舞まい降りるような感覚があった。

　同時に馬が、突とつ然ぜん怯おびえたようにして高くいななき、立ち止まる。

「どうした、どうどう！」

　懸けん命めいになだめすかし、なんとか愛馬を落ち着けて、融ははっと気づいた。

「女によう房ぼう殿どの!?」

　声をあげ、融はそのまま言葉を失った。

　いない。まさか、落馬してしまったのだろうか。

　慌あわてて周囲を見渡すが、女の姿はどこにもない。

「────なんだとぉ……？」

　茫ぼう然ぜんとつぶやいて、立ちすくんでしまう。

　もしかして、かの女房は異界に属するものだったのだろうか。だとしたら、自分は親切にも妖あやかしを案内していたのだろうか。

「……篁になんといわれるか」

　目まいを起こしながら幼なじみの姿を思い出した融は、なんとも言いようのない感覚に襲おそわれた。

　──……タ…イ……

　それは意識の奥おく底そこから、じわじわと融の意識を侵しん食しよくしていく。

　熱に浮うかされたような顔をして、融はつぶやいた。

「……そうだ……、行かないと……」

　小野邸ていに。篁のもとに。

　そのために、ここまで来たのだから。

　馬は主人の異変に気づいている。本当はその場から逃にげ出したい心境だった。だが、別の恐きよう怖ふが間近まで迫せまっていることにも気づいていた。

　闇やみの中に、そろりとうごめく無数の影かげがある。影たちは、馬が彼らに気づいていることをまだ知らない。

　異い形ぎように食われるくらいなら、主人についていったほうがいい。

　かぽかぽと歩きだした馬と、やけにおぼつかない足どりの融を、影たちはじっと見み据すえている。

　──……アレデハ……テガダセナイ……

　──トキヲマトウ

　──デテクルノヲ、ナ……

　闇がぞろりとうごめいて、異様な気配はいずこかへ消えていった。




　　　　◆◇◆




　中なか務つかさ省しよう侍じ従じゆう、正しよう五位の地位を与あたえられた十七歳の小野篁は、二条大おお路じと西大宮大路の交差する左京の一角に住んでいる。大内だい裏りのすぐそばに構えられた小野邸は、結構な広さを持っていた。

　宮中における小野篁の評判は、すこぶるつきで良い。輝かがやくばかりの美び貌ぼうとうたわれる容姿、人当たりのよい笑顔、柔やわらかな物もの腰ごし、学問に通じ、武道もこなし、なによりそれをひけらかすことなく常に一歩引いて周囲を立てる。

　父の岑みね守もりから二代にわたって今きん上じようの帝みかどに寵ちよう愛あいされ、しかしそれを鼻にかけないところがまた良いのだ。







「……退たい屈くつだな」

　邸やしきの自室で、灯あかりを頼たよりに書を読んでいた篁は、途と中ちゆうでそれを放り出し、ごろりと寝ねそべった。

　数日後にひらかれる管かん弦げんの宴うたげのために、楽器の修練でもしておこうか。いやしかし、こんな時間に琵琶びわでも爪つま弾びいたひには、もう眠ねむっているだろう楓かえでを起こしてしまうかもしれない。

　楓は篁が起きているといつまでも床とこに入ろうとしないのだ。だから今も、わずかな灯あかりを頼たよりに篁は、静かに書を広げていた。

　だが、それにも飽あきた。

「……融でも来ないかな」

　そうしたら、碁ごでも打って気を紛まぎらわすのだが。

　ああ、でも待てよ。融が来てもやっぱり楓は起き出してくるだろう。

「……やっぱり来んな」

　冷たいひとことを吐はき出して、篁はよいせと上体を起こした。

　退たい屈くつだから、寝ねてしまおう。

　もうしばらくしたら、冥めい府ふからの勅ちよく命めいがくだるかもしれない。そうなれば、忙いそがしくなる。休息は、今のうちにとっておくに限るだろう。







　表向き中なか務つかさ省しよう侍じ従じゆうの篁、実は裏の顔を持っている。

　尋じん常じようでない霊れい力りよくと、異い形ぎようを見み抜ぬく見けん鬼きの才。それらを見こまれ、冥府閻えん羅ら王おうより、冥界の門の裁定者を任ぜられた。

　冥官小野篁といえば、百ひやつ鬼き夜や行ぎように一目置かれる存在だ。

　しかし、強大すぎる力は様々な弊へい害がいを生む。

　強い霊力は、それを欲する妖あやかしを呼ぶ。異能を持つ者の肉を食らえば、妖よう力りよく甚じん大だいとなることを、妖ならばみな知っているからだ。

　ゆえに、小野の邸やしき回りには、常人には見えざる結界が施ほどこされている。これで、悪意ある異形は結界内に入りこむことはできない。

　……はずなのだが。

「………おい」

　帳台のそばでごろごろとしていた「モノ」を見つけて、篁は眉み間けんにしわを寄せた。

　妖である。名を鉗かな鬼きという。ほんの小者だが、紛まぎれもない妖あやかしだ。

　なぜいる。

〈遊ぼうよぅ。遊ぼうよぅ。退屈だろう？〉

「うるさい、去いね」

〈なんだよぅ、ひでぇなぁ。夜行もしばらくなりをひそめて……〉

　げしっと蹴け飛とばすと、妖はすいっとどこかへ消えた。

〈まぁたなぁ〉

　ひょこひょこと手まで振ふって、実に愛想よく退場だ。

　またな、ではないだろう。

　篁は目まいをおぼえて額を押おさえた。

「おのれ、結界がほころびたか」

　明日にでも、きっちり張り直さなければ。いくら悪意がなくても、異い形ぎようが自由に入りこむようでは意味がない。

　やれやれと息をついたとき、家人たちのがやがやとした声が響ひびいてきたのだ。




　　　　◆◇◆




　夜も更ふけたころになって、どんどんと中門をたたく音が響いた。

　気づいたのは、雑ぞう色しき所どころで休む準備をしていた舎人とねりたちで、雑色の晋しん吾ごが門に向かった。

「どなた様でしょう」

「……俺おれだ、橘家の融だ」

　晋吾はあわてて門を開ける。こんな夜更けにやってくるとは、なにか重大事件でも起こったのだろうか。

「うわっ」

　晋吾は思わず声をあげて飛びのいた。

　門がひらくと、待っていたかのように、手た綱づなをつかむ融の手を振りきって、馬が駆かけこんできたのだ。

　離はなれた場所で止まった馬は、様子をうかがうように振りかえる。

　呆あつ気けにとられた晋吾に、融はやけに抑よく揚ようのない口調で言った。

「篁は……」

「若君でしたら、そろそろお休みになっているころだと思います。……お呼びしたほうがいいですか」

「いや……」

　融は考えているふうだった。その表情がすぐれない。晋吾はいささか心配そうに、橘の若君を見ている。

　そこに、騒さわぎを聞きつけた篁が、単衣ひとえの上に褐かつ色しよくの衣を羽織ったいでたちで姿を現す。その後ろから女によう房ぼうの津つ蒔まきがやってきたところを見ると、訪問者が融だと知らされたので、たいした身仕度もしないで来たのだろう。これが別の人間だったら、ある程度は身なりを整えなければ人前には出られない。

「どうした融、こんな時間に」

　言外に、「来んなといったのに来やがった」という意味がこめられている。

　おもいきり不ふ機き嫌げんな篁に対し、いつもだったらまず詫わびるはずの融は、しかし大きく目を見ひらいたまま絶句していた。よくよく見れば、瞳ひとみが潤うるんでいるではないか。

「融？」

　不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた篁に、融はやおらがばりと抱だきついた。

「篁さ…っ！」

　篁は目を剝むいた。

「なにしやがるっ！」

　怒ど号ごうもろとも、頭ひとつ高い融の右顎あごに、固めたこぶしをどこっとたたき込む。融はみごとに吹ふっ飛んで、そのまま動かなくなった。

「さすが若君」

「本当に」

　晋吾が思わずつぶやくと、津蒔が同意して大きくうなずく。

　長身の幼なじみを一発で撃げき沈ちんさせた篁は、憤ふん然ぜんときびすを返した。

「津蒔、その馬ば鹿かはこのまま転がしておけ！」

　がなりたてて奥おくに引っ込んでいく篁に一礼し、津蒔は融をしみじみと見おろした。

　いったい橘の若君は、なにを血迷ったのだろうか。
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　首を傾かたむけて思案したが、結局答えはでない。ひと息ついて、彼女は晋吾を振ふり向いた。

「放っておくわけにもいかないから、橘のお邸やしきに融さまをお送りして」

　その言葉を予想していた晋吾は、笑ってうなずいた。




　　　　二




　翌日、融は妙みようなだるさを引きずって出仕した。

「どうやって帰ったんだろう」

　何度考えてみても、昨夜自分がどうやって橘邸ていに帰ったのか、さっぱり思い出すことができない。

　確か、理久と昭嗣を連れて都みやこの巡じゆん回かいをしていたはずなのだ。それが気がついてみれば、自分の部へ屋やで夜具に入っていた。

「うう～む」

　腕うでを組んでしきりに首をひねってみても、わからないものはわからない。

　先ほど理久を見つけたので、昨夜なにかあったかと問うたところ、「いえ、特になにも」という返答があった。しかし、理久の顔が少々青ざめていたような気がするのは、気のせいか。

　それにしても。

「……疲つかれた」

　妙に、肩かたが凝こる。頭も重いような気がする。夜警やらなにやらでろくに休きゆう暇かがなかったから、疲ひ労ろうがたまってきているのだろう。

　今日は何もなかったはずだから、仕事が終わりしだいさっさと帰ろう、と心に決める融である。

　そこに、彼と同年代の年若い公きん達だちが現れた。それぞれ高名な貴族の子弟で、中肉中背の丸みのある顔立ちをしているのが大だい納な言ごん家け次男葛かつら城ぎ貴たか仁ひと、細面でひょろりとしたやせぎすの感があるのが中納言家嫡ちやく男なん鷹たか司つかさ守もり継つぐ、そしていちばん背が高く面長顔をしているのが兵ひよう部ぶ卿きようの宮みや家け嫡男将まさ義のりだ。

　融は彼ら三名より、更さらに背が高い。ゆえに、三名は必然融をすこし見あげる形になる。

「昨夜は京の夜警当番だったのだろう。すこし、顔色が悪いぞ」

「そ、そうか？　俺おれはべつに……いや、ちょっと疲れてる……のかな」

　案じてきた貴仁に融がそう返すと、守継がうむうむとうなずいた。

「無理もないよなぁ。俺だって、一晩じゅうの夜警のあとはときどき目め眩まいがする」

　たしかに、と将義が同意を示した。

「だいたい、融は生き真ま面じ目めすぎるんだよな。最近は火つけの話も聞かないし、上に頼たのんで休きゆう暇かをもらったらどうだ？」

　世の中には、物もの忌いみだの行き触ふれだのと称しようして、幾いく日にちも出仕を控ひかえる者もいる。ていのいい口実だから、誰だれでも一度や二度は経験があるのだ。

　融はあいまいに返事をして少し視線を泳がせた。自分だってずる休みしたことがなくはない。公言しないだけの話だ。







　話を弾はずませる四人の姿を、御み簾すの陰かげでは宮仕えの女によう房ぼうたちが目を輝かがやかせて見ていた。

　いずれ劣おとらぬ大貴族の子弟。将来有望かつ見み目め麗うるわしい若者たちだ。さしたる話題もない女房たちは、彼らを肴さかなにしてにぎやかに盛りあがる。

「わたしはやっぱり将義さまかしら。なんといっても宮家の尊とうとい血筋の方ですもの、にじみ出る気品があるわ」

「あら、貴仁さまだって、さかのぼれば高貴な血筋を引いていらっしゃるはずよ、お人ひと柄がらも誠実そうだし」

「だったら守継さまよ。お三方のなかでは一番温和でお優しい方だわ、人間見た目ではないわよ」

　そう、平均的な基準で考えれば、三名ともいわゆる優良物件なのだ。想いを寄せる女房がいないわけではない。しかし、やはり上には上がいる。

「でも、あの中ではやっぱり融の少しよう将しようさまよ！」

　右大臣家のひとり息子で、精せい悍かんで誠実で温和で情け深い、当代二位であろう出世頭。

　宮中に仕える数多い女房たちのあいだでも、融はおおいに人気があるのだ。本人が知らないだけで。

　融はふだん聡さといくせに、こと自分に関してはおそろしく鈍にぶい。

　そこがまたいいのだ、と融一派は主張するのだが。

　きゃいのきゃいのと盛りあがっていた女房たちは、話題の四名のもとに近づいていく人ひと影かげを認めて、ひときわ大きく色めきたった。

　忘れてはいない。忘れるわけがない。かの御ご仁じんが現れた瞬しゆん間かん、いかなる花も色いろ褪あせる。

「篁さまだわ……！」

　誰かがつぶやいて、彼女たちはほうっとため息をついた。

　あいかわらず、優ゆう雅がで優美なその姿。彼の口元をときおり彩いろどる微び笑しようは、雪を溶とかす春の日差しのようだ、と評したのはいったい誰だっただろう。

「……そういえば、若わか狭さの容体はどうなのかしら」

　女房仲間の名を口にして、ひとりがしんみりとした顔をした。

　篁の姿を見られるだけで幸せだと、はかなくほほえむ心優しい女だ。想いばかりをつのらせて、ついに病にふせってしまった、一いち途ずな若狭。

「幾いく度どか文ふみを送っているのだけど、かんばしくないのですって。使いを出で迎むかえてくださる母君が、喉のどをつまらせてしまわれるそうよ」

　ふっくらとしていた頰ほおもやつれはて、黄泉よみの迎えを待つばかりだと泣き濡ぬれているそうだ。

　篁の姿を目で追いながら、女によう房ぼうのひとりがつぶやいた。

「もし、篁さまが若狭をお気にかけてくださったなら、病などどこかに行ってしまうでしょうに……」







　貴仁は、ふと視線をあげて目を輝かがやかせた。

「やあ、篁。ちょうどいま、おまえの話をしていたんだ」

「おや、いったい何を話していたのか気になるところだな。どうせ悪口でも言い合っていたのだろうが」

　軽い口調で応じる篁に、守継がむきになって否定する。

「いやいや。明晩の宴うたげには、帝みかどもご臨席あそばされるのだ。それで、篁の笛ふえが楽しみだと仰おおせになられている、ということをだな」

「笛だけではないぞ、琵琶びわも奏かなでてはくれまいかと……」

「いや、舞まいをひと差し御所望だと俺おれは聞いた」

　貴仁の言葉をさえぎって、将義が力説する。

　それまでだまって聞いていた篁は、薄うすくほほえんだ。

「……そうか。帝のお言葉とあっては、聞かぬわけにはいくまい」

　そうだろうそうだろう、と三人は一様に満足気に笑って、しきりにうなずいている。

　しかし、言葉とは裏腹に、篁の心中の声はこうだった。

（そうかそうか、帝め、言うにこと欠いてそんなことをほざいてやがるのか）

　相手が誰だれであろうと、ことと次第によっては篁は容よう赦しやをしないのだ。

　上じよう機き嫌げんの三人に適当に相あい槌づちを打っていた篁は、ふと気になって視線をめぐらせた。

　いつもだったらこのあたりで幼なじみが、当たり障さわりのない言葉で場を収めるのだが、それがない。

　篁の隣となりにいる融は、ほうけたような顔をして篁を見つめていた。それこそ瞬まばたきひとつしていない。

　篁は訝いぶかしげに眉まゆをひそめつつも、軽く首を傾かしげて融を見あげた。

「融は明日は来れるのか？　確か、都みやこの警護でかりだされているのだろう」

　昨夜突とつ然ぜんやってきて唐とう突とつに飛びつかれて、ついとっさにちからいっぱい殴なぐり飛ばし、そのまま捨てておいたことを根に持っているのだろうか。いや、しかし、心優しい津蒔があとで橘邸ていに送らせたというし、そもそも幼少のころからこういうことはある意味お約束でもあるので、いまさらそれはないと思うのだが。

「……どうしたんだ融、気分でも……」

　気づいた守継が声をかけても、融は反応しない。ただ、篁を見つめている。

　やがて融はうるうると目を潤うるませると、口の中でなにかを呟つぶやいた。

「…………」

「なんだって？」

　聞き返した篁に、融は感極まった様子で両手の指を組みあわせた。

「これほど……おそばに……」

「は？」

　篁が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せたとき、彼の名を呼ぶ声がした。

「小野殿どの、小野侍じ従じゆう殿」

　篁は一歩足を引きながら声のほうを顧かえりみた。

　同時にばたっと、なにか重いものが倒たおれる音がする。

「ばた？」

　首をめぐらせて、篁は視線を下に向けたまま、何度か瞬まばたきをした。それからおもむろに口を開く。

「……なにを遊んでるんだ」

　彼の視線の先では、顔から簀すの子こにつっこんだとおぼしき融が、倒れた姿勢のままぴくりとも動かない。さらに、融の手はじりじりと篁の衣の裾すそにのびていく。

「小野殿、おお、ここにいらしたのですか。中なか務つかさ卿きようから、急ぎ戻もどられよとの命めいが」

　篁は視線を戻し、使いの者に首を傾かしげてみせた。

「卿が、何用で？」

「用件までは……」

　言いよどむ使いを制し、篁は将義たちを顧みてにこりと笑った。

「そういうことなので、これで」

　ちらりと融に視線を向けたが、いっこうに動かない幼なじみを篁は放っておくことに決める。

　優雅に一礼し、直衣のうしの裾を華か麗れいにさばいて中務省に戻っていく篁の背を見送っていた将義たち三名は、それまでずっと捨て置かれていた融にようやく目を向けた。

「おい、融。大だい丈じよう夫ぶか？」

「気分でも悪いのか、しっかりしろ」

「融、融」

　口々に声をかけあいながら、倒れ伏ふしたままの融をとり囲む。

　融はようやく、のろのろと顔をあげながらううっとうめいて額を押おさえた。どうやらしたたか打ちつけたようだ。

「……あれ？」

　なんとか起きあがって頭をひとつ振ふり、融は何度も目をしばたたかせて周囲を見渡した。

「どうかしたのか？」

　不思議そうな顔をして尋たずねてきた融に、貴仁が呆あきれたようにねめつけた。

「おいおい。お前が急に倒たおれたから心配してやってるんじゃないか」

「篁だって心配していただろう」

　守継の言葉に、融は目を丸くした。

「篁？　いつ来たんだ？」

　これには、三人の目が点になった。

　訝いぶかしげに融を見あげながら、まず将義が口を開く。

「……融、悪いことは言わない。薬くす師しのもとに行ったほうが良いぞ」

「同感だ、突とつ然ぜん倒れたことといい、病にちがいない」

　貴仁のあとに続いて、守継が痛ましそうな顔をした。

「疲つかれてたんだな、融。今日はもう帰ったほうがいい」

　融はわけがわからないといったていで三人の顔を交こう互ごに見比べていたのだが、ついには説得されて早々に退出することになってしまった。

「……あ、そう？　じゃあ、帰ろう、かな」

　疲ひ労ろうしているのは事実であるのだし、自分では気づかないのだが、さんざん顔色が悪いだのふらついているだのすこしやつれただのと並べたてられては、その気になってしまうのが人間というものだ。

　首をひねりながら退出していく融の背を見つめながら、考えこむ素振りを見せていた将義が、ぽつりといった。

「……さっき」

　ふたりの視線が将義に集中する。彼は眉み間けんにしわを寄せた。

「融が倒れたのって、篁が足を引いて一歩下がったからじゃなかったか？」

　貴仁と守継は顔を見合わせた。

　先刻。融は篁の隣となりにいて、深刻な顔で幼なじみの顔をじっと見つめていた。そして、思いあまった風ふ情ぜいで篁に手をのばしたのだ。しかし、使いの者の声を聞きつけた篁がすいっと後方に下がる形になった。ゆえに、融は支えるものもない状態で、倒れたのだ。みごとに、額から。

　まるで白昼夢を見ているような顔を、していた。

「あれはいったい……」

　将義が言いよどむ。貴仁が思案顔でつぶやいた。

「やけに……目が潤うるんでた気が……」

　いや、と将義は首を振った。

「具合が悪いと、言っていたし……」

「病のせい…だよ…な……？」

　まるで自分に言いきかせるような守継の言葉に、そうだそうだとあとのふたりがしきりに同意する。が、やがて彼らは黙りこくってしまった。

　不自然だ。

　あれは、幼なじみを見る目にしては、あまりにも熱っぽいというか……なんというか……。

　しばらく考えていた三人だったが、あらぬかたに思考がおよび始めたので、慌あわててそれを打ち消して、それぞれ乾かわいた笑いを浮かべた。

　まさか。

　まさか、な。

「で、では、明日の宴うたげの打ち合せでも」

「そうだな、そうしよう」

「それがいい」

　そうやって三人は、唐とう突とつに話題を転てん換かんさせて、不ふ穏おんな思考を打ち切ったのだった。







　さて、これまでの一部始終を御み簾す越ごしに眺ながめていた女によう房ぼうたちは、興奮した面持ちで互たがいに顔を見合わせていた。

「まぁ、まぁ……！」

　遠目に見ていた彼女たちには、融が篁に抱だきつこうとしているように見えたのだ。

「やっぱりそうなのかしら」

「あの、少しよう将しよう様さまが」

　いや、しかしまだそうと決まったわけではない。確たる証しよう拠こがない以上、へたな噂うわさ話を流しては、少将の名に傷がつく。

　だが、そんなことはないと言いつつも、彼女たちの目はきらきらと輝かがやいていた。

　基本的に、宮中という場所には、これといった楽しみがあまりない。ゆえに彼女たちは、噂話というものが大好きなのだ。

　そして、浮うき名なを流す若い公きん達だちの中にあって、小野篁と橘融だけは、色いろ恋こい沙ざ汰たとは無む縁えんだったのである。

　もしかしてもしかしたら、そういうことだったのだろうか。

　女房たちのどこかヨコシマな期待は、いやがおうにも高まっていくのだった。




　　　　◆◇◆




　橘邸ていに戻った融は、平服に着き替かえてからやれやれと息をついていた。

　どうにも、肩かたが凝こる。頭の奥おくが重い、奇き妙みようにだるい。

　本格的に、体調を崩くずしてしまったのだろうか。

「明日は出仕して、宴に出なければならないんだがな……」

　雅みやびを好む今きん上じようの帝みかどのお声がかりで催もよおされることになった宴だ。帝をはじめとして錚そう々そうたる面メン子ツが揃そろうことになっている。

　今夜あたり、小野邸におもむいて、篁と楽合わせでもしておこうと思っていたのだが。

「……疲つかれた」

　特になにかをしているわけでもないのに、どうしてこんなに疲ひ労ろうが襲おそってくるのだろうか。

　手に持っていた扇おうぎがぱたりと落ちて、融は脇きよう息そくにもたれるようにして深い眠ねむりに落ちていった。







　どれほどときが過ぎたか。

　とっぷりと日も暮れ、東の空に上った月は、ほんのわずかに欠けている。

　閉め忘れた格こう子しの隙すき間まから漏もれてくる青白い月光が、融の顔にかかっていた。

　紙のように白い顔だった。生気というものが、まるで失せてしまっている。

　風が吹ふいて、御み簾すを揺ゆらす。かたりと音がして、融の肩かたがぴくりと動いた。

　彼はゆるゆると目を開けた。だが、どこを見ているわけでもなく、焦しよう点てんのあわない瞳ひとみで宙を見み据すえているようだった。

　融はふらりと立ちあがった。よろめきながら妻戸を開け、簀すの子こに出て宵よい待まち月づきを仰あおぎ見る。

「……あの方は……どうされているのだろう……」

　つぶやく声は、融のものではなかった。

　彼女はいつも、眠っている。そして、ときどき目をさますと、どういうわけか、いつも愛いとしい方がごく近くにいるのだ。

　きっと自分は夢を見ているのだと、彼女は思っている。

　自分の命は、じきについえてしまう。

　だが、こんなに幸せな夢を見ることができたのだから、もう思い残すことはない。

　ああでも、もしも望むことを許されたなら。

　名を、呼んでほしい。

　若狭、と────。







　若狭は気づいていなかった。

　現うつし身みを抜ぬけ出た魂たましいが、融の魂と同調し、彼の身体からだに入りこんでしまっていることに。

　そして、彼女の意志は徐じよ々じよに融の自我を侵しん食しよくしはじめている。このままでは、若狭の魂が融を乗っ取ってしまうことになる。

　だが、彼を知る者でそのことに気づいている者は、いない。それほどに深く、彼女の魂は融の奥おく深くに入りこんでいるのだ。

　しかし。

　──マダ、カ

　橘邸ていの広大な庭、その隅すみで、闇やみがうごめいた。

　どろりとした闇は、意志を持っていた。特異な力を持つものであるならば、そのおぞましい姿をはっきりと見ることができるはずだ。

　──異い形ぎよう。もしくは、妖あやかしとよばれる、人外のもの。

　彼らはひそかにときを待っていた。

　若い女の生いき魂すだま。久方ぶりに、新しん鮮せんなそれを食らう機会に巡めぐりあえたのだ。

　あの人間を殺してしまおうか。そうすれば、肉も食える。新たな魂も得られる。

　そう考え、しかしそれはすぐに無理だと判断された。

　あの人間には、彼らの怨おん敵てき、冥めい官かん小野篁がついている。へたに手をだすことは、篁の怒いかりに触ふれることになる。

　女の魂だけならば、問題ないはずだ。

　そう、なんとかして、女の魂だけを、あの人間から取りだす。

　そのために、彼らはときを待っている。絶好の好機チヤンスを。

　そしてそれは、すぐ間近に迫せまっていた。




　　　　◆◇◆




　翌日、融はなにごともなかったかのように出仕した。

　一晩眠ねむって、疲つかれもとれたように思う。それに彼は基本的に真ま面じ目めだから、さしたる理由もなしに職務がとどこおるのは許せないのだ。

　幸い、仕事もそれほどたまってはいない。疲れない程度に頑がん張ばって、宴うたげにすこし顔を出して義理を果たしたら、早々に抜けようと考えていた。







　大内だい裏りは広い。ゆえに、目的地をさだめて向かわないかぎり、偶ぐう然ぜん知り合いに遭そう遇ぐうする、ということはあまりない。

　篁が融や三人衆とよく顔を合わせるのは、彼がわざわざ足を運んでいるからだ。

　そんな宮中において、貴重な情報源。それが、奥に仕える女によう房ぼうたちが口の端はに乗せて運ぶ「噂うわさ」だった。

　そして今、ひとつの噂が大内裏を駆かけ巡っていた。







　出仕した融は、奇き妙みような視線を感じていた。

「……なんだろう」

　首をひねって考えこむが、心当たりがまるでない。

　普ふ段だんだったら同どう僚りようのひとりもつかまえてわけを聞き出すところだが、最近ひどく疲つかれてしまっているのでそんな気力も起きなかった。

　ため息をついて、融はこめかみを押おさえた。すこし目め眩まいがする。やはり、無理をおして来るべきではなかったかもしれない。

　顔色が良くない、今日は参さん内だいを控ひかえて安静にしていたほうがいい。

　出で掛かける直前まで、どうにかして息むす子こを引き止めようとしていた母の言葉が思い出される。

　幸いなことに、今日は書類整理が主な仕事だったので、あまり動かずにすんだからよかった。

「……少しよう将しよう殿どの、お顔の色がお悪いようですが、大だい丈じよう夫ぶですか」

「本当に。本日は出仕を控えて休まれていたほうが良かったのでは」

　心配して声をかけてきた同僚たちに、融は無理に作った笑みで応じた。

「すこし疲れてしまったようです。どうか心配などなさらずに」

　篁とちがい、融は生来ひとあたりが良い。競争意識のはげしい貴族社会で、憎にくまれることもほとんどなく、年長者には可愛かわいがられ、年下からは慕したわれ、同年代からは好かれるという得な気性の持ち主だ。ゆえに、篁の険の部分がうまく隠かくされるのだ。これが他ほかのものだとこうはいかない。

　職務を終えるころになると、頭痛がしはじめた。

　管かん弦げんの宴うたげは月の出を待って行なわれる。今は準備の最中だろう。

　普段だったら将義たちがやってくるので間が持つのだが、今日は彼らも忙いそがしいのだろう。主上おかみの御前で奏そう楽がくするのだから、今ごろ練習しているのかもしれない。

　しばらく文ふ机づくえに頰ほお杖づえをついてときが過ぎるのを待っていた融だったが、どうも視線を感じて仕方がない。ためしに何度か周囲を見渡してみるのだが、視線のぬしたちはさっとあさってのほうを向いてしまうので、理由を聞こうにも声をかけられない。

　落ち着かないことこの上ないのだ。

　宴うたげが始まるまで、人のいないところで休んでいよう。

　そう決めて、融は疲ひ労ろう困こん憊ぱいぎみの身体からだに鞭むち打つと、ふらふらしながら立ちあがった。
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　月の出を待って始まった宴の席で篁は、半分も酒の入っていない杯さかずきを片手に、声をかけてくる相手へ適当な笑顔を返しながら、その実かなりイラついていた。

　常人には見えないものを、篁の目は映すことができる。

　妖あやかしや異い形ぎようと呼ばれるものたちが、宴の場を取り囲むようにしながらじっとこちらの様子をうかがっているのだ。

（破軍で瞬しゆん殺さつしてやりたい……）

　絡からまってくる視線というものは、非常にうっとうしいのだ。しかも、異形たちは一様にして篁をにらんでいる。用があるなら、一いつ匹ぴき代表にして送り込んでくれば良いものを。

　それにしても数が多い。普ふ段だんの倍はいるだろう。

　今こ宵よいが望もち月づきで、異界への扉とびらがひらく夜だからだろうか。いやしかし、だからといって大内だい裏りに異形どもが殺さつ到とうする理由がない。

「……宴だからか？」

　異形というものは夜よ闇やみに紛まぎれてひっそりとうごめいているものだ、という認識がある。が、実はそういうわけでもない。にぎやかな場所が好きな妖もいることはいるのだ。

「篁、自じ慢まんの笛ふえは披ひ露ろうしてくれるんだろう？　主上おかみもいたく楽しみにされているようだし」

　酒の入った赤い顔をして、将義が上じよう機き嫌げんで問いかけてきた。

　やかましいわ、この酔よっ払ぱらい、と内心で返しつつ、篁は優しく微び笑しようする。

「そうか。では、のちほど」

　実は、先ごろ帝みかどから賜たまわった笛など、持ってきてすらいない篁である。だが、あの食えない帝のことだからそれくらいは予測しているだろう。

　おまえのために持ってきた、とかなんとかぬかして、新しい龍りゆう笛てきを出してきそうな予感がしている篁である。

　楽官の手になる曲は、酒に酔った公きん達だちの気分をほど良く高こう揚ようさせる。宮中に仕える女によう房ぼうたちは、この日のための絹をまとって、意中の殿との方がたの杯に酒を注ぎ、それが縁えんで……、ということもあるのだとか。

　曲に合わせて女房の手をとる者もいれば、酒の力を借りて明るく話す者もいる。堅かた苦くるしい儀ぎ式しきやしきたりに縛しばられた貴族たちにとって、宴というものは息いき抜ぬきなのだ。

　帝は御み簾すの向こうで、皇こう后ごうの嘉か智ち子こと何やら楽しそうに話をしているようだった。

　今のうちに抜けてしまえば、笛だの琵琶びわだの舞まいだのをやらされることはなくなるわけだが、ついついあとのことを考えて篁は宴の席にとどまっていた。

　異い形ぎようのものたちは、あいかわらず宴うたげの席を遠巻きにしている。

　月は、天高く昇ろうとしていた。
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　人々のざわめく声が聞こえる。

　几き帳ちようの陰かげで休んでいたはずの融は、ふうっと目を開けた。

　いつのまにか眠ねむってしまったのだろうか。不自然な体勢でいたから、身体からだの節々が痛くなっている。

　融は額を押おさえた。頭の芯しんが重い。なにかがのしかかっているような感覚が、全身に残っている。ひどく疲つかれて立ち上がるのも億おつ劫くうだ。

「か、帰りたいな……」

　思わず呟つぶやいてしまったが、叔母おばの嘉智子まで臨席している以上、やはり顔は出しておかなければならないだろう。

　今日の宴はたしか、年若いものたちが中心のはずだ。壮そう年ねん以上の重じゆう鎮ちんは出席していないのだ。年寄りが多いと若者たちが気き兼がねするだろう、という帝みかどの配はい慮りよであるようだが、帝本人が臨席しているのだから、気を遣つかうことには変わりがないと思うのだが、どうだろう。

　と、宴の日時が決まったとき、篁がぶつくさぶつくさ言っていたのを、融はふいに思い出して苦笑した。

　言われてみればその通りで、いつもいつもあの幼なじみの突とつ拍ぴよう子しもない意見には度ど胆ぎもを抜ぬかれることしきりだが、それでもつい納なつ得とくしてしまうことも多い。

　几帳の陰から出てみれば、人の姿はない。ほの明るいような気がしていたのは燭しよく台だいの灯あかりではなく、開け放たれた格こう子しにかかる御み簾すごしにもれてくる月明かりのせいだった。

　門から簀すの子こに出ると、青白い月光が周囲を照らしていて、足元がおぼつかないということはなかった。

　ざわめきのするほうを見やれば幕が張られていて、たくさんの篝かがり火びが燃えている。

　行かなければ。

　そう思うのに、足が突とつ然ぜん動かなくなった。

　融は引かれるように月を見上げた。

　真円の、望もち月づき。その影かげのさすとき、異界の扉とびらがひらかれるという──。

　くらりと、目め眩まいがした。

　よろめいた融はがくりと膝ひざをついて、そのままくずおれた。

　その様を、影の差さない闇やみの中からじっとうかがう気配があった。







　ざわっと大きく、影がのびてくる。

　──マダ、カ

　──モウ…スコシ……

　──……ヤハリ

　──ヤハリ、イキノネヲトメルガ、ハヤカロウヨ……

　ざわざわと、倒たおれた融のもとに影が集ってくる。それらはもはや影ではない。

　常人の目に映ることはけっしてない、妖あやかし。

　枯かれ木のような細い手が、融に向かってのばされる。その爪つめが、彼の手に触ふれようとした瞬しゆん間かん。

　ぴくりと、と、融の手が動いた。

　異い形ぎようの群れは、いっせいに引いた。ざあっと音をたてて、闇やみに紛まぎれ込んでいく。

　ふらふらと立ち上がった融の目は、焦しよう点てんを定めていなかった。

「……宴うたげ……」

　管かん弦げんの宴。

　そうだ、篁が、あのすばらしい笛ふえを吹ふくはずの、宴だ。

　行かなければ。早く行かなければ、篁の笛が。あの方の笛が、聞けなくなってしまう。

「篁…さま……！」

　高こう欄らんにもたれるようにしながら、融の意識をみたび乗っ取った若狭は、宴の席に向かって重い足を引きずっていった。







　遅おくれて参上した融に気づいたのは、貴仁だった。

　彼は酒にあまり強くない。中心よりもすこしはなれた席で酔よいを醒さましていた彼は、ふらふらとやけに頼たよりない足取りでやってくる融を認めて、軽く手をあげた。

「融、遅おそかったじゃないか」

　しかし、融は貴仁には目もくれず、宴の席に入っていく。

「おい、融？　融、融……」

　目の前を素通りしてしまった融に、貴仁は何度も何度も呼びかける。だが、反応はいっさいない。誰だれが話しかけても同じだった。まったくの無反応でふらふらと歩いていく。

「少しよう将しよう様さま、どうなさったのですか？」

「橘少将、ご気分でも……」

「どうされたのだ、融殿どの」

「少将、いったいいずこに……？」

　人々の視線は、やがて融の向かう先、──篁のもとに集まっていく。

　篁は何度も瞬まばたきをして、一度周囲を見渡してみた。彼のまわりには、将義や守継、それから同年代の公きん達だちが数名に酒の相手をしている女によう房ぼうが幾いく人にんか。少し離はなれたところには帝みかどのまします御み簾す。

　まずまちがいなく、融が向かってこようとしているのは自分のところだろう。

　それにしては、やけに表情が暗い。遅くなったことを気にしているにしても、あの無表情はどういうことだろう。

「……無表情……？」

　ではない、ということに、篁は気がついた。融の目は、篁をまっすぐに見すえている。その瞳ひとみには、激しい感情が映されている。

　いつのまにか、宴うたげに集ったすべての人間の目が、融に集中していた。何ごとだろうと訝いぶかしむ視線、うろんげな眼まな差ざし、単純に何が起こるのかを期待しているらしい目、反応は実にさまざまだが、何十対もの目が融にのみ注がれている、というのはかなりすごいことだ。

　にぎやかだった歓かん声せいは消え、ひそひそとしたささやき声が響ひびく。楽官だけは、律りち儀ぎに責務を全うしようと楽の音を絶やさない。

　やがて融は篁のもとに辿たどり着いた。

「────」

　篁は無言で、長身の幼なじみを見あげている。

　ふいに、融の膝ひざが折れた。がくっと座り込んで、倒たおれる寸前に手で身体からだをささえる。うつむいたまま今にも崩くずれそうな融を、篁は啞あ然ぜんとして見つめていた。

　ついに楽の音までが途と切ぎれた。全員が展開を見み逃のがすまいとして、息をひそめて成りゆきをうかがっている。

　不自然な静せい寂じやくを破ったのは、もはや当事者となっている篁だった。ここで他ほかの誰だれかが口を出すことは、できないなにかがあったのだ。

「……どうした、気分でも悪いのか。立てないならば手を貸すぞ」

　はたから見れば、幼なじみの身を案じる心優しい小野篁だった。すぐそばにいた将義や守継は、その気き遣づかいに深く感じ入って互たがいにしきりにうなずいている。

　しかし、篁の真意はというと、まったく別だった。

　気分が悪いんだったらこんなところまでふらふら来ないで、とっとと邸やしきに戻もどって帳ちよう台だいに直行して寝ねろ。

　これだ。相手が融であるから余計に、言葉の裏にあるものはクールでドライなのである。

　普ふ段だんの融だったらそれを正確に読み取って、その場をとり繕つくろう台詞せりふを並べるか、苦笑混じりに篁の言葉を受け流すか、いずれにしてもこのあとのような反応はしないはずだった。

　そう、融は、付き合いの長い篁をして予測しえなかった行動をとったのだ。

　うつむいていた融は、ふるふると肩かたを震ふるわせた。そして顔をあげると、うるうると潤うるんだ目で篁を見つめ、感動にうち震えた声でこう言った。

「……ああ、なんとお優しいお言葉。……篁さま、わたくしは、この若狭は……！」

　そのあとは言葉にならず、ぐっとつまってはらはらと涙なみだをこぼし始めた。袖そでで顔を隠かくし、融は絶句している。

　これにはさしもの篁も、はっきりいって度ど胆ぎもを抜ぬかれた。融との付き合いは、物心ついた頃ころからだから軽く十五年はかぞえる。今までの融像が、篁のなかで打ち砕くだかれたといっていい。

　そしてそれは将義たちも同様だった。言葉を失い、瞬まばたくことも忘れて融を凝ぎよう視ししている。

　やがて、融は堪こらえ切れなくなったように、がばっと顔をあげた。

「篁さま…っ！」

　予測できる展開では、あったかもしれない。

　どちらかがたとえば、はかない風ふ情ぜいの女によう房ぼうで、ここが宴うたげの席ではなく、たとえば几き帳ちようや御み簾すの陰かげで、人目のまったくない状じよう況きようであったなら。

　しかし、ここは帝みかども臨席している管かん弦げんの宴の席で、篝かがり火びは明あか々あかと燃え、望もち月づきは皓こう々こうと輝かがやいているのだ。

　篁は目を見ひらいた。のばされた融の両手と、異様に輝かがやく幼なじみの双そう眸ぼう。
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　融が篁を抱だきかかえる。勢いあまってふたりはもろともに倒たおれこむ。一般的に、これは押おし倒す、と表現される状況だ。

　その場の空気が、ぴきーんと音をたてて凍こおりついた。

　がたがたんっと燭しよく台だいが倒れ、杯さかずきと杯台があらぬほうに転がる。銚ちよう子しが横倒しになり酒が飛び散って、肴さかなが散乱した。

　ぱちぱちと、薪まきのはぜる音がした。

　凍りついた空気のなか、静せい寂じやくを破ったのは、篁の声だった。

「大だい丈じよう夫ぶか、融。しっかりしろ、気をたしかに持て」

　ひどく、切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

　下した敷じきになっている篁が、融の腕うでをつかんで揺ゆさぶっている。

　篁はずるずると這はい出てくると、ぐったりとなったまま動かない融を何度も揺ゆすって顔色を変えた。

「融、融！　誰だれか、薬くす師し殿どのを……！」

　薬師、のひとことで、空気が動いた。

「……そ…そう…か、薬師……」

「そうだった、少しよう将しようは、ずいぶん具合の悪そうな……」

「おお、ではそれゆえの……？」

「それならば、納なつ得とくがいく」

「おそらく、幼なじみゆえに小野殿にだけは気やすくできたのであろう」

　ざわざわざわざわ。

　あたふたとやってきた舎人とねりたちが、数人がかりで融を抱かかえあげ、とりあえずと宿直とのい所どころに運んでいく。

　一方篁は、上体を起こして息をつき、視線だけを走らせた。

　宴うたげの席を取り巻いていた異い形ぎようたちが、潮が引くようにざっと消えていく。

　彼らにとって、篁はあまり重要ではなかった、ということになる。では。

「…………」

　思案する篁のもとに、将義や守継、そして離はなれていた貴仁がやってきて、血の気の引いた顔であれこれと話しかけてきた。

　大丈夫か、怪け我がはないか、融の方が大きいんだからどこかぶつけてはいないか等々。

　必要以上に気き遣づかってくる三人に、篁はとりあえず無敵の笑みを見せた。

「ああ、心配はない」

　このひとことでころりと信じてしまう三人を適当にごまかして、その場を離れた篁は、異形たちの消えた方向を見やって目を細めた。
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　宿直所の一室に、融は横になっていた。

　診察した薬師の見立てによると、ひどく身体からだが弱っているということだった。

　若く、健康なはずの近この衛え少将が、この数日で面おも変がわりしてしまうほどやつれているのは、いったいどういうことなのか、と薬師はしきりに首をひねっていた。

　管かん弦げんの宴はそのあとも続けられたが、興きよう醒ざめしてしまった感があり、帝みかどの退席を機に列席していたもののほとんどが退出していった。

　そんな中で、篁は宿直とのい以外の殿てん上じよう人びとがいなくなるのを待っていた。

　人の気配がなくなれば、代わりに別の気配が浮うき立ってくる。宮中に棲すまう妖あやかしのほとんどは、人間に害をなすことはない。だが、彼らが存在するだけで、流れる空気の色が変わる。

　かすかな衣きぬ擦ずれの音をたてながら、篁は渡わた殿どのを進んでいた。

　闇やみの中に、いくつもの気配がある。それらはこちらの様子を窺うかがいながら、けっして正体を明かそうとはしない。

　帝の御所である内だい裏りは、常に聖なる結界に守られている。だが、それを取り巻く大内裏は、いわば無法地帯だ。宮中に漂ただようさまざまな思おも惑わくに引かれた異い形ぎようは、自由に出入りする。

　見けん鬼きという異能の才を持っている篁は、それらをつぶさに見ている。だが、とりたてて咎とがめることも追い出すこともない。そこに「いる」だけならば、たいした害もないからだ。

　めざす一室にたどりついた篁は、素早く視線を走らせた。人の気配はない。

　音をたてないように妻戸を開けて室内にすべりこみ、口の中でなにかを唱となえて人の出入りを禁じる。これで、「禁」を解かないかぎり、他ほかの誰だれもここには入れない。

　格こう子しと御み簾すの隙すき間まから、月光が漏もれてくる。

　御簾の近くにしつらえられた夜具に、融は横たえられていた。顔の白さは、月光のせいだけではないだろう。

　実は、先刻融が意識を失ったのは、別に病でもなんでもなく、篁が当て身を食らわせたからだった。

　ひたひたと近づいていった篁は、融の枕まくら元もとに立つと、片かた膝ひざを折って幼なじみの顔を覗のぞきこんだ。額に手をあてると、驚おどろくほどに冷たい。

　篁の目が、剣けん吞のんに細められた。忌いま忌ましげに舌打ちして、彼は融の額に人差し指と中指を据すえ、目をとじた。

「………………」

　篁の唇くちびるからひくく、言葉が漏れてくる。歌のような旋せん律りつに乗せて紡つむがれる、それは言こと霊だまと呼ばれるものだった。

　ふいに、さしこんでくる月つき影かげが翳かげった。篁は薄うす目めを開けて御簾を一いち瞥べつする。無数の影が、格子にへばりついているのが見えた。

　言霊をとぎれさせて、篁はしばし躊ちゆう躇ちよしたように唇をかんだ。

　一度術を行使してしまった以上、途と中ちゆうで打ち切ることはできない。

　この部へ屋やは人の出入りを禁じてある。誰であろうと入れはしない。だがそれはあくまでも人間相手であって、はたして異い形ぎよう相手にどこまで通用するものなのだろうか。

　なにも入れないように禁じるべきだった。

　そう思っても、もはや遅おそい。

「………たか…むら……？」

　惚ほうけた声が篁の耳につき刺ささったのは、まさにその時だった。

　篁は融の顔を見おろした。夢からさめたような顔をして、幼なじみがほけっと自分を見あげている。

「…………」

　融の額にあてた指はそのまま、あいた手で額を押おさえ、本気で進退極まった様子の篁に、まだ半分眠ねむっている融は間ま延のびした口調で言った。

「……おまえ…なにやってんの……？」

　その、あまりにものんきな台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、篁の頭のどこかでなにかが切れる音がした。

　完全に言こと霊だまを唱となえることを中断し、篁はそらおそろしい目で笑った。

「教えてやろうか、教えてやろう。いーや、おまえが聞きたくなくても教えてやるからよぉく聞け」

　いや別に、誰だれも聞きたくないとは言ってない。

　という融の訴うつたえを完かん璧ぺきに無視し、篁はどろどろと口を開いた。

「いいか、はしょって説明してやると、おまえはいま生いき魂すだまにとり憑つかれ、放っておいたらあの世行きという実に危険な状態だ」

「え？」

　思わず起き上がろうとした融の肩かたをぐいとおさえつけ、篁はつづけた。

「動くなよ。動いたら生魂を呪じゆ縛ばくできなくなるからな。できなくなったらもう引き剝はがせないからそう思え」

　ぴしゃりと言い放たれ、融は固まった。

　なにか異様な気配を感じて目だけ動かせば、御み簾すの向こうでは、異い形ぎようたちがうごめいている。

　篁はちっと舌打ちした。

　まずい。

　どうやら、禁きん呪じゆを破って室内になだれ込み、融もろとも篁をも亡き者にせんとの企てがまとまったようだ。

　冥めい府ふ閻えん羅ら王おうの勅ちよく命めいで異形を狩る冥官など、存在しないにこしたことはないのだから。

　篁はふかぶかとため息をついた。

　別に、ちょっかいを出さなければ、この程度の妖あやかしどもを追い詰つめるつもりはない。基本的に篁は、やらなくてもいいことはやりたくない人間なのである。なのだが、どうもいらないところで過大評価されているらしい。

「た、篁」

「なんだね、融クン」

　にっこりとほほえまれて、融は引き攣つった笑みでそれに応じた。

　怒おこっている。嫣えん然ぜんとほほえんでいるのに、目がまったく笑っていない。

「あの、さ。できれば……どういうことなのかを、詳くわしく教えてもらえたら、なー、なんて、ね……」

「知るか」

　一言のもとに一いつ蹴しゆうし、篁は仕方なさそうに首をひとつ振ふった。これがその他大勢のうちの誰だれかだったら、情け容よう赦しやなく見捨ててやるところなのだが、相手が融では。

　格こう子しがきしむ音がしはじめた。妖どもが大挙して押おし寄せる。木き枠わくがたわんで、御み簾すが揺ゆらめく。室内に施ほどこされた禁きん呪じゆの壁かべを、妖よう気きで押しかえし、打ち破ろうとしているのがわかった。

「俺おれ、なにか狙ねらわれるようなことやったか!?」

　どうも奴やつらの狙いは篁ではなく自分らしい。そう察した融が引きつった声をあげると、篁は空いた手で融の頰ほおをぴしゃっとたたいた。黙だまってろ、との意味らしい。

「痛いよ、篁……」

　ひどいなぁ、とぼやいてみるものの、篁は言こと霊だまを再び唱となえ始めているので融の問いには答えられないのだ。

　それにしても、と篁は腹立たしく思っていた。なんと、ばかばかしい窮きゆう地ちだろう。

　そもそも妖たちの真の狙いは、融に憑ひよう依いした女の生いき魂すだま。

　素のままの魂たましいは、妖たちにとっては新しん鮮せんで柔やわらかい生き餌えのようなもので、めったにありつくことのできないご馳ち走そうだ。融自身に罪はないが、ここはひとつ一いつ緒しよに喰くわれてもらいましょう、というのが奴らの本音。

　見も知らぬ女のせいで融を喰われるわけにはいかない。そして、術が終わるまでは、先刻もいったように篁自身も動けない。

　さらに、ここには小野家至宝、神器名めい剣けん狭さ霧ぎり丸まるもない。片手がふさがっているから、退たい魔まの神弓破軍を出現させても、鳴めい弦げんすらできないのだ。

　自分の持っている霊れい力りよくだけで、はたしてどこまでやれるだろうか。

　──カヨウナ、カベナド

　──ヤブルハ、タヤスイ……

　地の底からはい上がってくるような、ひくく重い「声」が響ひびいた。

　融ははっとして、目だけで異い形ぎようを見た。

　篁の唱える言霊の、歌うような旋せん律りつ。

　ぎしぎしと、格子が大きくたわむ。中心部分に亀き裂れつが入った。御簾が破れ落ちる。

　どうと音をたてて、無数の異形がいっせいになだれ込んできた。







　手足の長いばけものが、鋭するどい爪つま先さきを融目め掛がけて突つきだしてくる。

　融はとっさに跳はね起きそうになる自分を、必死で制していた。

　篁が言う以上、本当に動いてはいけないのだ。自分のなかには生いき魂すだまがいて、それを引き剝はがすための術を篁は行使している。そしておそらく、術が終わるまでは篁も動けない。そうでなければ、この危険な状じよう況きよう下かで微び動どうだにしないわけがない。

　篁が、右手で剣けん印いんを結んだ。剣先で異形と自分たちのあいだに素早く境界線を引く。簡単な結界だ。それでもしばらくは保もつだろう。

　見えない壁かべにはじかれて、異形が跳ねとばされた。だが懲こりずに、別の妖が飛びかかってくる。

　──ジャマヲスルナ

　──ノケ

　──ソコヲ、ノケ……！

　何十匹ぴきもの妖が、入れかわり立ちかわり壁にぶつかってくる。

　篁の言こと霊だまは止まらない。だが、その額にうっすらと汗あせがにじみ始めたのを、融は見み逃のがさなかった。

　このままでは、共とも倒だおれになってしまう。なにがあってこうなったのかはわからないが、原因は自分にあるはずで、篁は巻まき添ぞえになったにすぎない。ならば、篁は本来無関係だ。妖に殺されるのは、自分だけでいいではないか。

　今もずいぶんひどいことを言われているような気がするが、それでも篁は融を見捨てようとしない。

　それだけで充じゆう分ぶんだ。誰だれも知らない篁の優しさだ。それを知っているだけで、自分は幸せものだと思うのだ。

　きっと、篁の手を自分の額から離はなしてしまえば、それで終わる。

　融が意をけっしたその瞬しゆん間かん、一いち陣じんの風が、彼らと異形とのあいだに舞まい降りた。
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　それは、金色の風だった。

　風になびく、長い髪かみだ。大きく波打つように翻ひるがえり、月光を弾はじいてきらめくみごとな金糸。

「あ………！」

　融は目を見ひらいた。

　あれは。

　篁もまた、瞠どう目もくしてその鬼おにを見つめている。

　純白の狩かり衣ぎぬをまとい、馬め手てに長大な剣を携たずさえた異形の鬼。頭部に突つき出た二本の角は繊せん細さいで、力をこめれば折れてしまいそうだった。




　白い鬼おには刃やいばを一いつ閃せんさせ、数匹ひきの妖を瞬しゆん殺さつする。それから肩かたごしに篁を顧かえりみた。

「お続けください。ここは、お任せを」

　薄うすく口元に笑みを乗せるその鬼の表情は、わからない。目元を覆おおう面が、隠かくしているのだ。

　鬼は刃を一ひと振ふりすると、左手をついと横にのばした。軽く開かれたそのてのひらに、白銀の閃光がぱしぱしと音をたてて爆はぜる。

「──選せん択たく肢しを与あたえよう」
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　厳おごそかな、声が響ひびいた。異い形ぎようたちは縫ぬい止められたように立ちすくんだ。

「このまま速すみやかに去るか、刃の露つゆと消えるか。──さて、なんとする」

　鬼の手にある霆いかずちに似た光が、一際大きく輝かがやく。

　一いつ瞬しゆんの間があった。ぱしっと光が爆はぜる。それが合図だったように、妖はざっと退散していった。

　押おし破られた格こう子しとぼろぼろになって落ちている御み簾すが痛々しい。

　風が吹ふきこんで、鬼の髪かみをなびかせた。月光のなか、それはきらきらと輝いて美しかった。

　白い鬼は篁を顧みると、すいと膝ひざを折って一礼し、そのまま霧む散さんするように消えた。

「────」

　茫ぼう然ぜんとそれらを見ていた篁は、はっと我にかえって最後の言こと霊だまを唱となえた。

　唱え終わると同時に額に押しあてた指先に霊れい力りよくをこめる。すると、融のうちからほの白い光が霧きりのように湧わき出て、それはやがてひとりの女の姿をとった。

　融は目を剝むいた。あの夜、自分が声をかけたいずれかの女によう房ぼうだ。

「……そうだ」

　思い出した。

　あの夜、この女は突とつ然ぜん消えたのだ。どこにいったかと慌あわてて周囲を見渡した。その後、記き憶おくが幾いく度どとなく途と切ぎれるようになった。

　それはすべて、篁が言うところの「生いき魂すだまにとり憑つかれ」ていたからだったのか。

　篁は立ちあがって女と目線を合わせると、彼女に呼びかけた。

「──若狭どの」

　宴うたげの席で女が自ら名乗った名だ。

　眠ねむるように目を閉じていた女は、ゆっくりと瞼まぶたをあげた。

『……篁…さま……』

　かぼそい声が篁の名を呼ぶ。若狭はそのまま言葉を失い、はらはらと涙なみだをこぼした。

　泣き濡ぬれる彼女に、篁はその綺き麗れいな顔に微び笑しようを乗せた。しかし、目が笑っていない。

「あなたはまだ生きています。ご自分の身体からだにお戻もどりなさい」

『篁さま……わたくしは……』

　つのる思いを口にしようとする若狭を、実に絶ぜつ妙みように篁はさえぎった。

「若狭どの、道はひらかれています」

　篁は優しく微笑しながらついと手をのばし、戻るべき道を指し示した。

「二度と迷うことのないように。これはすべて、夢なのですよ」

　ゆめ、と若狭はつぶやいた。

　そう、すべては夢だ。病に臥ふし、熱に浮うかされて見た。──篁が自分を守り、名を呼んでくれるという、幸せな夢。

　若狭の姿が消えていく。その魂たましいは光の玉と化し、自分の身体へと戻っていった。

「……へぇ…すげー……」

　融は素直に感かん嘆たんした。

　生魂ということは、生きながら迷いの淵ふちに囚とらわれ、魂こん魄ぱくがさ迷いでた状態ということだ。それが、抵てい抗こうひとつしないで素直に戻っていった。

　さすが、閻えん羅ら王おうに見込まれた「冥めい界かいの門の裁定者」だけのことはある。

　篁の冥官としての仕事ぶりをあまりよく知らなかったが、きっと本当に優秀なのだろう。そういえば、長身の閻羅王太子もそのようなことを言っていた。

　のんきに感心していた融は、くるりと振ふり向いた篁の顔を見てひくっと息をのんだ。

「────とおる」

　名を呼ぶ声が、低い。背後に雷らい雲うんをしょった姿が似合いそうな雰ふん囲い気きをかもしだし、篁は殺気のこもった目で融をにらみつけた。

「おまえに聞きたいことがある」

「はい、なんでしょう」

　直立不動の勢いで即そく答とうした融に、篁はどなりつけた。

「あの白い鬼おには何者だっ！」

　間。

「────え？」

　融は、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をした。

　白い鬼。しろいおに。

　数すう瞬しゆんのときをおいて、融はぽんと手をたたいた。

「ああ、雷らい信しん」

「らいしん、だと……？」

　反復する篁に、融はうんとうなずいた。

「あれ、そういえば、おまえ知らなかったんだっけ？　禁きん鬼きの雷信」

　禁鬼、とは。

　冥めい府ふの閻羅王が、篁のために下か賜しした異い形ぎよう。負の鬼を狩かる正の鬼で、その通つう力りきは甚じん大だいにして苛か烈れつ。

　だが篁は最初、閻羅王の申し出をつっぱねた。そんなものはいらないと言い張って、聞く耳を持たなかったのだ。

　だから、存在自体を忘れていたのである。「禁鬼」というのがどういったものなのか、いったいどんな姿で何人いて、どういう力の持ち主なのかなど、まったく考えもしなかった。

「あれが……〝守り手〟……」

　篁は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　いや、たしかに、あの異い貌ぼうの鬼と対たい峙じして絶体絶命だったとき、金色の髪かみの鬼を見た気がした。だがその後、意識を取り戻もどしたとき、彼の前にいたのは薄うす水みず色いろの髪の、玻は凜りんという名の女の鬼で、炎ほのおにあおられてこの髪が金に見えたのかと、そう思っていたのだ。それに、閻羅王や太子の燎琉かがるは、守り手をつけるとは言ったが、それが複数だとは言わなかったではないか。

　考えこんでしまった篁に、融は何といってよいのかわからず、とりあえず話題を変えてみた。

「と、ところで篁」

　篁は視線だけ向けてくる。融は努めて明るく言った。

「俺おれ、どうしてこんなところで寝ねかされてたんだろう」

　なにかあったのかなぁ。ほら、あの若狭とかいう女によう房ぼう殿どのにとり憑つかれていたわけだろう？　その間に起こったことを、覚えていないんだ。ところどころぼんやり浮うかんでくるんだけど。

　篁の気を紛まぎらわせるために一生懸けん命めい言葉を並べる融に、篁は無言をもって返した。

　そうか、融は覚えていないわけだ。……大変だろう、きっと。

　宮中の噂にしばらく苦労するだろう幼なじみに、わずかばかりの同情心をおぼえつつ、篁はしかし何も言わなかった。
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　宴うたげの夜から数日ののち、小野邸ていの篁の部へ屋やには、ひとりの客が訪れていた。

「そういえば、言っていなかったかな。本人たちがいずれ自己紹介でもすると思っていたからなぁ」

　あきらかに倭やまとの衣装とは異なる、唐とう風ふうとも言える衣に身を包み、長身の青年は朗ほがらかに笑った。

「そもそもお前だって聞いてこなかっただろう。最初は『守り手なんざいらん』と息巻いていたし。人のせいにしては駄だ目めだなぁ」

　胡坐あぐらをかいて巻き物に目を通している篁は、不ふ機き嫌げんな顔でそれに応じた。

「説明不足という言葉を知っているのか、燎琉。どうでもいいが、ひとの書机に座るな」

「これは失礼」

　たいして悪びれることもなくそう言って、閻羅王太子燎琉はひょいと立ち上がり、篁の前に座した。

「普ふ段だん椅い子すの生活をしているから、床ゆか板いたにじかに座るというのは貴重な体験だよ、うん」

「……そこの円坐を使おうとは思わんのか」

「勝手に使うのもためらわれてねぇ」

　うそぶいて、燎琉は穏おだやかに笑った。

「禁きん鬼きは全部で五人いる。それぞれに特性があるのだが、まぁそれはおいおい彼ら自身が披ひ露ろうしていくだろう」

　篁は、ふんとばかりに目をすがめて、手元の巻き物にふたたび目を落とす。

　閻羅王からの書状だ。燎琉はこれをわざわざ持ってきた。普段は篁を冥めい府ふに呼びつけるのだが、たまには気分を変えてみようということらしい。

「あんたもたいがい暇ひまだな。王太子というものはもっと忙いそがしいと思っていたが」

　ため息混じりの篁に、燎琉は軽く苦笑した。

「いや、存分に忙しいんだが……。すこし気になることがあってね、それで出向いてきた」

「気になること？」

　書を読むのを中断し、篁は顔をあげる。

「なんだ、なにかあったのか？」

　燎琉は黙もくして語らず、ただ笑った。そして、立ちあがる。

「用はすんだ。そろそろ第だい一いち殿でんに戻もどるとするよ」

「おい、燎琉」

　燎琉は御み簾すに手をかけ、くるりと振ふり向いた。

「篁、結界の綻ほころびはわたしが修復しておいた。だからおまえは気にしなくていい」

「え？」

「まぁ、害のないのが入りこむくらいの余地は残してあるがね」

　燎琉はそのまま御簾の向こうに出ていってしまう。そして、御簾が元の位置に戻もどる前に、その姿は消えていた。

　閻えん羅ら王おう太たい子しともなると、どんなところでも道をひらくことができるのだ。

　篁は呆あきれ半分でため息をついた。相変わらず唐とう突とつな登場と唐突な退場だ。すこしはこちらの都合を考えようとは思わないのか。

　ぶつぶつと文句を並べていると、女によう房ぼうの津蒔がやってきた。

「篁さま、融さまがいらっしゃいました」

「融？」

　そういえば、ここしばらく体調が思わしくなくて参さん内だいしていなかったのが、今日は出仕していたようだ。

　ということは。

　思い当たって、篁は額に手をあてた。

　融自身は何も覚えていなくても、周囲の人間たちは忘れていない。

「通せ」

　命じると、津蒔は一礼して融のもとにとって返す。

　彼女の背を見送りながら、篁はひとつの話を思い起こす。

　先日、嘉智子づきの女によう房ぼう彩あや乃のに聞いた話だ。

　病に臥ふせっていた女房の若狭が、しばらくぶりに内だい裏りに戻ってきた。彼女は仲間たちに、幸せそうにこう言ったのだそうだ。

『篁さまに守っていただく夢を見たの。とても優しく声をかけてくださって……。それだけで、わたくし充じゆう分ぶんだわ』

　彩乃にそれを聞いたとき、篁は本気で目まいをおこしそうになった。

　生いき魂すだまとなって身体からだを抜ぬけ出すほどの想いは、しかしその程度で満足してしまうものだったのか。女とは、げに恐おそろしい生きものだったのか。

　深く重いため息をついて、篁は閻羅王からの書を放りだす。

　思いがけない災難にあって、今もその余波でわけのわからないことをさまざまな人間に言われているだろう融。今日の訪問も、おそらくそれに関連してのこと。

　さすがに少々、哀あわれかもしれない。

　本当にめずらしいことにだが、たまには優しい言葉のひとつもかけてやろうかと、思う篁だった。
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　禁域の杜もり。

　いつのころからか、その地はそう呼ばれていた。

　誰だれが名づけたのか、知るものはいない。

　ただ、禍わざわいの地だと。何なん人ぴとであろうとも、足を踏ふみ入れることあらば、大いなる災さい厄やくが降りかかる、と。

　伝えられているのだ。







　鬱うつ蒼そうとした杜が、そこだけ楕だ円えん状に開けている。

　青々とした木々が突とつ然ぜん途と切ぎれ、枯かれ木が境界線のようにぽつぽつと残り、草の一本も生えていないむき出しの地じ肌はだは、黒く焦こげていた。

　その、中央に。不自然に据すえられた、黒い石の塚つかとおぼしきものがあった。

　この塚に、生きとし生けるものはけっして近寄らない。それどころか、杜にも滅めつ多たに姿を見せることはない。

　あるものは静せい寂じやく。そして、────塚に集う、淀よどんだ妖よう気き。

　近付くものすらいないはずのこの地に、その異い形ぎようはいつのまにか、姿を現わしていた。

「……封ふうじの塚、か」

　唄うたうように優美な声こわ音ねが、荒こう涼りようとした禁域に響ひびく。

　塚を取り巻く妖気が震ふるえた。

　それは、人の姿をしていた。長身の体たい軀くを深ふか紫むらさきの衣に包み、風を孕はらんで翻ひるがえる長い髪かみは炎ほのおを映す紅くれない。瞳ひとみは血のように朱あかい。

　そしてその頭部には、二本の角。

　異い貌ぼうの鬼おに。その名を朱しゆ焰えん。

「さぞや口くち惜おしかろう。……あらぶる神よ、我が声届くか？」

　神、と。

　塚に向かい、朱焰は問いかける。

　出たくはないか。神たる汝なんじをそのように貶おとしめたものに、報いをくれたくはないか。

　唄うように、ささやくように。綴つづる言葉に、呪じゆ咀そをこめながら。

　やがて。

　──…………

　地の奥おく底そこから、いらえる「声」があった。

　朱焰は凄せい絶ぜつに笑った。塚つかにおのが右手をかざし、重々しい声で呼びかける。

「………神よ」

　紅くれないの髪かみが大きく揺ゆらめき、鬼おにの身体からだから凄すさまじい妖よう気きがほとばしった。

「今こそ、目覚めよ」

　びしりと音をたてて、塚が真っぷたつに割れた。

　ざわざわと、黒い霧きりにも似たものが地中から立ちのぼる。それはやがて、はっきりとした意志を持つ、異い形ぎようの姿をとった。

　──……み…の……

　地を揺るがすような、天を震ふるわすような、猛たけ々だけしくも荒あら々あらしい、霊れい気き。

　これほどに禍まが々まがしさを持ちながら、しかしここに封ふうじられていたのは紛まぎれもない「神」であったのだ。

　──……神かみ…野の……

　ただ、「神」であった誇ほこりも矜きよう持じも、すでに残ってはいない。

　──神野……

　あるものは、ただ「怨えん嗟さ」のみ。

　──神野ぉぉぉぉ！

　猛り狂くるい、ただ怨おん念ねんのままに吠ほえたてる。

「……ゆくがよい、『祟たたり神』よ。その怨嗟のままに、汝なんじを祀まつらぬ人間に力を示すのだ」

　朱焰はついと指し示す。

　その先にあるものは、平安の都。

　──おおぉぉぉぉ！

　祟り神は姿を黒い霧に変え、荒あれ狂う風となってその場をあとにした。







　ぱしんと音をたてて、佩はい玉ぎよくが砕くだけ散った。

　男は玉の欠片かけらをてのひらにのせ、かすかに眉まゆを寄せた。

　同時に不ふ穏おんな風を感じ取り、疑ぎ惑わくを確信へと変える。

「……封ふうじが破られたか」

　ならばあの、恐おそろしい「神」は、必ずやここに向かってくるだろう。

　二十年前に己おのれを封じた、この憎にくき神野のもとに。

　砕けた玉を小こ函ばこにしまうと、男は立ちあがった────。
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　小お野の邸ていに到着した橘たちばなの融とおるは、憂ゆう鬱うつそうにふかぶかとため息をついた。

　ここ数日、どうやら自分は知らないあいだに騒そう動どうを起こしていたらしい。それにはどうも篁たかむらが関かかわっているようなのだが、誰だれも詳くわしく語ってくれないので、融はとても消化不良な気分を味わっているのだ。

　さらに、体調が回復したので本日ようやく出仕した融に、将まさ義のりたちが硬かたい顔をしながら切り出してきた。曰いわく。

『融、おまえと篁は、〝ただ〟の幼なじみだよな。間ま違ちがいないよな』

　それに対し、融は疑問符ふが駆かけ回る頭でいろいろと考えた挙げ句に、こう返した。

『ただの幼なじみ以外に、いったいなにがあるんだ？』

　そうしたら、将義たちは今にも泣きだしそうな顔をして、そうだよな、そうだよな、誰だれが何と言おうと俺おれたちはお前を信じてるぞ、と口々に言い募つのってきたのである。

　わからん。あの深刻さはいったい何だったのだろう、と融は今も首をひねっているのだ。

「まぁ、融さま。もうお身体からだの具合はよろしいのですか？」

　出で迎むかえた女によう房ぼうの津つ蒔まきが、融の体調を気き遣づかってくる。津蒔は橘家の女房と仲が良く、ときおり文ふみのやりとりをして情報交こう換かんをしているのだ。

「心配をかけたみたいだね。あ、これうちの姉君から、楓かえでにだそうだ」

　津蒔に笑顔を返した融は、言いながら反たん物ものを手渡す。

「綺き麗れいな若草色だろう？　たくさん届いたからお裾すそわけだといっていた」

　津蒔は破顔してそれを受け取ると、篁に融の来訪を伝えるべくいったん下がっていく。

　通された部へ屋やの格こう子しは開け放たれ、御み簾すも巻き上がっている。小野邸の庭は良く手入れされているので、何も考えずにほけらっと眺ながめているだけで気分がなごむ。

「……静かでいいなぁ」

「そうか？　退たい屈くつだがな、俺は」

　うしろから突とつ然ぜん声が降ってくる。足音が聞こえていたので融は別段、驚おどろきはしなかった。

　振りかえると、円えん坐ざを引きずってきた篁が、融のすぐかたわらにどかっと腰こしを下ろす。

「体調を崩くずしていたわりには元気な顔をしてるな。もういいのか」

「うーん、誰も彼もそういうなぁ」

　融は腕うで組ぐみをして首を傾かたむける。

　篁が語ったところによると、融には女の生いき魂すだまが憑ひよう依いしていて、そのせいで生命力というものがどんどん吸い取られ衰すい弱じやくしていた、のだそうだ。だが、彼自身にその自覚はきっぱりないので、四し肢しが鉛なまりのように重かった、という感覚しかない。

　実際、はたから見た融は顔色も悪く、頰ほおも徐じよ々じよにやつれていって、なにか重い病にかかったのでは、とひそかに心配されていたのだ。

「……で、今日は何か用だったのか？」

　行ぎよう儀ぎ悪く片かた膝ひざをたてた片胡坐あぐらの篁が、ぞんざいに問いかける。他ほかに誰だれもいないときの篁は、常にぞんざいでぶっきらぼうな物言いをする。これも相手が融だからこそなので、それがわかっている融は特に気にしない。

「とりあえず届けものだな。姉上に頼たのまれて……」

　そのとき、軽やかな衣きぬ擦ずれの音が響ひびいてきた。色いろ鮮あざやかな唐から衣ぎぬが格こう子しの向こうに現れて、御み簾すの隙すき間まから小こ柄がらな少女が顔を出した。

「融兄さま、お加減はもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　いささか気き遣づかわしげな表情で融に尋たずねたあと、少女は本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「素敵な反たん物ものをいただいたのよ。本当に綺き麗れいな色なの」

　これは融にではなく篁に向けられた言葉で、このときばかりは篁の表情も一変した。

「そうか、よかったな、楓」

　普ふ段だん宮中で見せている作った笑みではない、淡あわ雪ゆきをとかす春の日ざしのように優しい眼まな差ざし。
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　あいかわらず、篁はこの妹には甘あまいのだ。

　おそらく融に礼を言うために急いでやってきたのだろう。軽く息を弾はずませている。小野邸ていは広く、楓の部へ屋やは一番奥にあるのだ。さらに、そこから一番近いのは篁の部屋で、篁自身がさまざまなものから楓の身を護まもる防ぼう壁へきの役目をしているわけである。

　篁の言葉に、楓はより一層嬉うれしそうな顔をした。それからはっと気づいたようにして、口元に手を当てた。

「ごめんなさい、兄さまたちのお話の邪じや魔まをしてしまったのね」

「いや、たいした話なんてしてないよ。いたかったら楓もここにおいで」

　篁が手招きをするが、楓はふるふると首を振ふった。それからにこりと笑って、軽く一礼すると、自分の部屋に戻もどっていく。

　顔をほころばせてそれを見送った融は、なにやら無言で訴うつたえている篁を顧かえりみる。

「反たん物もの？」

　融の確認に、篁は軽く首しゆ肯こうした。

　ちなみに楓が戻っていった時点で篁の表情はいつもの尊大な無表情に戻っている。ここまでくると、ある意味見事だよなと融は常々思っているのだが。

「春の新緑の色で、小野の姫ひめにどうだろうと、俺おれの上の姉君が言われてな。それで出向いてきたんだ」

　篁はふんとふんぞり返った。

「どんな色でも、楓に似合わないわけがないだろう」

「…………そうだな」

　こと楓に関しては、篁には何を言っても無む駄だなことを融は骨身にしみて知っている。反論や異論など述べようものなら、万倍になって返ってくることは必至だ。

　それに、事実として楓には大たい概がいの色が似合うので、否定する材料もないのだ。

「ところで篁……」

　気をとり直して融が口をひらきかけたときだった。

「若君、融様！」

　家か令れいの政まさ義よしが顔色を変えて駆かけつけてきた。仕事柄がら、落ち着き払はらった姿しか見たことのなかった融は、珍めずらしいことがあるものだとなかば感心していた。政義の、次の言葉を聞くまでは。

「内だい裏りから急使です、皇こう后ごう様が突とつ然ぜんお倒たおれになられたとのよし、急ぎ参さん内だいをと……！」

「なんだっ!?」

　間かん髪はつ入れず声をあげたのは融で、篁は言葉もなく軽く目を瞠みはる。だが動じたわけではない。その証しよう拠こに行動は迅じん速そくだった。

　即そく座ざに立ちあがると、篁は鋭するどい声で命じた。

「参内する、用意を！」
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　内だい裏りとは、帝みかどと皇こう后ごう、それから夫人や妃きさき、彼らに仕える女によう房ぼうの住居。いわば皇家の生活空間のことだ。禁きん中ちゆうや内うち、とも呼ばれる。

　篁や融の所属している中なか務つかさ省しようや近この衛え府ふは大内裏の中の一部署であり、内裏はその中央より北寄りに位置する。

　駆かけ付けた篁は、車から降りて目を瞠みはった。

「なんだ、これは……！」

「どうかしたのか？」

　進みかけた脚あしを止め、融が肩かたごしにふりかえる。

　篁は一度首を振ふった。

「……いや、なんでもない」

　何でもないはずはないだろう、と融は思ったが、篁が何も言わないということは知らないほうがいいということだろう。

　皇后嘉か智ち子この住まう登とう華か殿でんは、中心である紫し宸しん殿でんから見て、乾いぬい（北西）の位置にある。

　参上したふたりを見つけた嘉智子付きの女房彩あや乃のは、今にも泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「融さま、篁さま、よくいらしてくださいました」

　女房のなかでもこの彩乃は、篁たちよりひとつ下で年も近いところから、気安く話す仲である。さらに彩乃には融に対する秘めた想いがあるのだが、融は自分のことになると途と端たんに鈍にぶくなるのでまったく気づいていない。

「彩乃、叔母おば君ぎみの容体は……」

　融の問いに、彩乃は首を振ってうつむいた。

「ひどい熱をだされて、うなされておいでです。加か持じ祈き禱とうもまるで効かず、薬くす師しにも手の施ほどこしようがないと」

　その言葉どおり、皇后の病退散を願っての読ど経きようが、先刻から絶え間なく響ひびいている。

　融は痛ましそうに顔を歪め、唇くちびるを嚙かんだ。

　嘉智子は、彼の父有あり茂しげの年の離はなれた妹だ。橘家の嫡ちやく子しとして生を受けた融を、誰だれよりも可愛かわいがり、皇后の地位についた現在では盛りたてようと働きかけてくれている。

　だが、そんなことがなくても融は、この叔母が好きだった。ついつい叔母君、と呼んでしまうのも、嘉智子本人が「皇后様などと呼ばれると、他人行ぎよう儀ぎで寂さびしい」とよくもらすからだ。臣下の儀礼としては許されないのだろうが、帝の許しもあり、私的な場では融は嘉智子を「叔母君」と呼ぶのだ。

　結局対面はならず、篁と融はそのまま帝のもとに向かった。しかし。

「主上おかみが、御おん身みを隠かくされた、だと？」

　清せい涼りよう殿でんの前で足を止められたふたりは、対応に出てきた女によう房ぼうにそう聞かされ、目を剝むいた。

「御気分が悪いとおっしゃられて、帳ちよう台だいに入られました」

　舎人とねりの言に篁は顔色を変えた。

「ばかな。夕刻退出するときまで、主上のご様子になんら変わったところはなかったはずだ」

　篁は、中なか務つかさ省しようの侍じ従じゆうの地位にある。常に主上の傍かたわらに近侍し、御意見番のような役目をしているのだ。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん、無敵不敵という篁の本性を、主上は知っている。それでいてそばに置いているのだから、篁は本人が思っている以上に主上に可愛かわいがられているのだ。

　篁が帝の御ご前ぜんを退出したのは申さるの正刻。小野邸ていは、大内だい裏りに隣りん接せつしているため、帰宅もほぼ同時刻だった。今からおよそ二に刻こくほど前だ。

　その二刻の間に、皇后嘉智子が病に倒たおれ、帝も御身を隠してしまったという。

「いったい……」

　そのとき。

　厚い雲に覆おおわれた夜よ闇やみの虚こ空くうから、刃やいばのような一いつ閃せんの光が轟ごう音おんとともに内裏の一角を襲おそった。「きゃあぁぁぁぁ！」

　いずこからか、絹を裂さくような悲鳴があがる。幾いく重えもの叫さけびが相次いだ。

「誰だれか、誰か！」

「典ないし侍のかみが、橘典侍が……！」

　あとにつづくのは、言葉にならない金切り声と悲鳴。

　篁は高こう欄らんに駆かけ寄った。この清涼殿から見て、あの落らく雷らいが襲ったのは東の殿でん舎しや。

「橘典侍……？」

　篁に一歩遅おくれて高欄に駆け寄った融は、茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「まさか……康やす子こ姫ひめ、か？」

「康子姫？」

　融は血の気の失せた顔でうなずいた。

「従姉いとこだ。賢かしこ所どころに出仕して、典侍の位にあるはず」

「賢所……？」

　篁ははっと息をのんで、かなたを顧かえりみた。

　賢所とは、温うん明めい殿でんに据すえられた神殿。天てん祖そ天あま照てらす大おお御み神かみの御み霊たま代しろである神鏡──八咫やたの鏡かがみを祭る場所だ。

　騒さわぎはますます大きくなっていく。どうやら、落雷によって火の手が上がっているらしく、悲鳴や怒ど号ごうが絶えまなく届いてくる。

「神しん殿でんを雷いかずちが襲おそったのか……」

　篁の声は、硬かたいものを含ふくんでいた。

　聖なる結界に守られているはずの内だい裏り。しかし、今、内裏を守る力は、じりじりと弱まっている。御み霊たま代しろの安置された温うん明めい殿でんを、落らく雷らいが襲うなど本来ならばありえないというのに。

　大内裏に参じ、車から降りたとき彼は見たのだ。

　大内裏を、そして禁中をとり巻く、邪じや悪あくな妖よう気きを。黒い霧きりとなって隅すみ々ずみまで覆おおい尽つくそうとしている魔まの力を。

　そして今、神鏡を祀まつった温明殿を、落雷が襲った。

　通常の雷ではない、あれは何ものかが放った呪じゆ咀その具現だ。

　そう、何ものかが、倭やまとを統すべる帝みかどを、呪咀しているのだ。

　ふいに、背筋を冷たいものが駆かけ降りた。

　皇后嘉智子は、橘氏の血を持つものだ。そして、典ないし侍のかみは橘の姓を持っている。

　篁は融を振ふり返った。

「……橘……」

「？　なんだ？」

　首を傾かたむける、この幼なじみは橘の直系。

　橘の者は、大きな役目をその血に背負っているのだ。──篁は、それを知っている。

　黒い霧の放つ妖気がますます強くなっていく。息苦しさを覚えるほどに濃こいそれは、清せい涼りよう殿でんに集まりつつあった。







　落雷からほどなくして降り始めた雨は、翌朝になっても止む気配を見せなかった。

　融はあのあと近この衛え府ふの召しよう集しゆうを受け、武官の正装をして内裏に詰つめることになった。

　身を隠かくした帝を邪悪なものから守るべく、一いつ刻ときに一度、弦つる打うちを行なうのだという。

　中なか務つかさ省しように宿直とのいして様子をうかがっていた篁は、陰おん陽みよう寮りようの博士はかせたちが異変を察知して大おお騒さわぎしているのを横目に見ながら、ひとり自分の思考に没ぼつ頭とうしていた。

　彼の役目は帝の近きん侍じである。当の帝が隠れているのだから、出仕していてもあまり仕事はないのだ。

　空を覆った厚い雲のせいで、昼でも室内は薄うす暗ぐらい。灯台をともして、適当に書を繰くりながら、篁は厳しい表情を浮うかべていた。

「……息苦しいな」

　口の中でつぶやいて、首もとを押おさえる。

　内裏を取り巻く黒い霧が、精神的に圧あつ迫ぱくしてくる。こんなとき、何も見えない常人が心底羨うらやましいと思う篁だ。彼らとて体調を崩くずしたり、奇き妙みようにだるさを感じたり、もしくは異様な気配を察知することはあるかもしれない。だが、篁ほど鮮せん明めいには、それらを見ることはないのだ。

　篁の、異い形ぎようを見み抜ぬく目には、凄すさまじい光景が映っていた。

　内だい裏りの至る所に、雑ざつ鬼きが徘はい徊かいしているのだ。本来、貴族たちの策略や欲望のうごめく大内裏には、異形や魔ま物ものが出しゆつ没ぼつする。だがそれらは根本的に無害であり、誰だれかに取り憑ついてその人間を破は滅めつさせるようなことはしない。ただ、そばで物もの珍めずらしそうにしているから、篁にはそれが鬱うつ陶とうしいだけだ。

　だが、今内裏を跳ちよう梁りようしている異形たちは、明らかに違ちがった。

　妖よう気きの桁けたが違う、悪意の質が違う。気の弱い女によう房ぼうや、霧きりの毒気に当てられて弱ったものに、隙すきあらば取り憑いて根ねの国に引きずり込もうと画策する、たちの悪いものたちだ。

　これに比べれば、頻ひん繁ぱんに小野邸ていに顔を出している鉗かな鬼きのほうが、よほど可愛かわいげがある。

　篁は一度目を閉じると、心を決めて立ち上がった。

　内裏を覆う霧の正体を突つき止めなければならない。そして、帝みかどや皇こう后ごうが病にかかり、温うん明めい殿でんが落らく雷らいの標的になった理由を。

　篁は確信していた。

　すべてはどこかでつながっている。それを、暴きだすのだ。




　　　　二




　体調不良を理由に宮中を退出した篁は、夜を待った。

　何が起こっているのか、正確に把は握あくする必要がある。そして、一番てっとりばやいのは、やはり彼らに聞くことだ。

　向こうから訪れてくることは滅めつ多たにない。だからこちらから赴おもむく。

　家人がすべて寝ね静しずまったころ、篁は墨すみ染ぞめの衣ころもをまとった。そして、腰こしに太刀たちを佩はく。

　誰にも見み咎とがめられないように注意しながら部へ屋やをでる。そして渡わた殿どのから庭に降り立ち、そのまま塀へいまで突っ切ろうと駆かけだす。

　雨は容よう赦しやなく彼の身体からだをたたいてきた。衣が雨を吸って重くまとわりついてくる。だがしかたがない。雨をよける術を、篁は持っていなかった。

　篁の部屋から塀までの間には、ひとつの対たいの屋やがある。妹の楓かえでが住んでいるのだ。

　格こう子しはぴっちりと閉まり妻戸も開いてはいない。御み簾すはすべて下がっていて、明かりが漏もれる気配もない。

　それでも、楓にはひと声かけていかなければいけないだろうと、思われた。

　楓はときどき、妙みように聡さといところがある。篁が人知れぬ役目をはたすために邸やしきを抜ぬけ出し、明け方近くに帰ってくると、篁の部へ屋やでじっと待っていたりするのだ。そして、篁の姿を見ると、安あん堵どしたように目を細めるのだ。

　だが、楓が篁に、いったい何をしているのかと尋たずねてきたことは、一度もない。あるいは都みやこに流れる風評を聞き知って、すべてを諒りよう解かいしているのかもしれない。

　それでも、彼女は笑うのだ。異能の才を持つ篁に、幼いころからすこしも変わらない、優しい眼まな差ざしで。

「…………」

　口をひらきかけ、しかしやはり篁はためらった。迷った末に、腰こしに佩はいていた狭さ霧ぎり丸まるの柄つか紐ひもをほどき、簀すの子こにそっと置いておく。まるで、形見のように。

　いつもならば、そこまではしない。ただ、言い表わすことのできない予感が、胸中に広がっていた。

　だからこれは、かならず帰ってくるという、誓ちかいのしるしだ。

　篁はそのまま塀へいを飛び越こえ、夜の闇やみに姿を消した。




　　　　◆◇◆




　内だい裏りで清せい涼りよう殿でん警護の任に当たっていた融は、橘家からの急報を受けていた。

「父上が!?」

　血相を変えて問い返すと、橘家からの使いの者は何度も何度も頷うなずいた。

「昏こん睡すい状態のまま、いっこうに目を覚まされません。若君、どうかお戻もどりを……！」

　融の父、有あり茂しげは、右大臣の任にある。昨夜参さん内だいしたあといったん帰宅し、今日出仕してからは意欲的に政務をこなしていた。

　国の要かなめである帝みかどが身を隠かくした、これはゆゆしきことであるのだ。こんなときこそ臣下一丸となって事態に当たらねばならないのだと、有茂は心に定めていた。

　退出間際、交こう替たいで陣じん座ざに控ひかえた融のもとを訪れた有茂は、苦笑混じりにこう言っていた。

「こんなとき、岑みね守もりがいればなぁ。あれとわしとが手を組むと、負ける気がせんのだが」

　小野岑守は有茂にとって、融にとっての篁のようなものだ。幼なじみでよき好敵手ライバルで、気のおけない一番の友人なのだという。

　その父が、原因不明の病で倒たおれた。まるで嘉智子と同じではないか。

　この状じよう況きよう下かにおいて、右大臣の身にまでもしものことがあれば、政治の中ちゆう枢すうは瓦が解かいする。事態を重く見た近この衛えの大たい将しようは、融に一時帰宅するよう命じた。そして状況を逐ちく一いち報しらせるようにと付け加える。

　融としては、自分の責務を全うしたかった。だが、父のことも心配だったので、大たい将しようの言葉はありがたかった。

　急いで退出し、橘邸ていに向かう車の中で、融は昨日の篁の言葉を思い出していた。

『……橘……』

　愕がく然ぜんとした顔で、篁はそう言った。融を呼んだわけではない、融の姓を唱となえていただけだ。

　いったい、どういう意味なのか。

　篁のもとに、行ってみようか。

　ふと、融はそう思った。

　落らく雷らいが襲おそったのが温うん明めい殿でんの賢かしこ所どころだと知ったとき、篁は顔色を変えていた。あの、常に物事に動じない、不敵無敵を誇ほこる篁が。

　しかし彼は、融がいくら尋たずねても、詳くわしいことを教えてはくれなかった。詳しよう細さいを知れば、そしてそれが篁の「冥めい官かん」としての仕事に関かかわるものであれば、融が絶対に首を突つっ込んでくるだろうと、予測しているからだろう。

　そしてその通りなのだ。融は、もしもこの一連の事件が悪あつ鬼き怨おん霊りように関わるもので、篁が冥官として動くならば、できるかぎりの協力をしようと思っている。

　協力というのは名ばかりで、実際はただの足手まといかもしれない。だが、それでも融は、篁のそばについていようと決めているのだ。

　どうしてそう思うのかは、実はよくわからないのだが。

「なんだかんだいっても、篁のやることはかなり危なっかしいからなぁ」

　本人が聞いたら激げき怒どしそうなことを言いながら、融は軽くため息をついた。

　その時、雨音に紛まぎれて、なにかが聞こえた。

「……なんだ？」

　融は耳を澄すました。

　牛ぎつ車しやの車輪が回る音、牛の蹄ひづめの音、側近と牛うし飼かい童わらわの足音と、そして──。

「……蹄……？」

　雨音に紛れている。濡ぬれて悪くなった足場は、そんな音も消してしまうものだ。

　だが、融はたしかに蹄の音を聞いたと思った。

　車の物見窓を開けて、融は側近の裕ひろ紹つぐに命じた。

「止めろ、早く」

「は、いかがなさいました、若君」

　裕紹は怪け訝げんそうに主人を見あげてくる。融は口元に指を当てた。

「しっ。………蹄の音だ」

　雨音の間かん隙げきを縫ぬって、その微かすかな響ひびきはたしかに届いた。

　月明かりもないもない、まったくの闇やみだ。雨でも消えることのない松明たいまつをともして、それでようやく足元が照らされる。

　融は闇に目を凝こらした。胸むな騒さわぎがする。

　はっと思い当って、融は裕紹に問うた。

「ここは、どこだ」

「二条大おお路じですが……」

　融は慌あわてて老おい懸かけを外し、いらないものを全部取って、太刀たちだけを腰こしに佩はき、車から降りた。はねあげた御み簾すがばさっと戻もどるときには、融はもう駆かけだしている。

「若君、なにを」

　あわてる裕紹を振ふりかえり、融は声を張りあげた。

「すまん。おまえたちは戻もどっていろ」

　それだけ叫さけび、融は蹄ひづめの音のするほうに駆けていった。あとから裕紹たちの慌あわてふためく声がしたが、融はあえてそれを黙もく殺さつした。




　　　　◆◇◆




　雨のなか、騎き乗じようする白馬はゆっくりゆっくりと歩を進めていく。

　篁は、馬の背にまたがって、異界に通じる、かの寺に向かっていた。

　道はぬかるみ、足場は悪い。いったん邸やしきを抜ぬけだしたものの色々思うところがあって、篁は一度邸てい内ないに戻り、この馬を連れてふたたび大路にでたのだ。

　普ふ段だんは徒歩で難なく通う道筋だか、足場が悪いとひどく遠いものに感じてしまう。この馬がいてくれて助かった。

「すまないな、おまえも雨に濡ぬれたくはないだろうに」

　人間相手には絶対に見せることのない優しい目をして、篁は白馬の首を軽くたたいてやる。

　ふいに篁は後方を振りかえった。

　なにかが、聞こえる。足音だろうか、一定の間かん隔かくをあけて、ばしゃばしゃと泥どろを跳はねる音が聞こえてくるようだ。

　手た綱づなを軽く引いて馬の歩を止め、篁は接近してくる相手の正体を見定めるべく目を凝こらす。

　最初は警戒し、険しい顔をしていた篁だったが、やがて軽く目を見ひらき、それから眉まゆを釣つりあげた。

　ばしゃばしゃと泥をはねあげ、全身濡れ鼠ねずみになって、姿を現したのは幼なじみの融だった。

　馬上から偉えらそうに融を見おろし、篁は傲ごう然ぜんと言い放った。

「何しにきた、とっとと帰れ」

　一方の融も負けてはいない。篁の得意技とも言うべき態度でふんぞり返り、応戦する。

「おまえそういうけどな、その馬俺おれのだぞ、返せ」

「数日間ほっぽりっぱなしで何を言う」

「仕方ないだろう、俺おれにだって色々事情があったんだ、……ておまえが一番よく知ってるんじゃないか」

　篁はあさってのほうをむいて聞く耳を持たない。融はめげずに攻こう撃げきを仕し掛かけた。

「冥めい府ふに行くんだろう？　俺も一いつ緒しよに行く」

　篁は融を一いち瞥べつすると、馬首をめぐらせて馬の腹を軽く蹴けり、歩みを再開させた。

「篁、すこしは話を聞けよ」

「うるさい」

「父上が倒たおれたんだ」

　それまでひたすら融を無視していた篁は、しかし弾はじかれたように振ふり向いて瞠どう目もくした。

「右大臣様が……？」

　融はそうだとうなずいた。

「俺にはよくわからないが、なにかが起こっているんだろう？　温うん明めい殿でんを落らく雷らいが襲おそい、主上おかみが御おん身みを隠かくされ、叔母おば君ぎみが病に倒れ、父上までが床とこに臥ふせってしまわれた」

　一度言葉を切って、融は重々しい口調で尋じん問もんした。

「──橘、と、おまえは言った。あれは、どういう意味なんだ？」

　答えようとしない篁に、融は焦じれて叫さけんだ。

「俺だって橘だ、知る権利はあるはずだ」

　雨が、冷たい。

　融は唇くちびるを嚙かんだ。ちがう、こんなことが言いたいのではない。ただ、篁の助けになれればいいと、思っているのに。

　しばしの沈ちん黙もくののち、篁はおもむろに口をひらいた。

「……とこしえなる、橘の性さが。主上の傍かたわらに在り、呪じゆ咀そをその身に受ける役目を担う」

　馬上からひらりと降り立ち、篁は融を見あげた。

「皇こう后ごう様の病は、帝に向けられた呪咀をすべてその身に受けたため。右大臣が倒れられたのは、おそらく皇后様だけでは呪咀を受けきれなかったためだろう」

　融は目を見ひらいた。

「……呪咀？　帝に？」

　篁は黙もく然ぜんと頷うなずく。

「いったい誰だれがそんなことを！」

「知るか」

　融の叫びに即そく答とうし、それから篁は呆あきれたように融をねめつけた。

「だから冥府に降りて、知っていそうな奴やつらに聞こうと思っているんだ、俺は」

　ことはおそらく、一刻を争うのだ。

　内だい裏りを覆おおう霧きりは、ときをおうごとに強く重くたちこめていく。敏びん感かんなものはそろそろその影えい響きようを受け、身体からだに変調をきたしているはずだ。

　帝みかどは、現あら人ひと神がみと呼ばれる。即そく位いとともに天てん祖その魂たましいをその身に受け継つぐのだ。そして、その存在そのものが倭やまとを鎮ちん護ごする鍵かぎとなる。

　だが、なにものかの放った呪じゆ咀そは、その帝から通つう力りきを削そぎ落とし、内裏を守っていた結界を瓦が解かいさせた。そうでなければ、御み霊たま代しろの安置された温うん明めい殿でんの賢かしこ所どころに、雷かみなりが落ちるわけがない。

「帝の通力そのものが、弱まっていると考えていいだろう」

　それほどの激しくも恐おそろしい呪咀を皇こう家けにかけられるような存在など、篁はひとりしか知らない。

　融も思い当ったのだろう。青い顔をして一度ごくりと唾つばを飲みこんだ。

「まさか……朱しゆ焰えん、か？」

　朱焰。禁きん色じきの衣をまとった恐ろしい異い貌ぼうの鬼おに。

　皇家に対する怨えん嗟さの念は朱あかき焰ほむらのごとく。激しくも凄すさまじい、その怨おん念ねん。

　あの鬼の持つ妖よう力りよくをもってすれば、内裏の結界を打ち破ることもそう難しいことではないのではないか。

　篁はずっと、そう考えていたのである。そして、それが正しいかどうかを確かめるために、冥府につながるあの寺に向かっていたのだ。

　白馬が篁を促うながすようにして、彼の肩かたに鼻を押おしつける。篁は白馬の首をひとつたたくと、融を見あげて諦あきらめた様子で息をついた。

「言っておくがな、融」

「うん」

　剣けん吞のんに目を細め、篁は声音を低くした。

「ぜったいに、よけいな口を挟はさむな。手も出すな、足も出すな、自分もなにかやろうなどと思うなよ！」

　脅おどしである。先手を打って先制攻こう撃げきだ。

　融はしばらく思案顔で篁を見おろした。篁は恐こわい顔をして融をにらんでいる。

　仕方ないなとばかりに、融はひとつうなずいた。

「……わかったよ」




　　　　三




　冥めい府ふ第だい一いち殿でんは、冥府十君主がひとり、閻えん羅ら王おうのあずかる宮殿である。

　王の家族が住む私殿は第一殿に隣りん接せつしているが、閻羅王と太子の燎琉かがるは第一殿で過ごしていることのほうが多い。

　もっとも、冥府の王族にとって、人界の一年が一日だというから、たまたま今は「日中」であるだけなのかもしれない。

　豪ごう奢しやで広大な宮殿は、見るものを圧あつ倒とうする。何度も訪れている篁とちがって、融がここに来るのはまだ二度目だ。どうしても気後れしてしまうのは、仕方のないことだろう。

　ずかずかと進んでいく篁のあとに融は一生懸けん命めいついて行った。もしはぐれたら、絶対に戻もどれない自信が融にはある。

　閻羅王の執しつ務む室しつに辿たどり着くと、篁は声もかけずに扉とびらをひらいた。

「燎琉、いるか」

　閻羅王の執務室なのだから、いるのは王なのではないだろうか。

　という融の疑問は、しかし一いつ瞬しゆんで消えた。

　ふたりともいたのである。そして、篁が用があるのは燎琉のほうだった。そういうことであるらしい。

　ふたりの姿を認めた閻羅王太子燎琉は、席を立って招き入れてくれた。

「どうしたんだい？　珍めずらしいね、篁だけでなく融までやってくるとは」

　軽く首を傾かたむけて問うてくる燎琉に、篁は尊大な態度で応じた。

「融は勝手についてきただけだ。ところで聞きたいことがある、答えろ」

「ものによるが、とりあえず聞こう」

　篁の偉えらそうな物言いに気分を害した様子もなく、燎琉はほけほけと笑う。

　きっとこのへんが、燎琉が篁に勝利できる要因なのだろうと融はこっそりと考察した。

　勧すすめられた椅い子すに腰こしを落ち着け、足と腕うでを組んで、篁は口火を切った。

「何ものかが呪じゆ咀そを行ない、内だい裏りが妖よう気きで覆おおわれた。朱焰がらみかもしれんが、なにか心当たりがあるか」

「篁、もっと他ほかに言いようがあるだろう」

　融が一応たしなめてみるが、篁は気にしない。

「単刀直入にいったまでだ」

「だから、そういう聞きかたは……」

　そのとき、燎琉が片手を挙げて融を制した。そして彼は、軽く首を傾かたむけて篁を見おろし、静かに言った。

「篁」

「なんだ」

「このあいだ渡した父上からの書状、ちゃんと読んだかい？」

　篁は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。代わりに声をあげたのは融だった。

「書状？」

　そう、と燎琉かがるはひとつうなずいた。

「いちおう、朱焰に狙ねらわれそうな塚つかやら結界やら社やしろやらを、すべて記き載さいしてあったと思うんだが……」

「…………」

　篁は、しばらく無表情で記き憶おくの糸をたぐっていた。

　閻羅王はちらりと視線を向けてきたが、何も言わずに仕事をつづけている。

　燎琉と融が見守る中、篁は無表情のまま、手をぽくっとたたいた。

「ああ、あれか」

　たしか、つい先日燎琉が訪問してきた折に、言われてみれば渡されたような。

「篁……」

　何とも言えない顔をしている融に、篁はあいかわらずの態度できっぱり言い切った。

「そんな百年も前のことなんぞ、きれいさっぱり忘れていた」

「……ついおとついのことだろう？」

　瞬しゆん間かん、篁の動きがぴたりと止まった。

　彼はおもむろに融を顧かえりみると、薄うすら寒い目をして微笑ほほえんだ。

「────融」

　篁は手をのばし、融の耳たぶをつかんで左右にぐいぐいひっぱった。

「わったったったっ」

「いいか、人にはな。言っても良いことと良くないことがあるんだぞ。わかったか、わかったか」

「相変わらず仲がいいねぇ」

　篁のやつあたりを受ける融の図、という実に日常茶飯事な光景を前にして、しかし燎琉はいっこうに動じない。のんきに笑って見守っているのだ。

　ようやく解放された融は、しばらく涙なみだ目めで両耳を押おさえていた。しみじみと、なんで俺おれこいつの親友やってるんだろう、と自問しながら。

　気が済んだのか、篁は涼しい顔をして燎琉を見やった。

「結論から教えろ。原因はなにか」

　篁の目には、確信があった。燎琉は知っているはずだ。

　冥めい府ふのものは、人界に起こるすべての事件を把は握あくしている。ただ、それに干かん渉しようすることを許されないのだ。しかし、例外はある。

　そもそも篁が閻羅王らの指示のもと、冥めい官かんとして悪あつ鬼き怨おん霊りようを狩かるのは、それらが奪うばう人命の中にはいまだ鬼き籍せきに入る予定のないものが含まれていたりして、冥界の秩ちつ序じよを乱すためだ。そしてこれは、死霊にもいえることなのである。死したのちに冥府へ向かわず、人界にとどまってしまったものは、いつか正気を失い、生者に禍わざわいをなす。ゆえに、篁はそれらを狩かるのだ。

「……篁」

　しばしの思案ののち、燎琉は篁の名を呼び、ついてくるよう促うながした。

　ふたりが出ていってしまうと、執しつ務む室しつには融と閻羅王だけが残された。

　閻羅王は、何かをしたためているらしく、紙の上を筆がすべるかすかな音だけがする。

　沈ちん黙もくが落ちた。長なが椅い子すに座っている融には、居い心ごこ地ちの悪いことこの上ない。

　相手は冥めい府ふの王。遅かれ早かれいずれは融も世話になる相手である。ここで悪印象を持たれるのはまずい。いざというとき「地じ獄ごく行き決定」などという決裁を下されそうな気がする。

　しかし、だからといって愛想よく話しかけるのも、どうかと思う。神族相手に気やすい態度をとったりしたら、無礼者ということになるのではないだろうか。

　太子の燎琉がああいう性格で親しみやすいぶん、威い厳げんのかたまりのような閻羅王はいっそう畏おそれおおい。

　融はそっと深呼吸した。

　気まずい。

　誰だれか来て、この場の雰ふん囲い気きを変えてくれないものだろうか。







　融の切なる願いは、天に通じたようだった。

　執務室の扉とびらを二回、たたく音がした。それから元気なこどもの声が響ひびく。

「父上、入ります」

　返事を待たずに扉を開けて姿を現したのは、たしか閻羅王の子で燎琉の弟、だった。

　名を陸くが幹みといったはずだ。

　融はとりあえずほっとした。知っている顔だ。

　しかし、陸幹のほうは、融のことを瞬まばたきひとつしないでじっと見つめ、それから目を丸くした。

「あっ、篁の幼なじみ」

　ご丁てい寧ねいに指までさして、陸幹は精せい一いつ杯ぱい驚おどろきを表現している。融はがくりと肩かたを落とした。

　篁の幼なじみ。

　いや、たしかにそれはまごうことなき事実だ。この冥府では「篁の」という枕まくら詞ことばつきでしか融は認識されていない。それもちゃんとわかっている。

　だがせめて、一度来たんだから名前のひとつも覚えておいてもらえると、嬉うれしかった。

　そういえば、一番最初に融はこの少年に蹴け倒たおされ、ふんじばられたのだ。身軽で機き敏びんで、年に似合わずかなり鍛きたえているらしく、動きに無む駄だがひとつもなかった。こどもと侮あなどって痛い目を見てしまった融なのである。

「────陸幹」

　それまで沈ちん黙もくしていた閻羅王が、重々しく口をひらいた。

「相手をしてやれ。どうも気き詰づまりでいるようだ」

　厳おごそかに言いながら融を目で示す。陸幹は素直にうなずいた。

「はい。じゃ、向こうにいこう」

　とてとてと駆かけ寄ってきて融の衣の袖そでをつかみ、急せかしてひっぱる。

　融は慌あわてて立ちあがると、閻羅王にぺこりと一礼した。見み抜ぬかれていたのか。自分もまだまだだ、とこういうときに痛感する。

　そして陸幹と融が出ていくと、閻羅王はやれやれ、と言いたげな顔をして、大きなため息をついたのだった。







　陸幹につれられて融が案内されたのは、この間と同じ部へ屋やだった。

「お茶は兄上のほうがおいしく煎いれるんだけど」

　そう言いながら律りち儀ぎに茶器を持ってきて、融の前に置いてくれる。

「ありがとう」

　礼を言うと、陸幹はうん、と素直にそれを受けて、自分は窓際の長なが椅い子すにひょいと腰こしを下ろした。

「篁は？　……ええと」

　記き憶おくの隅すみから融の名前を懸けん命めいにたぐっているらしい陸幹に、器を口に運びながら融は諦あきらめ半分で教えてやった。

「融だ。橘融」

「ああ、そうそう、融だ」

　陸幹は嬉うれしそうに笑った。あんまり嬉しそうだったから、まぁいいかと思えてしまう。

　俺おれなにやってるんだろうなぁ。篁は燎琉殿とどこかに行ってしまって、陸幹と顔を突き合わせてのんきに茶なぞをいただいている。

　つらつらと思案していた融は、陸幹がじっと自分を凝ぎよう視ししていることに気がついた。

「？　なんだ？」

　陸幹は首を傾かしげて、真しん剣けんな面持ちで言った。

「そうか、おまえ『橘』なのか」

　橘、と、やけに重い響ひびきがこめられている気がして、融は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「それが、なにかあるのか？」

「だって、おまえが篁の『橘』なんだろう？」

「……どういう意味だ？」

　お互たがいに疑問符ふを投げかける。融には陸幹の言葉の意味がわからない。

　閻羅王の息むす子こは、幼い形であってもやはり超ちよう越えつしているものを持っているようだった。

「形かた代しろ。禍わざわいをぜんぶ引き受ける。それで命を縮める」

　でも普ふ通つうは、そのぶんの生命力というものをちゃんと返してもらえるはずだけど、おまえの場合はなんだかちがうみたいだ。

　陸幹は首を捻ひねった。

「あれ、おかしいな。おまえ、『橘』なのに、らしくない。べつのものに見える……」

　不ふ鮮せん明めいな物言いをされて、融はさっぱり意味がつかめない。

　融はしかたなく問いかけた。

「陸幹殿どの、それはいったい……」

「殿はいらない。陸幹でいい。でも、俺はおまえよりかずうっと長く生きてるんだから、それをふまえて発言するように」

　外見と実年ねん齢れいはちがうのだと、言いたいようだ。

　了りよう解かいの意を示して、融は再度口を開いた。

「では陸幹、おまえの言ってることはいまいちわからないぞ。そもそも『橘』というのは……」

「だから形代。篁の『橘』なら、おまえが篁の身代わりで、篁が命の危ういほどの呪じゆ力りよくにさらされたとき、おまえがそれを全部受けるんだ」
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　陸幹は頭を抱かかえて思い出そうと躍やつ起きになった。

「ええと、たしか人界の今の天子にも『橘』がそばにあって、それでやり過ごしてるんじゃなかったかな。后きさきがたしか、『橘』だったはず……」

　しかし、融は陸幹の言葉を最後まで聞いていなかった。

　篁の、言葉。

　橘、と。温うん明めい殿でんに落らく雷らいがあったとき、茫ぼう然ぜんと篁はつぶやいた。賢かしこ所どころには『橘』典ないし侍のかみがいた。彼はおそらく、あの瞬しゆん間かんに、すでに帝みかどを襲おそう呪じゆ咀そを感じ取っていた。そして、嘉智子の病がなにゆえなのかを察したのだ。

　さらに、篁は融に対し、頑かたくなに言っていた。首を突つっ込むな、関かかわるな、と。

　あれはすべて、『橘』の血ゆえの言動だったのか。

　篁は悪あつ鬼き怨おん霊りよう、妖よう魔ま異い形ぎようと対たい峙じすることが多い。そのぶん妖気や毒気にさらされる。そばにいれば、融がそれらを受けることになると、そういうことだったのか。

「……そうだったのか」

　では、融はどうすればいいのだろう。

　そばにあって、なんらかの手助けができればいいと、思っていた。足手まといにならないように、役に立てはしないかと。

　今までずっと、ひとりで平安の都みやこを、人々を魔物から守ってきた幼なじみの力になれたら、と。

　だが、篁は常に助力を申し出てもそれを突っぱねる。足手まといだ、邪じや魔まだ、関わるな、手を出すな。ありとあらゆる言葉を駆く使しして、融を引き下がらせようと躍起になっていた。

　だが、最終的に融が自分の意志を押おし切ると、なんだかんだと言いながらも、篁は必死に融を守ろうとする。偉えらそうな態度を取って、尊大な口調で、冷たいふりをしながらも。

　自分の考えは、ただのわがままなのだろうか。自己満足なのだろうか。…そうかもしれない。

　考えれば考えるほど落ち込んでいく融の耳に、そのとき優しい声が届いた。

「いいや、おまえは篁のそばにいたほうが良いんだよ」

　顔をあげてみれば、燎琉が扉とびらを閉めかけているところだった。彼は融に穏おだやかに笑いかける。

「考えてみるといい。篁はあの性格だから、絶対に自分ひとりでやってのけようとするだろう？　そうすると無む謀ぼう極まりない行動を起こしたりするわけだ。そして窮きゆう地ちに陥おちいって、へたをすると命の危険にさらされる」

　だから、そうならないために、誰だれかが篁のそばにいて、彼をつなぎ留めておく必要があるんだよ。

「やつあたりはそのおまけだから、甘あまんじて受けておあげ。大だい丈じよう夫ぶ、おまえは『橘』の血の宿命の範はん疇ちゆう外だから」

「え？」

「形かた代しろにはならない。篁の危き惧ぐは杞き憂ゆうなんだ」

　真しん剣けんな面持ちで断言して、それから燎琉はいつものようにほけほけと笑った。

　それまで坂を転がるようにずんずんと落ち込んでいた融は、一気に浮ふ上じようした。

　そうか、俺は『橘』でも、そんな大変な宿命を持っていないのか。そうだよな、帝みかどのそばにいるわけでもないし、そういえばさっき陸幹も「らしくない」と言っていたではないか。

　とりあえずある程度復活した融に、燎琉は頃ころ合あいを見計らって告げた。

「さて、篁が待っている。遅おそくなると雷かみなりが落ちるから、いこう」
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　ときは、少しさかのぼる。

　燎琉につれられて別室に赴おもむいた篁は、勧すすめられた席にも着かずに閻羅王太子をねめつけた。

　対する燎琉の表情も、厳しいものになっている。

　先に口を開いたのは燎琉のほうだった。

「……まず、現在内だい裏りを覆おおっている霧きりの正体だが、お前の見立ては正しい」

「やはり」

　篁は、口元に指を当てて軽く唇くちびるを嚙かんだ。

　悪あつ鬼き朱しゆ焰えん。あの鬼おには、皇こう家けを滅ほろぼさんと欲している。あれほどの妖よう気きの主が呪じゆ咀そを行なえば、『橘』に守られた帝といえどもただではすまないだろう。

「怨おん念ねんの霧きりを払はらうためには、やはり朱焰を倒たおすしか……」

　言いかけた篁を、燎琉がふいにさえぎった。

「ちがう」

「なにが」

　反射的に声を上げた篁に、燎琉は思いもよらなかったことを言った。

「これは朱焰の呪咀ではない。あの異い形ぎようは皇家を呪のろってはいるが、現在の目的は別の所にあるはずだ。しばらく皇家に手出しはしないはずだろう」

　剣けん吞のんな顔をする篁に、燎琉は苦笑した。

「これは十中八九まちがいない、信じていい」

「じゃあ、いったいなにものが帝に呪咀をかけたんだ」

　たたみかける篁を、燎琉は片手を挙げて制した。

「その前に、おまえに聞きたい。篁、なぜ禁きん鬼きを使わない？」

　たしかに、禁鬼の詳しよう細さいをちゃんと伝えていなかったことは認めよう。だが、おまえは一度ならず禁鬼に守られている。そして、あれが自分のものであり、命じれば意のままに動くことを知っているはずだ。

　押おし黙だまる篁に、燎琉はつづけた。

「言っただろう？　おまえはたしかに異形を倒す力を持っている。だが、我が身を顧かえりみることがほとんどないと。禁きん鬼きはおまえを守るために在る」

「……だがそれは、奴やつらの意志ではない」

　低く、篁はつぶやいた。

「禁鬼が何人いるのか、俺おれは知らない。そして禁鬼とやらはあんたたちが勝手に俺おれにつけたものだろう」

　覚えているのは、燃えあがる炎ほのおと、金色の髪かみ。

　絶体絶命の窮きゆう地ちだった。異い貌ぼうの鬼・朱焰の振ふりかざした妖よう刀とうは、自分と、自分をかばって動こうとしない融の命を断つはずだったのだ。

　それを阻はばみ、朱焰を退けたのは、閻羅王の遣つかわした「禁鬼」。

　融を巻き込んだ。下手へたをすれば命を落としていた。

　それでも融は、今も変わらずに接してくる。変わらずに、自分を助けようと、してくれる。

　大事なものを傷つけるのはごめんだ。

　そして、相手が「鬼」であっても、意志を持っている以上、情が移ることもあるかもしれない。そうなれば、割り切ることはできなくなる。

　これは「守り手」だと。自分のために傷つくこともあって当然なのだと。思えなくなるときが、きっとくる、

「燎琉。おまえ相手に飾かざったってしようがないから言うけどな。俺は俺が自分のために傷つく分には気にならないが、他ほかの誰だれかが俺のために傷つくのは我が慢まんがならないんだ」

　なぜならば、自分の無力を感じてしまうから。非力だということを思い知って、打ちのめされてしまうからだ。

「今までもひとりでなんとかやってきた。だから、これからもそれでいい」

　これ以上は話す必要はないと、篁は話題を打ち切る。

　篁の口上を黙だまって聞いていた燎琉は、ややおいて静かに言った。

「篁」

　呼ばれた当人は、視線だけを向けてくる。燎琉はすこし首を傾かたむけて、軽く目を細めた。

「おまえはもっと、人に頼たよることを覚えたほうがいい。すべてをひとりで背負おうとすれば、いつか自分が押おしつぶされてしまうよ」

　篁の返答はない。

　燎琉は嘆たん息そくし、きびすを返した。

「融を呼んでこよう」

　篁がなんと言おうと、融本人は渦か中ちゆうに在ることを望んでいるのだ。それを無視することはできない。

　廊ろう下かの途と中ちゆうで足を止め、燎琉は肩かたをすくめた。

「やれやれ。本当に、救いようがないほど強情だ」

　あれでは禁鬼たちも、さぞかしやりにくかろう。

「……篁が呼ぶまで、手を貸さないほうが無難だろうな」

　その言葉に応じるように、微かすかに動くいくつかの気配があった。

　燎琉は苦笑して、融のもとに向かった。
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　燎琉に伴われて、融と陸幹がその部屋に入ると、不ふ機き嫌げん率最高潮の篁が、行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを組んで椅い子すにふんぞり返っていた。とどめとばかりに腕うでまで組んで、態度からしてはすに構えている。

　いったい何があったのだろうと、融は前にいる燎琉の背中をまじまじと眺ながめた。余談だが、自分より長身の相手というものがあまりいないので、相手を見あげるという滅めつ多たにない体験かできて、新しん鮮せんな気分がする。

「その席に座りなさい。見せたいものがある」

　燎琉が示したのは篁の隣となりの席で、融は言われたとおりにした。

　卓たく上じようには、大きな丸い水すい盤ばんがあって、透すき通ったそれには水がなみなみと注がれている。

　陸幹が燎琉の隣に立って、兄のすることを興味深い目で見守る中、燎琉は水盤の表面に右手をかざした。

　水面が揺ゆらめき、いくつもの波は紋もんが生じる。燎琉の掌てのひらから、見えない力が発せられているのがそれでわかった。

　やがて、波紋がゆっくり消えていくと、見たこともないものが水面に映し出されていた。

　それは、おぞましい姿をしていた。

　だが、まるで霧きりのようにはっきりした形を持っていない。黒く焦こげたような肌はだはところどころずるりと剝むけ、ぶらさがって引きずられている。

　両手の先の爪つめは異様に長く鋭するどい。耳はとがり、髪かみのようなものが頭部を覆おおっている。髪のような、というのは、まるでそれが生きているかのようにゆらゆらと動いていたからだ。

　眼がん窩かに瞳ひとみはなく、ぽっかりと穴があいている。なのに、暗い光が奥おくのほうで灯っていた。

　それは、動くたびにざわざわと音をたてた。放たれる瘴しよう気きが周囲の草を見る見るうちに枯かれさせていく。それの踏ふみしだいたあとには、不自然に焦げたような地肌が露ろ出しゆつして、しゅうしゅうと白い煙けむりをあげた。

「………これ…は……」

　それきり融は言葉を失う。

　なんだろう、これは。こんなものが、いるのか。

　水面に映る光景は、融の想像を超こえていた。

　それが鋭い爪を水面に向かって突つき出してくる。

　融は思わず身を引いた。だが、これはただの映像なのだと思い出し、ほっと胸を撫なで下ろす。こんなものを眼前にしたら、迷わず回れ右をしてとっとと退散したい。

「いま内だい裏りを覆おおっている霧の正体は、この『神』が放った呪じゆ咀そによるものだ」

「そうか、なるほど」

　燎琉の言葉に、篁がごく当然の顔をして応じた。融もそれにならって平然と「へえ、そうなんだ」と聞き流しかけ、──音をたてて固まった。

　のろのろと首をめぐらせて、融は燎琉を見あげた。

「……神？」

　信じられない思いで聞きかえす。燎琉ははっきりとうなずいた。

「これは、『神』なんだよ」
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　二十五年前のことだ。

　当時、桓かん武む帝ていは遷せん都とのための造営を急がせていた。

　井いの上え皇こう后ごうと他おさ戸べ王、そして実弟早さわ良ら親しん王のうの怨おん霊りように悩まされていた桓武帝は、一刻も早くそれらから逃のがれ平へい穏おんを手に入れたかったのだ。

　彼の選んだ平安京は、四神に守られた理想的な立地条件を持っていた。都みやことしても今までで一番の面積を誇ほこっている。きっと華か麗れいで美しく、繁はん栄えいの象しよう徴ちようとなるであろうと、誰だれもが思っていた。ところが。

「この地には、太古より根づいた『神』が眠ねむっていたんだよ」

『神』は、都の造営によって永い眠りより覚まされた。運悪く、内だい裏りの、現在の紫し宸しん殿でんにあたる場所に、『神』は眠っていたのだ。

　眠りを妨さまたげられた『神』は怒いかり狂くるった。ことあるごとに地じ震しんが起こり礎いしずえが崩くずれる。立てられた柱に雷かみなりがつき刺ささり炎えん上じようする。

　眠りを妨げたものが天あま照てらす大おお御み神かみの子孫であるということも、『神』の怒りに拍はく車しやをかけたのだ。

「……地ち祇ぎは天神を毛け嫌ぎらいしているからな」

「追い出された側としては、思うところがあるだろうからね」

　篁が口を挟はさむと、燎琉はしみじみと同意した。

　国くに譲ゆずりの神話というものがある。

　高たか天まが原はらから降りてきた天孫瓊に瓊に杵ぎの尊みことが、紆う余よ曲きよく折せつを経て国くに津つ神かみの大おお国くに主ぬしの神かみから倭やまとを譲り受けるのだ。だが、それはあくまでも皇こう家けの側から見た美しい神話であって、実際は凄すさまじい戦乱の歴史であるという。

「人の目から見るとそうなるな。だが、この『神』はそのとき大国主に随したがって天あま津つ神かみを退けようとしていたんだ」

　だが、大国主神は敗れ、葦あし原はらの中なかつ国くに──倭を瓊瓊杵尊にあけわたす。それに伴い、大国主神にくみしていたこの『神』は、逃のがれ落ちて眠りについたのだった。

「負けたから寝ね場所を変えたのに、おとなしく寝ていたところを起こされたんだから、まぁ怒おこるだろうね」

　人界の壮そう大だいな神代の歴史も、燎琉にかかるとこのひとことで収まってしまうようだ。感覚が違ちがうのだろう。

「さて、話を戻もどそう」

「先に脱だつ線せんしたのはおまえだぞ」

　篁の言葉を笑顔で黙もく殺さつし、燎琉は水面に目を落とす。

「当時の現あら人ひと神がみたるべき桓武帝ていは偉い大だいな先導者ではあったが、天あま照てらす大おお御み神かみの奇くし御み霊たまを受け継ついではいなかった。ゆえに彼は井上らの怨おん霊りようを恐おそれた」

　当代の帝みかどに『神』を退ける力はない。『神』の脅きよう威いはますます強まっていく。やがて民にもその被ひ害がいが出始めた。

「ゆえに──神野が、起たった」

　新都に移り住み始めた無力な民。彼らにも『神』の災さい厄やくが降りかかった。

　原因不明の病が広がり、異い形ぎようが群れを成して、いたるところに出しゆつ没ぼつする。人々の心は荒すさみ、物取りや野や盗とうが横行した。

　すべては、『神』の怒いかりに触ふれたため。

「怨霊や妖あやかしとちがって、神は祟たたる」

　それでもって力を誇こ示じし、絶対の服従を強要するのだ。

「神野は『神』を艮うしとらの方角に追い込んでいった」

　記き紀きの時代から聖地とされていた、比ひ叡えい山ざんのほうへ。そして、比叡山の持つ霊れい気きを借りて、『神』の荒あら魂みたまを鎮しずめ、塚つかをもって封ふうじたのである。

　さらに神野は、おのが霊力を駆く使しして都みやこにはびこる瘴しよう気きを一いつ掃そうし、徘はい徊かいしていた四体の異形を、四神の名のもとに四方に封じた。『神』を鎮める際に神力のほとんどを使い果していたために、倒たおすことはかなわなかったのである。

　そして、平安京の造営はつつがなく進み、七九四年、遷せん都とが行なわれたのだ。

「これはそのときの映像だよ、神野の視点で見ている」

　水面の画えでは、『神』が見えない力で押おさえこまれ、激しくもがいている。やがておぞまましい姿の『神』は、光に包まれ縮んでいき、地中に吸い込まれるようにして消えた。

　その場所に、石の塚が置かれた。小さな手が塚を据すえて、何か術を施ほどこすように合わせられる。

「それから十六年ののち、薬くす子この変が起こる」

　融ははっとした。

　そういえば、薬子の変を起こすにいたった藤ふじ原わらの仲なか成なりと薬子兄妹には、それぞれに怨霊がとり憑ついていたという話を、つい先日聞いた。

「神野というのは、まさか」

　思わず声を上げた融に、篁が馬ば鹿かにしきった目を向ける。

「……融、おまえまさか、今の今まで『神野』がどの『神野』か気づかなかったのか？」

「……うっ」

　篁の言葉は、融の胸に見えない槍やりとなってぐさりとつき刺ささった。

「井上と他戸を、仇あだし野のに封じて眠りにつかせたのが『神野』だと、俺は何度も言ったはずだが？　忘れていたのか、ほほう、そうか」

　篁の冷めた目ととげとげした口調がとても痛い。しかし事実なので反論することもできず、融は甘あまんじて篁の口こう撃げきを受けている。

　融にとって非常に痛い状じよう況きようを、打破してくれたのは燎琉だった。

「篁、だからやつあたりはやめなさい。いったいいつになったら、その性格の悪さは改善されるんだろうね」

　呆あきれた口調にため息が交じる。篁ははすに構えて目をすがめた。

「燎琉、無む駄だ口ぐちをたたいていないでとっとと続けろ」

「はいはい」

　困ったものだ、と言外に伝えつつ、燎琉は話を戻もどした。

「仲成、薬子に憑ひよう依いした怨おん霊りよう二名を鎮しずめるために出てくるまで、神野は沈ちん黙もくを守っていた。そしてそれ以降も、姿を見せていない」

　なぜならば、神野が封ふうじた『神』が、『祟たたり神』に堕おちてしまったからだ。もともとの荒あら魂みたまに、怒いかりと恨うらみが加わったがゆえに闇やみに染まった『神』。

　神野はそれを察していた。

　へたに動いて姿を見せれば、『祟り神』の怨えん嗟さは封印を越こえて神野にのびてくる。それを回かい避ひするために、神野は姿を隠かくしたのだ。

　封ふうじを破られた『祟り神』は神野を捜さがしている。だが、怨嗟を受けるべき神野がいない。

「だから、神野の代わりに、倭やまとを統すべる瓊に瓊に杵ぎの尊みことの血統を、帝みかどを呪じゆ咀そしているのか……」

　融の独白に、篁と燎琉は意味ありげな顔をして互たがいに視線を交わした。

　そのとき、水面に人ひと影かげが映った。それまでずっと神野の視点から見ていた映像が、切り替かわったらしい。

　水面が揺ゆれる。映像が朧おぼろにくすんでいく。やがてすべての画えが消える間際、融は神野の姿を一いつ瞬しゆんだけ視界にとらえた。

「……こども……？」

　みずらに結ゆった髪かみ。小さな肢し体たい。すぐに消えてしまったため、相好の判別はつかなかったが、たしかにあれは子どもだった。

　あんな子どもが、あの凄すさまじい荒魂を鎮しずめたのか。

　感かん嘆たんしている融を横目に見ながら、篁はさっさと立ちあがった。

　ときは一刻を争うのだ。敵の正体がつかめた以上、長居は無用だ。

　身を翻ひるがえした篁に気づき、融は慌あわててそのあとを追っていく。

「篁、待てよ」

　出ていきかけて気づき、融はいちど燎琉たちを顧かえりみ、すまなそうに頭を下げた。

「お騒さわがせしました」

「またおいで」

　にこりと微笑ほほえむ燎琉の横で、陸幹がひらひらと手を振ふっている。

　融はほっと表情を崩くずして、足早に離はなれていく篁のもとに駆かけていった。
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　ふたりの背を見送りながら、陸幹は長身の兄の袖そでをひっぱった。

「兄上」

「ん？」

　燎琉は首を傾かたむけて弟を見おろす。陸幹は瞬まばたきをひとつした。

「我々は人界に干かん渉しようしてはならないのではなかったのですか？」

　冥めい府ふの王族は凄まじい霊れい力りよくを持っている。それを駆く使しすればどんなことでもできるだろう。

　燎琉はうなずいた。

「へたに介かい在ざいしては、人界の歴史を大きく歪ゆがめることになりかねないからね」

「ではなぜ、篁はいいのですか？」

　この質問には虚きよをつかれたようだった。目を瞠みはる兄に、陸幹は重ねて尋たずねた。

「冥官に任じて、私たちのやれないことをやらせているわけでしょう？　それは許されないことなのではないのですか？」

　その言い分に燎琉は軽く苦笑して、陸幹の頭をひとつ撫なでた。燎琉の青みがかった髪とは違ちがい、陸幹の髪かみはくすんだ銀色をしている。母方の血を色いろ濃こく受けたゆえだ。

　見あげてくる大きな目に、真しん摯しな眼まな差ざしを返す。

「……おまえもだんだんあれに似てきたね。血は争えないようだ」

　銀色の髪は、陸幹だけのものではないのだ。

　もうひとつ、と陸幹は言い募つのった。

「融が篁のそばにいることは、融自身の命を危うくします。呪じゆ咀そをもろにかぶって冥めい界かいの門をくぐることになりかねません」

「そうなったら、理ことわりを曲げて、篁が連れ帰るだろう。あれは門をくぐるものの是ぜ非ひを問う裁定の任にある」

　それが世の摂せつ理りとかけ離はなれていても、篁はそうするだろう。どれほどの責めを負ったとしても。

　それに、と燎琉は見えなくなったふたりの背を追う。

「どのみちそれはありえない。融の持つ星宿は、血の役目などはるかに凌りよう駕がする」

　でも、すこし出すぎた真ま似ねをしてしまったから、しばらく人界に降りるのは控ひかえないと、父上に小言を言われるかなぁ……。

　独り言のようにつぶやく燎琉を、陸幹は納なつ得とくできない顔で見あげていた。
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　堂から出ると、夜はすでに明けていた。

　雨も止み、すがすがしい暁ぎよう光こうが境内を照らしている。

　白馬はつながれた門下で、おとなしく待っていた。

「待たせて悪かったな、行こうか」

　あとを追ってきた融をきっぱり無視して、篁は馬の手た綱づなをほどくと門を開けた。

「だからその馬は俺おれのだっ」

　声を荒あらげる融を、しかし篁は一いつ顧こだにしない。さしもの融も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「篁！」

　怒ど号ごうをあげる。すると篁は、ようやく振ふり向いて融をひたと見み据すえた。

　まっすぐで、強い瞳ひとみだった。この瞳で見られると、融はどうしても強く出られなくなる。だが、ここで負けるわけにはいかないのだ。

　息を整えて、融は口を開いた。

「どこに行くんだ」

「艮うしとらの方角。──『祟たたり神』の塚つか」

　あっさり返答があって、融は一いつ瞬しゆん言葉につまった。そこに、篁は畳たたみ掛かけるようにして言葉をついだ。

「この馬を連れているのは、どこであろうと京から遠かろうと踏ふんだからだ。『封ふうじ』というのは人里離はなれているものだからな。事態が終息したらちゃんと返す」

「そうか」

　珍めずらしく饒じよう舌ぜつな篁に融は相あい槌づちを打ってしまった。

「そういうことだ。納なつ得とくしたな？」

「うん、それはわかった」

　篁は、天女のごときと称しようされる微び笑しようを、その端たん正せいな顔にのせた。

「じゃあ、おまえとっとと帰れ」

「…………」

「答えてやっただけありがたく思え」

　天女の微笑がじりじりと凄せい絶ぜつな笑いに豹ひよう変へんしていく。発せられる気配までがどろどろしたものに変わっていくようだった。

「だから…っ」

　融が負けじと声を張りあげた、ときだった。

　大地が、大きく振しん動どうした。ぐらぐらと揺ゆれて、地表がぐわりと波立つように震ふるえる。寺を取り囲む築つい地じ塀べいにいくつものひびが走って、瓦かわらがばらばらと降ってきた。

　立っていられないほどの激しい地震だった。融は大きくよろめいて片かた膝ひざをつく。

　篁もよろめいたが、なんとか持ちこたえた。大変だったのは馬で、怯おびえていななき、暴れだしそうになっているのを篁が必死で宥なだめている。

　そこに、突とつ風ぷうが吹ふきおろしてきた。生なま暖あたたかい、全身が総毛立つような気配を含ふくんだいやな風だった。

　弾はじかれたようにして風上を振ふり仰あおぎ、──篁は、見た。

　風上は、比ひ叡えい山ざんを望む艮うしとら。しかし霊れい山ざんは吹き上がる黒い瘴しよう気きによってその姿を隠かくされている。

　茫ぼう然ぜんとそれを見つめる融の耳に、不敵な声が届いた。

「……探す手間が省けたな」

　顧かえりみれば、馬を宥めすかした篁が、手た綱づなを引いて門を出ようとしているところだった。

　あの瘴気のもとを目指せば、自然『祟たたり神』の居場所に辿たどり着く。彼奴きやつは自らその存在を見せつけているのだ。招かれているとしか思えないではないか。

　しかし、寺を出た篁は愕がく然ぜんとして足を止めた。

「……しまった！」

　思いあたって、篁は舌打ちした。

　六りく道どうの辻つじを抜ぬけて、仇あだし野のにつながる路みち。

　そこに異い形ぎようが。数えきれないほどの異形が、路を埋うめつくすほどの勢いで、都の中心を目指していたのだ。

　徒ただ人びとの目には、その光景は映らない。だが、立ちのぼる妖よう気きが人体に害をなす。原因不明の奇き病びようとなって、人の心身を蝕むしばんでいくに違ちがいない。

　唇くちびるを嚙かむ篁の耳に、そのとき凄すさまじいうなり声がつき刺ささった。

「────────！」

　それは「声」であった。怒ど号ごうとも、叫さけびともつかない、いやもしかしたら言葉にすらならない、しかし確かに「声」だったのだ。

　空気をふるわせながら轟とどろいたその「声」は、雷らい鳴めいに変じて暗雲を呼んだ。

　天を覆おおった灰色の雲から放たれた漆しつ黒こくの稲いな妻ずまは四本。それは都みやこの四方に向けて打ちおろされたのだ。

　瘴気が、迸ほとばしって立ちのぼり、柱と化した。

「あれは……!?」

　融の声は、色を失っていた。篁は幼なじみをちらりと一いち瞥べつしたが、なにも言わなかった。

　見けん鬼きの才を持たない融だが、相手の妖気が桁けたちがいの場合は「見える」ことがある。そして、凄まじい力を持った妖あやかしに遭そう遇ぐうすると、しばらくの間だけ、異形を見る力が突とつ出しゆつすることがあるのだ。あるいは波長が合った場合。

　いずれにしろ、融にも見えるということは、大半の都みやこ人びとの目にも、この光景が映るということになる。

　立ち上った四方の柱。あれは、神野によって封ふうじられていた四体の妖が、『祟り神』によってその縛いましめを解かれたことに他ほかならなかった。

　路を埋めつくした異形の群れは、真っすぐ内だい裏りに向かっている。

　呪じゆ咀そを受けた帝みかどの神力は弱まっている。内裏を守る聖なる結界も、強度を落としているだろう。これほど膨ぼう大だいな数の妖が襲おそえば、持ち堪こたえることはできないかもしれない。

　急がなければ。

　篁は馬上にひらりと飛び乗った。手た綱づなを操り馬首を艮うしとらに向ける。

　瞬しゆん間かん、後ろに融がしがみついてきた。

「融！」

　どなりつけるが、それ以上の怒ど号ごうが返ってきた。

「いやだったら振ふり落とせ！」

　しかし、融は篁にがっちりつかまっている。これで振り落とそうとしたら、自分まで落馬することになる。

　篁は忌いま忌いましそうに唇を嚙んだ。

「もう知らん！」

　それを聞いて、融は内心で勝った、と思った。

　篁は白馬の横腹を蹴けった。馬はひと声いなないて、異い形ぎようを蹴散らしながら艮の瘴しよう気きめがけて駆かけだした。




　　　　五




　融の白馬は駿しゆん馬めだった。人がふたり乗っているとはいえ、長身の融に比べて篁は小こ柄がらだ。ふたりとも乗馬には心得があったので、たいして苦もなく瘴気に向かっていた。

　しかし、やはり簡単にはいかないものなのだ。

　手綱を操っていた篁は、前方に目を凝こらして剣けん吞のんに目を細めた。

「鬱うつ陶とうしい」

　忌ま忌ましそうにはき捨てて、弓ゆん手でをついと横にのばす。

　白銀の光が篁の手に集った。それは徐じよ々じよに細く長くなっていき、やがて弓を形成した。

　融は知っている。「破軍」という銘めいを持つ、破は魔まの神弓だ。

　前方に何があるのか。視線を向けた融は、ぎょっと目を剝むいた。

「た、篁っ」

　引きつった声をあげる融に、篁は冷たい。

「うるさい」

「でもっ！」

　あれは、と思わず指を差す。

　彼らの向かう道筋に、無数の異形が群れを成していたのだ。奴やつ等らは舌なめずりをしそうな様子で、篁と融を乗せた馬が来るのを待っている。

「融、持て！」

　ぐい、と手に手た綱づなを押おしつけられる。

　言われたとおりに融が手綱を握にぎると、篁はやおら片かた膝ひざをあげ、馬上に半立ちになった。

　全力で疾しつ走そうしている馬の背で立ち上がったばかりか、篁は絶ぜつ妙みように均きん衡こうを保って破軍を正面に据すえ、矢をつがえる仕草をした。

　きぃんと耳鳴りがした。見えない波動が集まっていくのがわかる。弦つるをつかんだ篁の指先に、白銀の光矢が生まれる。

　篁は異形の群れ目め掛がけて狙ねらいを定めると、弦を引き絞しぼった。

　距きよ離りはどんどん狭せばまっていく。融は思わず声をあげた。

「篁！」

　同時に、弓から矢が放たれた。

　光の軌き跡せきを描えがいた光矢は異い形ぎようにつき刺ささり、凄すさまじい衝しよう撃げきを伴って群れを両断した。

　閃せん光こうが迸ほとばしって爆ばく風ふうが起こった。直ちよく撃げきを免まぬがれた妖あやかしたちが、ことごとく吹ふき飛ばされていく。

　風が止んだあとには、ただの一匹ぴきの妖も残っていなかった。

　馬は、何もいなくなった路みちを颯さつ爽そうと駆かけ抜ぬけていく。

　破軍を納め、再び手綱を取った篁のうしろで、融は啞あ然ぜんとしていた。

　すごい……。

　ひたすら、すごい。あれほどの数の異形のものを、たった一矢で跡あと形かたもなく吹き飛ばしてしまったのだ。

　これが、「冥めい官かん」小野篁の、実力の一いつ端たんなのか。







　瘴しよう気きの柱は、淀よどんだ杜もりの奥おくから立ちのぼっていた。

　馬は杜を突つっ切り、やがて突とつ然ぜんひらけた場所に辿たどり着いた。

　焼け焦こげたような大地。露ろ出しゆつした地じ肌はだには草の一本も生えていない。

　中央に、ふたつに割れた石。瘴気の柱はそこから吹き出していた。

　篁は馬上から飛び降りた。いつのまにかその手には「破軍」がある。

　篁が離はなした手綱を捕つかまえて馬を止めた融は、馬首をめぐらせて息を飲んだ。

　破軍の矢先が、自分を向いている。

「た…っ」

　たんっと、矢が放たれた。軌き跡せきを描えがいて馬の前まえ脚あしのごく近くに突き立った矢は、次の瞬しゆん間かん光となって大きく広がり、融と馬を包みこんだ。

　融は瞬時に悟さとった。これは結界だ。

　慌あわてて馬から飛び降り、光の壁かべに体当たりをしてみる。しかし、壁はびくともせず、融は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　ここまできて、この仕打ちか。

「篁！　この馬ば鹿か野や郎ろう！」

　篁の気持ちは、わかる。「橘」である融を巻き込みたくないのだ。篁の傍かたわらにいれば、自然彼の受ける悪しき力は融の身に降りかかる。

　足手まといにはなりたくない。たったひとりで戦おうとする幼なじみの、力になりたい。そう願うことはいけないことか。自分はそれほど大望を抱いだいているのか。

「俺おれはっ、俺は自分で渦か中ちゆうに飛び込んでるんだぞ！　それを尊重しろっ、この頑がん固こ者もの！」

　融がどれほど叫さけんでも、篁は振ふり返らなかった。

　彼の目は、瘴しよう気きの立ち上るその場所にひたと据すえられていたのだ。

「……くる」

　目を細めて、破軍を構える。

　ざわざわと音をたてて、四方八方から異い形ぎようが集まってくるのがわかった。みな、この瘴気に呼び寄せられているのだ。

　そして──どろりと、塚つかの根元から黒いものが湧わきあがってきた。

　篁は、静かにつぶやいた。

「──『祟たたり神』か」

　まるで応じるように、どろどろとした固まりが大きく震ふるえる。

　そして。

　──神……野……！

　地の底から響ひびくような重く暝くらい声が、大気を震わせて木こ霊だました。







　澄すんだ音をたてて、光矢が『祟り神』に向けて飛ぶ。しかし、『祟り神』に届くまえに光は弱まり、どろりと溶とけるようにして霧む散さんした。

　篁はちっと舌打ちした。

　やはり、『神』なのだ。破軍の力は「破は魔ま」。光矢は効力をなくす。

　妖よう魔ま相手には絶大な力を発揮する「破軍」も、『祟り神』には通じない。

　ならば。

　篁は腰こしの太刀たちを引き抜ぬいた。神器名めい剣けん「狭さ霧ぎり丸まる」。退魔の通つう力りきを宿した小野家の至宝だ。

　切っ先を正面に据えると同時に、どろどろとした黒い触しよく手しゆがのびてきた。それを避よけ、刃やいばを一いつ閃せんさせる。

　触手が一いつ瞬しゆんで両断された。が、切断部はすぐさまつながり、元に戻もどってしまう。

「くそ……！」

　打つ手がない。闇やみに属する魔物であればいくらでも方法はある。最悪、霊れい力りよくの固まりを叩たたきつけて木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいてしまう、という手もあるのだ。最終手段として。

　だが、相手が『神』では。退魔も破魔も、通用するわけはない。

「燎琉の奴やつめ、どうして対策を教えようと思わないんだ」

　冥めい府ふの王族ともなれば、神族に列するはずだ。

　実際「閻羅王」は神として信しん仰こうを集めている。その後あと継つぎなのだから、いくらだってやりようを知っているだろう。

「すこしは自分でやってみろ！」

　それができないから自分が冥めい官かんに任じられたのだということを、篁は重々承知している。だが、どうしてもこういうときは毒づきたくなってしまうものだ。

『祟たたり神』は意味のわからないうめき声をあげながら、触手を振ふり回して何かを探しているようだった。

「……探している？」

　何を。

　答えは、『祟り神』がみずから発した。

　──神野ぉぉぉぉ！

　ぶわりと瘴しよう気きが吹ふきあがる。ついで、生なま暖あたたかい突とつ風ぷうが襲おそってきた。

　砂さ塵じんが舞まいあがり、目と口をかばって手をかざした。一いつ瞬しゆんの隙すきができた。

　──神野ぉぉぉ！

『祟り神』は、強い霊れい力りよくを持つものを探しているのだ。そして、篁の霊力は凄すさまじい。

　触手がのびてきて、篁の四し肢しに絡からみついた。

「しまった……！」

　歯は嚙がみしても、もう遅おそい。

　──神野ぉぉぉ！　神野ぉぉぉぉ！

　まるで木こ霊だまのように、『祟り神』はそれだけを繰くりかえす。

　そこにはもはや、神の矜きよう持じもなにも残っていない。あるものは、「怨えん嗟さ」。

　篁はかっとなって怒ど号ごうした。

「いつまでも昔のことなんて引きずるなっ、神ならちったぁ神らしくしやがれっ！」

　それまで、はらはらしながら篁を見守っていた融は、その叫さけびを聞いてがっくりと肩かたを落とした。

　この、絶体絶命というべき窮きゆう地ちにおいて、普ふ通つうだったらああいう台詞せりふは出てこない。賭かけてもいい。絶対に出てくるわけはないのだ。

　結けつ界かい壁へきにもたれかかって脱だつ力りよくしていた融だったが、すぐに立ち直って顔を上げた。

　この状じよう況きようにそぐわない台詞ではあったが、篁の言うことはもっともだ。神様なのだからもっと泰たい然ぜんと大らかに構えていたって罰ばちは当たらないはずだ。

　壁かべの向こうでは篁が、触手を引き剝はがそうともがいていた。

　触手はぎりぎりと篁の体を締しめあげてくる。そろそろ呼吸をするのが難しくなっていた。

　どれほどもがいても、どろりとした触手は離はなれない。奇き妙みように粘ねばついて、しかもそれが触ふれている部分から徐じよ々じよに力が奪うばわれていく。

　物理的な力だけではない、霊力や精神力といったものまで、削そぎ落とされていくかのようだ。

　触手がさらに締めつけを強くしてきた。右手首に重圧がかかって、太刀たちを持つ掌てに力が入らなくなる。

　音をたてて、狭さ霧ぎり丸まるが地に転がった。鋭えい利りな刀身が鈍にぶくきらめいて、存在を誇こ示じする。数匹ひきの妖あやかしが興味を持ったのか寄ってきてついと触ふれた。瞬しゆん間かん、その妖は悶もだえ苦しみ四散した。それきり何も近寄らない。

　篁は、締しめあげてくる触しよく手しゆに最後の抵てい抗こうを試みていた。押おさえつけられた四し肢しをなんとか動かそうともがく。しかし、もがけばもがくほど締め付けは強くなっていった。

　息がつまる。

「篁、篁！」

　融の叫さけびが響ひびいている。

　ここで自分が意識を手放したら、あの結界は消失する。そうなれば、ここに群がる異い形ぎようたちは、非力な人間と動物にいっせいに襲おそいかかるだろう。ただでさえ『祟たたり神』の荒あら魂みたまの影えい響きようを受けているのだ。抵てい抗こうする間もなく、引き裂さかれてしまう。

『神』に対抗する手段はないのか。なんでもいい、なにか手だては。

　せめて、融を守らなければ。

　──神野ぉぉぉ！

『祟り神』のうなりが轟とどろいた。遠くで、雷らい鳴めいが響ひびいた。

　その、刹せつ那な。

　脳裏に閃ひらめく、影かげがある。

　篁は目を見ひらいた。

　知らない。自分は何ひとつ知りはしない。どうして彼らが自分に従うのか、そのわけを。

　思い知らされるのだ。自分はどうしようもなく非力だと。だから、他ほかの誰だれかをどうしても守れないときがくる。ひとりきりでは駄だ目めだと痛感するときが、くる。

　──おまえはもうすこし、人に頼たよることを覚えたほうがいい

　燎琉の言葉が、耳の奥おくで木こ霊だました。

「篁ーっ！」

　融が絶ぜつ叫きようする。そして、霞かすみがかった視界を掠かすめた、金色の────。

「……し…ん……」

　締めあげられた喉のどの奥おくで、声が絡からまる。

　ひくりと息を飲んで、篁は振り絞しぼるようにその名を呼んだ。

「雷信────！」




　　　　◆◇◆




　視界が、白く染まった。

　凄すさまじい轟ごう音おんが、風を切り裂さいて地を揺ゆるがした。

　目も眩くらむような白銀の閃せん光こうが、数条の槍やりとなって『祟たたり神』に突つき刺ささる。

　数刻遅おくれて響ひびき渡る重厚な音。そして、何かを打ちあわせるような響き。

　篁を束そく縛ばくしていた触しよく手しゆが、白銀の閃光で焼き払はらわれた。

　新たに飛来した稲いな妻ずまが彼の周囲に突き刺さり、光が横に走って枠わくのように取り囲む。

　無数の異い形ぎようが飛び掛かかってきたが、それらは一いつ瞬しゆんで稲妻の餌え食じきとなった。

　結界、なのだ。

　解放された篁は、一度に大量の空気が胸に入ってきたせいで大きく咳せきこんだ。喉のどの奥おくが焼けつくように熱い。内臓が傷ついたのか、すこし鉄の味がした。

　乱れた呼吸を懸けん命めいに整えながら顔をあげると、風にひるがえる金色の長い髪かみが見えた。

　稲妻の色をした衣をまとい、金色の髪を風に流しながら、その鬼おには篁をかばうように背を向けて、『祟たたり神』に毅き然ぜんと対たい峙じしていた。

　──おおおぉぉぉぉ！

『祟り神』の雄お叫たけびが轟とどろいた。それだけで周囲の異形が吹ふき飛ばされる。木々が薙なぎ倒たおされ、粉ふん塵じんが立ちのぼり、囂ごう々ごうと音をたてて凄まじい風が吹き抜ぬけていった。

　しかし、稲妻の結界はびくともしない。

『祟り神』は幾いく本ほんもの触しよく手しゆをのばして結界を破ろうと試みた。彼奴にとって、この内側にいるものは神野にくみする憎にくき敵なのだ。生かしておくわけにはいかない。

『祟り神』の触手は、融にも及ぼうとしていた。篁の張り巡めぐらせた守りの壁かべは、わずかに弱まっている。あの凄せい絶ぜつな暝くらい神気の前では、薄はく氷ひようにも等しい。

「融…っ」

　咳きこみながらも篁は立ちあがる。そんな篁を、雷信が制した。

「お任せを」

　言葉すくなに告げると、禁きん鬼き雷信は右手を天にかかげた。

　迸ほとばしる霊れい気き。天が呼応し、うち震ふるえるのがわかった。

「──雷らい帝てい！」

　号すると、いくつもの稲いな妻ずまが絡からまりあいながら『祟り神』めがけて天から降りてくる。

　雷いかずちの直ちよく撃げきを受けた『祟り神』は、わずかに怯ひるんだようだった。

『神』であるがゆえに、雷信の呼ぶ『雷帝』の剣つるぎは必要以上に脅きよう威いであるのだ。

　──おおおぉぉぉ！

『祟り神』は猛たけり狂くるった。激しい通つう力りきが爆ばく発はつしかけ、──不意にやんだ。

「……なんだ？」

　光の壁に守られた融は、『祟り神』の意識が突とつ然ぜん別方向を向いたように感じて訝いぶかしんだ。

　融の感じたとおりだった。それまで篁に対し激しくも凄すさまじい怒いかりを見せていた『祟り神』は、突とつ如じよとしてその怒りの矛ほこ先さきを変えた。

　ざわりと、霧きりのようなどろどろとした『神』の全身が揺ゆれた。

　──……の……

　次いで、堕おちた『神』は絶ぜつ叫きようした。

　──神野ぉぉぉぉぉぉ！

　おぞましい『祟り神』の体が大きくたわんで、それから弾はじかれたように飛びあがった。
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　杜もりを切り裂さくように突とつ進しんしていく『神』の通ったあとには、薙なぎ倒され焦こげたように煙けむりをあげる木々が残る。

　ぱしりと音を立てて、雷信の稲いな妻ずまが消えた。はっとして視線をめぐらせれば、あれほど群がっていた妖あやかしの姿が一匹ぴきもない。みな、『祟たたり神』の怒ど号ごうに吹ふき飛ばされてしまったようだった。

「奴やつは……どこに……」

　言い止さして、篁は落雷を受けたような衝しよう撃げきを感じた。

『祟り神』は、捜さがしていた。己おのれを封ふうじ込めた、神野を。

　あれほどに怒り狂くるい、止とどめを刺さそうとしていた篁を途と中ちゆうで放り出し、凄まじい速さで動きだした。それは取りもなおさず、捜し求めていた怨おん敵てきを見つけたからに他ほかならない。

　彼奴が向かったさきには内だい裏りがある。あの神気の前では、内裏を囲む守りの壁などないに等しい。

　行かなければ。

　そう思い、しかし別の事実にも突つき当たって、篁は動けなくなった。

　都みやこに群がる、異い形ぎようの群れ。都の四方から吹ふき上がる瘴しよう気きの柱が集めたそれらは、人々に災さい厄やくを振ふり撒まくのだ。

　そして何よりも、封ふうじの消えた四体の妖。『祟り神』に従う、凄すさまじい妖よう力りよくを持った魔ま物ものたち。

　それらすべてを倒たおさなければならない。だが、それをしている間にも『祟り神』は呪じゆ咀そを強めていく。

　どうすれば。どちらを優先させればよいのだろうか。内裏か、都か──。

「内裏へ向かうべきでしょう」

　篁の心の声を聞き付けたかのように、雷信は静かに進言してきた。篁は、仮面に隠かくれた鬼おにの瞳ひとみを反射的ににらみつける。

　白い鬼は、続けた。

「あなたは命じればよいのです。そうすれば、我々はそれに従いましょう」

　さわりと、篁の周囲で風が動いた。否いな、風ではない。いくつかの気配だ。

　それらは待っているのだ。篁が呼ぶのを。篁が、命をくだすのを。

　さぁ、と雷信は再び促うながしてくる。同時に風がそよいだ。

「………四神の封じを……解かれた異形を……」

　篁は雷信を見み据すえて、圧おし殺した声で告げた。

「……異形を…倒せ……！」

　雷信の口元に、淡あわい笑みが宿った。

　それは、篁の見る、この禁きん鬼きの初めての感情のあらわれだった。

「──御ぎよ意い」

　一礼し、雷信は衣を翻ひるがえした。

「命はくだされた。出でよ」

　四つの風が、呼応した。

　雷信の金きん髪ぱつが大きくたなびく。

「東方を万ばん里り」

　竜たつ巻まきの中から颯さつ爽そうとした細身の女が、軽やかに笑ってあらわれた。頭部には二本の細い角。

「まったくもう、待ちくたびれちゃったわ」

　その言い草に雷信がねめつける動作をすると、禁鬼万里は肩かたをすくめて、風にその姿を転じた。

「南方を炯けい華か」

　炎ほのおの渦うずが起こった。渦か中ちゆうに出現したのは、利きかん気の強そうな子どもの鬼おに。燃え上がる炎と同じ色をした短い髪かみ。角は額に一本。

「もっと早くに呼んでくれよ、こっちは待ってるんだからさ」

　べっと舌を出してから、炯華は消える。

　雷信は一度額に手を当ててから気を取り直して続けた。

「西方、清せい嵐らん」

　土砂が巻き上がった。出現した鬼は今まで見たどの鬼よりも逞たくましい体たい軀くをしていた。短い髪は鋼はがねの色、角はやはり額に一本。眉み間けんに斜ななめの傷が走っている。

　この鬼は、黙もく然ぜんと一礼して姿を消した。武骨な印象のみが残るが、不快ではない。

「北方、玻は凜りん」

　さらりと水の膜まくが現われた。けぶるような優しい雰ふん囲い気きを持つ、薄うす青あお色いろの髪の女。頭部の繊せん細さいな二本の角。この鬼だけは知っている。以前、その治ち癒ゆの力で助けられた。

「お久しぶりでございます」

　やわらかく笑んで、玻凜は目元を和なごませると、軽く一礼して姿を消した。

　雷信は振ふり返る。ついと片かた膝ひざを折って、臣下の礼を取った。

「以上が閻羅王より遣つかわされた禁鬼。これよりは、篁さまの手足となりましょう」

　篁は、膝をついた白い鬼をじっと見下ろした。言いたい言葉はたくさんあるはずなのに、形にならないのだ。

「篁、急ごう」

　結界から出てきた融が、馬の手た綱づなをもって声をかけてくる。一いち瞥べつを返して、篁は雷信を凝ぎよう視しした。

「……雷信」

「はい」

　見上げてくる仮面の鬼を、篁は眉まゆを吊りあげてねめつける。

「俺は人使いが荒あらい」

　きっぱり言い切った主人を、雷信は淡あわく苦笑を浮うかべて見返した。

「承知しております」

「ならば」

　一いつ旦たん言葉を切って、篁は言い放った。

「ならば、来い！」

　言いおわるが早いか、篁はきびすを返す。先に騎き乗じようしていた融を器用に避よけてひらりと馬上に身を躍おどらせ、同時に馬は走りだす。

　雷信は微び笑しようしたまま頭をひとつ振ふり、その身を風に同化させ、主人のあとを追った。










　　　　六




　駿しゆん馬めは疾しつ走そうする。

　しかし、禁域の杜もりから大内だい裏りまでの道のりは存外に遠く、そして道すがらには異い形ぎようの群れがいくつも鎮ちん座ざし、彼らの行く手を阻はばんでいた。

　そのたび妖あやかしどもを蹴け散ちらし、破軍の光矢で吹ふき飛ばし、あるいは雷信の稲いな妻ずまの剣つるぎが振ふりおろされる。

　だが、どうしても手間どった。結果として、篁たちが大内裏の達たつ智ち門もんに辿たどり着いたのは、日も暮れかかった酉とりの刻だった。

　さすがに騎き馬ばでは大内裏には入れない。よく走ってくれた白馬を門前につなぎ、篁と融は門をくぐり走った。

「あれ、門前の衛え士じはどうしたんだ？」

　駆かけながら融は、その事実に唐とう突とつに思い当った。普ふ段だんならば、衛士が門を守っている。いくら近この衛えの少しよう将しようと中なか務つかさ省しよう侍じ従じゆうであっても、そうそう簡単には通してもらえないはずなのだが。

「妖にびびって逃にげたんだろう」

　冷たい言葉は当然篁のものだ。そんなものだろうかと融は訝いぶかしんだものの、大事を控ひかえているのでそんな些さ細さいな疑問はすぐに打ち消した。

　主殿とのも寮りようと大おお蔵くらの間を通り、大おお宿直とのいと率りつ分ぶん蔵ぐら、梨なし本もとを過ぎて真っすぐ建けん春しゆん門もんを目指す。

　大内裏は広い。ともすれば融を置いていきそうなほどの勢いで疾走する篁を、融は驚きよう嘆たんの思いで見ていた。融は近衛府の官かん吏りという立場上、普段から鍛きたえている。だが篁は文官だ。いくら冥めい府ふの役人として闇やみ夜よに暗あん躍やくしているとしても、限度というものがあるのではないだろうか。陸奥むつで過ごした五年の間、篁はいったいどんなふうに過ごしていたのだろう。

「きっと……すごい日々を送ってたんだろうな……」

　何がどんなふうにすごいのかは、想像できないのだが。

　建けん春しゆん門もんが見えた。やはりここにも衛士がいない。

　ますます不ふ審しんがつのって、融は口をひらきかけた。

「なぁ、たか……」

「奴やつだ！」

　融の声は、しかし鋭えい利りな叫さけびに遮さえぎられた。

　はっとして視線をあげる。まさか見えるとは思っていなかった。

　融の視界の隅すみを、ざわりとうごめく黒い霧きりが掠かすめ、築つい地じ塀べいを飛び越こえて内裏にその姿が消えていく。

　建春門を駆かけ抜ぬけ、ふたりはそのまま南下し、延えん政せい門もんに向かって疾しつ走そうした。延政門に入れば、紫し宸しん殿でんにほど近い日につ華か門もんは目の前だ。

　延政門から内だい裏りに入る。

　人の気配がまるでなかった。異様な静せい寂じやくが禁中を支配している。普ふ段だんならば女によう房ぼうたちの笑いさざめく声が響ひびき、官かん吏りたちの忙いそがしく動く様がそこかしこに見られるというのに、この静けさはいったいなんとしたことなのか。

　そこまで思い巡めぐらせて、融はふいに冷たいものに背を撫なでられたような気がした。

　内裏の異様な静寂。これが意味するところは、一つしかないのではないか。

「まさか……」

　嘉智子が。いや、それではここまで静まり返りはしない。嘉智子の住まう登とう華か殿でんは内裏の端はし、乾いぬいの方に座している。

　では、よもや今きん上じよう帝ていの身に、何か起こったのではないのか。

　嘉智子が病に倒たおれたと同時に御おん身みを隠かくされた帝みかど。橘の血筋は呪じゆ咀そを受け切れず、帝の玉体に禍わざわいが降り掛かかってしまったのか。

　融の顔から血の気が引いていく。

　篁は何を思っているのか、先程からひとことも口にしない。その沈ちん黙もくが、融には凶事の先さき触ぶれのようにすら思えた。

　日華門が見えた。

　開け放たれた門の向こうに、おぞましい『祟たたり神』の姿があった。




　　　　◆◇◆




　天あまつ罪、国くにつ罪というものが、ある。

　天つ罪とは、神話の時代に高たか天まが原はらで素す戔さの鳴おの尊みことが犯した数々の罪で、主に農耕に関連したものだ。

　対する国くにつ罪は、人の犯す罪をさす。

　生いき膚はだ断たち、死しに膚はだ断たち、白しろ人びと、胡こ久く美み、己おのが母はは犯おかせる罪つみ、己おのが子こ犯おかせる罪つみ、母はは与と子こと犯おかせる罪つみ、子こ与と母ははと犯おかせる罪つみ、畜けもの犯おかせる罪つみ、昆はう虫むしの災わざわい、高たか津つ神かみの災わざわい、高たか津つ鳥とりの災わざわい、畜けもの仆たおし、蠱まじ物もの為する罪つみ。

　それらは決して、犯してはならない罪なのだ。人も、そして──人以外のものも。




　　　　◆◇◆




　聖なる紫し宸しん殿でん。正殿であり、南な殿でんとも呼ばれるこの殿でん舎しやは、朝賀、公く事じを行う場所である。

　いわば、内だい裏りの、いやさ、倭やまとの中ちゆう枢すうともいえるこの場所に、いま千ち早はやぶる『祟たたり神』が降り立ったのだ。

　篁は、ぎりっと唇くちびるを嚙かんだ。

　間に合わなかった。せめて内裏に入る前に食い止めたかったのに、かなわなかったのだ。

『祟り神』が侵しん入にゆうしたことにより、常に清浄に保たれていた内裏の霊れい気きは汚けがされた。帝みかどの力が弱まっている今、この悪あしき禍わざわいを取りのぞくためにどれほどの時間がかかるのか、予想もつかない。

　日につ華か門もんを抜ぬけ、篁と融は紫宸殿を背後に、『祟り神』と対たい峙じした。南階十八段を間に、東方日華門の側に篁が、西方月げつ華か門もんの側に融が、それぞれ布ふ陣じんする。

　弾はずむ息を懸けん命めいに整えようと努力していた融は、眼前に飛来したものを反射的に受けとめた。

　篁の太刀たち、狭さ霧ぎり丸まるだった。

　融には霊れい験げんを有する武器がない。相手は『神』だから、破軍も狭霧丸も効力を発揮しないことは実証されている。だが、なにもないよりはよほどましだった。

　視線を走らせると、篁は出現させた破軍に矢をつがえ、きりきりと引き絞しぼって『祟り神』に狙ねらいを定めている。

　そのすぐ傍かたわらに、禁きん鬼き雷信が控ひかえていた。右手を顔の高さにかざし、左手をそれに合わせるようなかたちを取っている。掌てのひらの間には白銀の球体が現われ、ぱしぱしと爆はぜる音をたてながら少しずつ大きくなっていった。

　篁を中心にして、風が起こった。篁の髪かみが翻ひるがえって、たんっと鋭するどい音とともに矢が放たれた。

　同時に、雷信の手から白銀の光が撃うたれた。

　光矢にまとわりつくように、白熱の稲いな妻ずまが奔はしる。

『祟り神』の黒い触しよく手しゆは光矢をたたき落とそうとした。が、その手を貫いて、矢は『神』の胴どうにつき刺ささる。

　──ぉぉぉぉぉ！

　凄すさまじい絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。どろりとした身体からだ全体に白い稲妻が駆かけ抜ぬける。それを降り払はらおうとして『神』は悶もん絶ぜつしていた。

「融、ぼさっとするな！」

　ぴしゃりと叱しつ咤たされ、融ははっと我に返った。そうだ、今この手には狭霧丸があるのだ。

　すらりと鋭えい利りな刀身を引き抜いて、びしっと構えた直後、融は実に情けない顔をして篁に問いかけた。

「……これ、通じるのか？」

　篁が意表を衝つかれた顔をする。

「だってさ、お前が杜もりで斬きりかかってったとき、なんの衝しよう撃げきも与あたえられてなかったよな……」

　第二矢をつがえながら、篁は不ふ機き嫌げんそうに言い捨てた。

「為なせば成る」

「ちょっと待て」

「いいから行ってこい。骨は拾ってやる」

「だから、それは効かないということじゃないのかっ」

「そうともいう」

　けろりと言ってのける篁である。融は崩くずれ落ちそうになりながら、気力で自分を奮い立たせた。

「畜ちく生しよう、結局こうなるのか」

　ぶちぶちと文句を並べている間にも、『祟たたり神』は悶もだえ苦しんでいる。

　今ならば、あるいはなんとかなるかもしれない。うん、きっとなんとかなるさ。なんとかなると信じよう。

　必死で自分に言い聞かせながら、融は太刀たちを構えて駆かけ出した。

『神』の眼が、じろりと融をにらむ。心臓を鷲わし摑づかみにされたような気がして、融は息を止めた。

「眼を狙ねらえ！」

　篁の叫さけびが融の耳をつんざく。

　言われなくてもそうする。大たい概がいにおいて、「目」は急所、もしくはそれに準ずる場所だ。それに、視界が遮しや断だんされてしまえば、相手はうかつに動けなくなり、攻こう撃げきを避さけられることも少なくなるのだ。

『祟り神』は触しよく手しゆをしゃにむに振ふり回した。融はぎりぎりのところでそれを避よけて突とつ進しんする。

　一条の光矢が、融のすぐ横を擦すり抜ぬけた。『祟り神』につき刺ささったそれは、稲いな妻ずまの鎧よろいをおおっている。稲妻は、それ即すなわち、禁きん鬼き雷信の神じん通つう力りきに他ほかならない。

　さらなる怒ど号ごうがこだました。『祟り神』が大きくのけぞって苦しみもがく。

「でぇいっ！」

　気合いもろとも、融は狭さ霧ぎり丸まるの切っ先を振りかぶり、『神』の両りよう眼め──ぽっかりと開いた眼がん窩かを横一条に切り裂さいた。

　放たれた叫びは、まるで地鳴りのようだった。大気が震ふるえて建物が振しん動どうする。地がぐらぐらと揺ゆらいで、所々に亀き裂れつが走った。

　効いた。そう思った瞬しゆん間かん。

　──……のれ……！

　ぐわりと、凄せい絶ぜつな神気が迸ほとばしって二人の体に叩たたきつけられた。

「わぁぁぁ！」

　あまりの衝しよう撃げきを受け切れず、篁と融は吹ふき飛ばされ、南階十八段に激げき突とつした。雷信はなんとか持ちこたえたが、それでも態勢を崩くずしている。

「………つ…っ」

　激痛が駆け抜けた。堪こらえて立ち上がり、篁は目を瞠みはった。

『祟り神』の体が、黒い霧きりのように散じていく。じわじわと広がって内だい裏りの上空を覆おおい尽つくすほどになると、奇き妙みように反はん響きようする「声」が降ってきた。

　──神の……怒いかりに…触ふれる者は……

　ざわざわと、霧が篁と融に迫せまってくる。

　呪じゆ咀そだ。この霧は、『祟り神』の呪咀を具現化したものなのだ。

　触れれば『神』の通力はふたりの命を削そいでいく。嘉智子のように病を得て、なすすべもなく命尽きることになる。
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　雷信がふたりの前に出た。黒霧を払はらいのけ、境界線を描かいて押おしとどめようとする。

『祟り神』と雷信の背とを交こう互ごに見ていた融は、階段の左右に植えられた二本の樹きに目を止めた。

　左近の梅。そして右近の橘たちばな。

「橘が……」

　自分と同じ名を持つその樹は、常じよう緑りよく樹じゆであるはずなのに、葉の色を変えていた。まるで今にも枯かれ落ちそうに、黄色く変色している。

『神』の放つ呪咀のせいだと、融は思った。根こん拠きよはないが、帝みかどの傍かたわらにいる人の「橘」があんな状じよう況きように陥おちいっているのだ、樹の「橘」になにもないのは不公平ではないか。

　そう、不公平だ。まちがっている。

　そもそも、呪じゆ咀そを受けなければならないのは、嘉智子でも帝でもなく、「神野」という術者ではないのか。

「逆さか恨うらみにもほどがあるじゃないか……！」

　突とつ然ぜん燃え上がった怒いかりに任せて、融は篁、とわめいた。

「神野がここに来て、まえみたいにあの『祟たたり神』を封ふうじてしまえばことはすむだろう！　篁、神野とやらを呼んでこいっ！」

　理り不ふ尽じんな状況に忍にん耐たいの緒おが切れてしまった融を、篁は呆あきれ返った目で眺ながめた。

「……今この状況下でそういう発想が出てくるおまえが、俺は羨うらやましいよ」

　心底そう思っているような響ひびきが、篁の口調にはあった。それで融はふいと口をつぐんで、幼なじみの横顔を見つめる。

　篁は、焦じれているようだった。ときどき周囲に素早く視線を走らせ、思案するように眉まゆを寄せる。

　どうやってこの『祟り神』を倒たおせばいいのか、その方法を模も索さくしているのだ。

　だが、相手は堕おちたとはいえやはり『神』。手立ては皆無に等しい。

『神』に対たい抗こうできるのは、やはり『神』。しかし融の知るかぎり、力を貸してくれそうで実際に顕けん現げんしてくれそうな神などいない。

　天祖や天孫は記紀にのみ登場するだけだし、他ほかの神にはあまり通じていないからわからない。

　仏はどうだろうか。菩ぼ薩さつとか、明みよう王おうとか、いろいろいたはずだ。

　どうしようもないので埒らちもないことをかなり本気で融は思案した。

　そのときだった。

　険しい顔をしていた篁は、突然天を振ふり仰あおいだ。深い色の瞳ひとみに驚おどろきが浮うかんでいる。

　つられて空を見上げた融は、そのまま動けなくなった。




　　　　◆◇◆




　天が、割れていた。

　いや、正確にはまるで線を引かれたように、分かれていたのだ。

『祟り神』の黒こく霧むを空から切り離はなすようにして、都みやこの上空が四角く区切られる。

　まるで箱をかぶせたように、それは都全体を覆おおっていた。

「あれは……」

　融は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。不思議と、あれが悪あしきものだとは思わなかった。

　箱の外側には、霧は一片も広がらない。しかもどうやら、箱は徐じよ々じよに狭せばまってくるように見えた。

　不可思議な光景に目を奪うばわれていた融の耳に、それはそれは低い声がつき刺ささった。

「……今の今まで高みの見物だったのか……！」

　あまりにも物ぶつ騒そうなつぶやきに、融は篁を顧かえりみる。

　天人か仙せん女によか。そう評される、篁の端たん正せいな顔から、およそ表情というものが欠落し、血の気が失せて真っ白になっている。代わりのように漂ただよっているのは、殺気。

　篁は、凄すさまじい勢いで、激げき怒どしていた。

　思わず数歩引いてしまった融など気にもせず、篁はそら恐おそろしい目で紫し宸しん殿でんを振ふり返る。

　きらめく瞳ひとみに怒ど気きをたたえ、彼は怒鳴り声を張りあげた。

「いるならいるで、さっさとどうにかしてください！」

　融は、ぴたりと止まった。

　して「ください」だと？

　あの篁が、敬語を使っている。

「え？」

　篁同様振り返ろうとした融の耳に、『神』の怒号が突つきたった。

　──神野ぉぉぉぉ！

　それまでにないほどの怒いかりと憎にくしみをこめた、その声自体が毒を持った呪じゆ咀その叫さけび。

　足音がした。さらりと衣きぬ擦ずれが響ひびく。

　首だけをめぐらせて、融は瞠どう目もくしたまま口を閉じることができなくなった。

　現われたのは、二十歳なかばと思われる青年だった。温和な顔立ちはどこまでも柔やわらかく、怒りをあらわにすることなどないように思われる。すらりとした肢し体たいを衣に包んで、右手には扇おうぎを携たずさえていた。

　篁は憤ふん怒ぬの形相で青年をにらみつけている。その視線に軽く苦笑して、彼は口をひらいた。

「すまなかった。都を守る壁かべを作るために、禊みそぎをしていた」

　なにせ、術を駆く使しするのは九年ぶりだから。

　その言葉で、この青年がかの「神野」なのだと、知れる。

　啞あ然ぜんとして声も出ない融に一度視線を投げかけて、神野は『祟たたり神』を見み据すえた。

「久しいな、千ち早はやぶる神よ」

　──忘れぬ、忘れぬぞ！　神たる我を貶おとしめた貴様を……！

　神野はよく通る凜りんとした声で言い放つ。

「神と？　まこと神であるならば、その悪しき気はなんと」

　──貴様を屠ほふるためよ……！

　ぱちんと音を立てて扇おうぎを閉じると、神野はそれで『祟り神』をさした。

　ゆらゆらと、神こう々ごうしい力が神野の周囲に集まっていくのがわかった。

「神と思えばこそ、鎮しずめるにとどめたものを……」

　だが、この『神』は、己おのれを封ふうじた人間に対する怨えん嗟さをつのらせ、『祟り神』へと転じた。堕おちた神は戻もどれはしない。このまま災さい厄やくを振ふり撒まき続ける禍まがつ神として、未来永えい劫ごう人々に恐おそれられ疎うとまれる。

　篁は頭を振ると、破軍を収めて腕うで組みをした。神野がこのケリをつけるつもりでいるのだから、自分の出番はない。

　そもそも、最初から神野が出てきてぱぱっと術を行使し『祟り神』をどうにかしていれば、ここまでおおごとにはならなかったのだ。

　結論、今回の全責任は神野にある。責任を取ってもらおう。

　融は相変わらずほけらっと口を開けて神野を見ている。信じられないという思いが、彼の胸中で怒ど濤とうのように荒あれ狂くるっているのだろう。

　ある程度予測していたので、篁は融の反応にさして驚おどろかなかった。

「──国くにつ罪のひとつに、蠱まじ物もの為する罪つみとある」

『祟り神』をひたと見据え、神野は厳おごそかに唱となえた。

　蠱物為罪とは、人を対象に呪じゆ咀そを行なうこと。

「人にも禁じられた罪を、神たるものが犯したこと、なんとするのか」

　──罪ではない、我が身は神であるがゆえに、罪になろうはずもない！

「詭き弁べんだな。……問答は無用とみた」

　ひっそりと息をつくと、神野はすうと呼吸を整えた。扇おうぎをぱらりと開いて、唄うたうように言葉を紡つむぎはじめた。

「……天あまつ罪と法のり分わけて、国つ罪という」

　ぴいんと、空気が音を立てて凍こおりついた。

　神野の唱えたただのひとことで、それまで周囲に渦うず巻まいていた妖よう気きが瞬しゆん時じに搔かき消える。

「猛たけり立ち荒あれ狂くるう、千早ぶる神の名を──荒あら覇は吐ばき」

　篁は瞠どう目もくした。

　あらはばき、とちいさく呟つぶやいて『祟り神』を見据える。

　荒あら覇は吐ばきとは、土着の神だ。天あま照てらす大おお御み神かみとはまったく別の、国くに津つ神かみ。

　記紀によれば、天孫瓊に瓊に杵ぎの尊みことは天照大御神より賜たまわった天てん壌じよう無む窮きゆうの神しん勅ちよくを携たずさえて、日ひゆ向うがの国くに高たか千ち穂ほの峰みねに天下った。そこから瓊瓊杵尊の血統、即すなわち大和やまと朝ちよう廷ていは北上していくのだ。

　支配下に置かれた地にも、国津神がいた。だが、天津神によってその地位は奪うばわれ、北方に追いやられていったのだ。

　荒覇吐とは、そうした追われた存在なのである。全能の神であったともいう。

　神名を唱えられた『祟たたり神』は、真実の姿を現した。

　猛々しくも雄お々おしい姿。だがどす黒いものをその身にまとっている。一度堕ちてしまえば、清せい冽れつな神に戻もどることはできないのだ。

　名前というものは、言こと霊だまをもってとなえれば、束そく縛ばくの力を持つ「呪じゆ」になる。

　そして、神野の言葉には、そのひとつひとつに力が込められていた。

「……高たか天まの原に神かむ留づまりまして、事こと始はじめたまひし神かむろき、神かむろみの命みこともちて」

　神野は目を閉じて詠えい唱しようする。唄うたうような響ひびきの──これは、呪じゆ文もんなのか。

　融は視線を走らせ、篁に目で問うた。

「祝詞のりとだ」

　短い返答は必要以上に無愛想で、それで融はいまだに篁が怒おこっていることを悟さとる。

　いったい何に怒っているのだろうか。

　どうしてもわからない。

　それにしても。

　融は、いまもって信じられない思いで神野を見つめる。

　壮そう麗れいな詠唱は、つづいていた。

「水みず穂ほの國くにの荒ぶる神かみ等たちを神かむ攘はらひ攘はらひ平むけむと」

『祟り神』が放っていた黒こく霧むが、少しずつ薄うすまっていく。同時に『祟り神』は、何かに捕とらわれたように動けなくなっているようだった。

　──おおぉぉぉ！　放せ、放せぇぇぇ！

　神野の祝詞と、それによって増ぞう幅ふくされた凄すさまじい霊れい力りよく。このふたつが聖なる呪じゆ縛ばくと化して、『祟り神』を──荒覇吐を、追いつめていく。

「皇すめ神がみ等たちの御み心こころもあきらかに」

　びくりと、荒覇吐が硬こう直ちよくした。

　狭さ霧ぎり丸まるの刃やいばで切り裂さかれた眼がん窩か。どろどろと血にも似たものを流しつづけているそこに、白い光がともった。

　荒覇吐の体を取り巻いていた黒いものが、さらさらと消えていく。

　清せい浄じような神気が、荒覇吐の巨きよ体たいを柔やわらかく包みこんだ。

「祟りたまひ健たけびたまふ事ことなくして、神かむながら鎮しずまりませとたたへごとをまつらく」

　ぱんっと鋭するどい音を立てて、神野の扇おうぎが勢いよくひらかれる。

　荒覇吐の巨体が、みるみるうちに崩くずれていく。崩れる、という表現は正しくないのかもしれない。体を覆おおっていた黒い皮ひ膜まくのようなどろどろとしたものが、ずるずると流れていくのだ。

　融の目には、悪いものが剝はがれおちていくように見えた。

　どろどろと溶とけ落ちた黒いものが地にしみこんでいき、すっかり色の抜ぬけた荒覇吐の体は白く、ほのかに透すきとおっていた。

　漂ただよってくるのは、それまでの禍まが々まがしい悪あしきものとは正反対の、清冽で優しい神気だった。

　神野は、最後の仕上げについと手をのばし、扇をかかげた。

「謹きん請じよう、八や百お万よろずの神々よ。──鎮しずめ眠ねむらせ給たまへ」

　荒覇吐の体が小さな光の球に変わっていく。それはやがて真しん珠じゆほどの大きさに縮まり、扇おうぎのうえにふわりと降りた。

　光の球を掌てのひらに受けた神野は、敬意をあらわすようにして、祈いのるように一度目を閉じた。それからそっと懐ふところにしまう。

　天を覆おおっていた黒い霧きりも、神野の祝詞のりとの詠えい唱しようが終わると同時に、綺き麗れいに消えていた。

　あとには、静せい寂じやくのみが残された。

「────この落とし前をどうつけるつもりですか」

　沈ちん黙もくを最初に破ったのは、相も変らず激げつ昂こう中の篁だった。先程と比べれば幾いく分ぶんか頰ほおに赤みが戻もどってきているので、多少は収まったようだ。さっきまで、怒いかりのあまり血の気が引くといういちばん恐おそろしい状態だったのだ。

　篁の言葉を受けて、神野は少し首を傾かたむけた。

「どう、とは？」

「内だい裏りに魔ま物ものの侵しん入にゆうを許したことです！　どうするんですか、他ほかの者に『祟たたり神』の禍まがつ神気が影えい響きようを及ぼしたら、へたをすれば気がふれるほどの……」

　神野はまくしたてる篁を手で制した。

「大だい丈じよう夫ぶ。ここは本来の内裏とはちがう」

　神野は、内裏とまったく同じ影かげの世界を、『祟り神』を誘さそいこむためだけに作りあげたのだ。内裏にはつねに無数の人が生活をしている。『祟り神』を呼びこむために彼らを危険な目に遭あわせることはできない。

　そう考えた神野は、禊みそぎを行なって研とぎ澄すました霊れい力りよくで「影の内裏」を作りあげると、本来の内裏の上にそれを重ね合わせたのである。

　そして、都みやこの外周をさらに上回る囲いを作るために一度都を抜ぬけ出した。そのために姿を隠かくしたのだった。都の外に囲いを作ったのは、倭やまとに荒覇吐の悪しき力が広がらないようにするため。

　この国には、今も無数の国くに津つ神かみが、ひっそりと眠ねむっている。荒覇吐の波動を感じ、国津神が覚かく醒せいしないように、彼は全力を投じた。

　すべての準備が整うまで数日を要した。

　そして神野は、『祟たたり神』を呼んだのだ。おのれの霊力を艮うしとらに放ち、「影の内裏」を囲む結界の一部をわざと破は綻たんさせ、巧こう妙みようにおびきよせた。

「ならば、そうだと言ってくれればいいでしょう！」

「そんな余よ裕ゆうはなかったからね。あとで説明すればいいかと思っていたんだよ、特にお前には」

　ほらだって、まともに悪あつ鬼き怨おん霊りようと渡り合うのは実に九年ぶりだったし、あの時よりも荒覇吐の神はどう考えても強敵だろう？　だから慎しん重ちようにと思案したわけだ。

「……それで、慎重にしていた結果、皇こう后ごう様は病を得て、右大臣様も同様。果ては温うん明めい殿でんにまで被ひ害がいが及んだと、そういうわけですか。これはすべて計算ずくだったんですね？　それくらいの犠ぎ牲せいはやむをえないと」

　篁がそこまでひといきで言いきると、それまでずっと余よ裕ゆうをたたえていた神野の顔に、初めて狼ろう狽ばいの色が浮うかんだ。

「それは……、うん、ちょっと失敗だったようだ」

　やはり九年の空白期間ブランクは長かった。

「ちょっとぉ!?　これで！　この状じよう況きようで、よくそんなことが言えますね！」

　くわっと目を剝むいて食ってかかる篁を、神野はまぁまぁといなしている。
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　そんなふたりのやりとりを、融は呆あつ気けにとられて眺ながめていた。

　ここまで語気は荒あらくはないが、たしかにいつも、このふたりのあいだではこういった感じのやりとりが交わされている。融は常に同席しているのだ。

　が。

　融は、篁に苦笑混じりで対話している神野を、はばかりながらもじっと見つめた。

　平安京遷せん都との年に荒覇吐の神を一度鎮しずめた術者は、みずら髪がみの子どもだった。冥めい府ふで見せてもらった水すい盤ばんに、一いつ瞬しゆんだけ映った人ひと影かげは、たしかにこの人のものだ。

　二十代なかばくらいにしか見えない。だが、二十五年前には八歳だったはずで、たしか、御おん年とし三十三歳であらせられる。

　融の視線に気づいた神野は、おだやかに微笑ほほえんだ。

　それを見て融は、たまりかねて口をひらく。

「神野とは……」

「私のことだ。即そく位い前に、そう呼ばれていた」

　そう言って、神野──今きん上じよう帝ていは、口元にひとさし指をあてる。

「このことはくれぐれも内密に頼たのむよ、融の少しよう将しよう」

　篁も、とつづける帝みかどに、篁は不ふ遜そんな物言いで、あたりまえです、と憤ふん然ぜんと返したのだった。
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　七九三年。

　新たなる都みやこ造営を急がせていた桓武帝は、度重なる事故や天てん災さいに、おそれおののいていた。

　平へい城じよう京きようを出て、長なが岡おか京に移ったのは、わずか九年前のこと。だが、ここでも人災や天災に見み舞まわれ、長岡京を断念せざるをえなくなったのである。

　井いの上え皇こう后ごうや異母兄弟他おさ戸べ王おう、そして実弟早さわ良ら親しん王のうの、凄せい絶ぜつな怨おん念ねんが断念させたのだ、といっても過言ではない。

　だが、その平安京でも恐おそろしいことが幾いく度ども起こっている。

　剛ごう毅きな桓武帝も、ほとほと疲つかれきっていた。

　彼には、政まつりごとをつかさどる手しゆ腕わんはじゅうぶんに備えられていた。しかし、人ならざるものに対しては、あまりにも非力であった。

　日々苦悩する父の背中を、当時七歳の神野親王が見ていた。

　神野には十二年上の兄がいた。安あ殿て親王、のちの平へい城ぜい帝である。しかし、桓武帝同様安殿親王にも、人ならざるものに対たい抗こうするすべはなかったのだ。

　さらに、天災をもたらしているものは、前出の怨おん霊りようではなかった。

　土着の神──都造営の工事によって眠ねむりを妨げられた、荒覇吐であったのだ。

　本来ならば、きっちりと祀まつり、お願い申し上げて場所を移動してもらうのが筋である。が、神野はそれをしなかった。なぜか。

　荒覇吐が、なんの罪もない民たみ草ぐさに害をなしたからである。

　桓武帝が怨念を受け、祟たたりに悩まされるのは、言うなれば自業自得だ。自分の罪は自分で償つぐなわなければならない。神野はそれが理解できないほど世間知らずではなかった。

　いずれ皇位を継けい承しようすることが決定している安殿親王とは、年があまりにも離はなれている。自分が皇位に就くことは、よほどのことが起きないかぎりないだろう。

　神野はそう考えていた。

　聡そう明めいで利発な、自分の立場を正確に把は握あくしている子どもだったのだ。

　そして何よりも、神野には人には見えないものが見えていた。

　天孫の血統である神野に、悪あしきものは近寄ってこない。彼の周囲にいたのは、すべて害のない穏おだやかな祖そ霊れいばかりだった。その点では、神野は非常に恵まれていたのである。

　彼には荒覇吐の所業がすべて見えていた。

　内だい裏り造営に携たずさわっていた者たちが、荒覇吐のせいで命を落とした。手足を無くしたものもいた。大おお怪け我がをおって生しよう涯がい寝ねたきりになってしまったものもいた。そして、残された家族たちの悲ひ嘆たんと涙なみだが、神野を動かした。

　神であっても、禍わざわいをなすことは許されないはずだ。いや、神であるからこそ、無む辜この民を傷つけることは、絶対にしてはならないはずだ。

　いまだ幼い、みずら髪がみの童わらわ姿で現われた神野を、荒覇吐は侮あなどって嘲ちよう笑しようした。

　──餓が鬼きめが、無む駄だ死じにをしにきたのか

　だが、その余よ裕ゆうはすぐに消え失せる。

　神野の放つ、甚じん大だいな神力。これは、荒覇吐のもっとも忌いみ嫌きらう、天あま津つ神かみに属するものだ。

　瓊に瓊に杵ぎの血統か。

　そう気づいたときには、神野の神力が檻おりのように荒覇吐を取り囲んでいた。

　──おのれ、おのれ、おのれぇぇぇ！

　怒いかりもあらわに絶ぜつ叫きようする神。しかし、神野は眉まゆひとつ動かさずに荒覇吐を封ふうじる。

　周囲の木々が薙なぎ倒たおされ、土が燃えあがった。荒覇吐の力である。神は、子どもの姿をした幼い術師を最後の最後まで侮っていたのだ。脅おどせば怯ひるむであろうと。

「……無駄だ」

　凜りんと響ひびいた声は子ども特有の高い声。だが、神野の目には、いずれ倭やまとを守ることになるであろう、帝みかどとしての強い光が宿っていた。

　杜もりの中央に荒覇吐を封じ、石の塚つかを据すえる。──このときばかりは難なん儀ぎした。いくらすぐれた術者であっても、まだ子ども。物理的な腕わん力りよくがないのだ。

　ようやく塚を据えて、神野はその場に座りこんでしまった。

　あとになってからも、あのとき何がいちばん大変だったかと問われれば、彼は即そく答とうした。

　塚を運ぶのがいちばん難儀だった、と。
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　しばらくのあいだ、篁の文句をおとなしく聞いていた今きん上じよう帝ていは、ぱちんと音をたてて扇おうぎを閉じた。

「さて、そろそろ真の内だい裏りに戻もどろうか。あまり長く不在にしていると、不ふ審しんに思われる」

「……今さらじゃないんですか」

　篁にじとっとねめつけられて、帝みかどは苦笑する。

「まぁまぁ。官かん吏りたちの信任も厚い小野侍じ従じゆうが口裏を合わせてくれれば、なんとでもなると思うのだが、どうだろうか」

　どうだろうか、と問いかけの形を取っていても、帝の言葉に堂々と逆らえるものは、すくなくとも殿てん上じよう人びとには存在しない。たとえ篁が傲ごう岸がん不ふ遜そんの本性を持っていても、だ。

「──調子いいんだから……」

　ぶちぶちと口の中で文句を言いつらねている篁に、融はそうっと声をかけた。

「……で、もう大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」

　篁は融をぎんっとにらんだ。このままやつあたりの標的にされることを、融は覚かく悟ごした。

　が。

「荒覇吐が封ふうじられたんだ、これ以上なにかあってたまるか」

　一応構えた融にそれだけ返し、篁はずいっと手をだしてくる。

「？」

　目をしばたたかせた融に、篁は無言で手だけを動かす。催さい促そくされているようだ。

　ああ、と気づいて、融は狭さ霧ぎり丸まるを丁てい寧ねいに鞘さやにしまい、篁に渡した。

「……俺おれも、そういうのほしいなぁ」

　なにげなく口にした言葉を聞きとどめ、篁は眉まゆを動かす。融は考えるそぶりをみせた。

「いや、いつもおまえに借りる、というのもなぁ」

「……融」

　ん、と顔をあげると、篁の冷たい視線が注がれていた。

　思わずひきつる融に、篁はどろどろとした恐おそろしい口調でこう言った。

「だから、俺は何度も関かかわるなといっているんだが、おまえは人の言うことをまともに聞いているのか？」

「だから、俺は協力したいって何度も言ってるじゃないか。おまえもわからない奴やつだな」

「どっちが！」

「絶対おまえだ、こればっかりはおまえだろう」

　めずらしく引かない融に、篁はぎゃいぎゃいと食ってかかる。

　そんなふたりを吞のん気きに眺ながめていた帝は、おっとりと口をひらいた。

「喧けん嘩かするほど仲がいい、というのは本当だな」

　あまりにも状じよう況きようにそぐわない台詞せりふだ。これまでの常じよう軌きを逸いつした事態をすべて目まのあたりにし、荒覇吐と対たい峙じしていた篁と、彼のかたわらに控ひかえた白い鬼おにの存在もわかっていて、なおかつ篁の言動をつぶさに聞いているのに、帝みかどはいっこうに頓とん着ちやくしていないのだ。

　ある意味すごいと、融は恐おそれ多くも感心した。

「さて、影かげを消す」

　帝が、このときばかりは厳おごそかに告げた。

「戻もどればさまざまな者たちがそこかしこにいるだろう。……突とつ然ぜん私たちが現われたら、やはり騒そう動どうになるだろうな」

「まったくですね」

　帝に対してなので、いちおう敬語らしきもので篁は応じている。融などはいまだに帝の御前にでると必要以上に緊きん張ちようしてしまうので、この篁の図太さはすごいと思う。そして帝も、篁の態度に気を悪くすることはまったくないらしい。やはり、篁の幼少時をよく知っているからなのだろう。

「だから、仁じ寿じゆう殿でんのなかに入ろう。人ひと払ばらいをしてあるから、誰だれもいないんだ」

「……まわりくどい言いかたはやめてください」

「ちゃんと説明したほうがいいだろうかと思ったんだよ。とくにおまえは、自分の知らないところで何かされると烈れつ火かのごとく怒おこりだす」

　篁はあさってのほうを向いて答えない。

　よく見ているなぁ、と融は感心することしきりだ。

　さすが、融が御尊敬申し上げている帝である。ときどき驚おどろかされることもあるが、融は基本的にこの今きん上じよう帝ていが好きなのだ。

　帝は、閉じた扇おうぎをぱらりとひらいた。なにもない空間に向けて、ひと扇あおぎする。

　すると、冷たい風が吹ふいた。何かが崩くずれていくような、そういう感覚をおぼえて、融は思わず周囲を見わたした。

　篁は動じた様子もない。偉えらそうに腕うで組ぐみをしている。その横に、禁きん鬼き雷信はあいかわらず控えていた。

　雷信を見た融は、ふと違い和わ感かんをおぼえた。何かが変わっている、なんだろう。

「……あ！」

　思わず声を上げると、篁の視線が返ってきた。融はつい指さしながら言った。

「角が、ない」

「え？」

　目を瞠みはって、篁は雷信を顧かえりみる。

　いつのまにか、雷信の頭部に生えているはずの二本の角が消えている。しかも、よくよく見れば、顔上面を覆おおっている面の造ぞう作さも変わっていた。

　雷信はうすく笑みを浮かべている。

「ずいぶん変わった従者だね、篁」

　おだやかな声は帝みかどのもので、鬼おにの姿も見ているはずなのに、これだけで済ませてしまうこの方は、もしかしなくても大人物だと融はしみじみ思った。

　風が唐とう突とつにやむ。はっと気づけば、四人は建物の中にいた。

　御み簾すから漏もれてくる赤い光は夕焼けのものだ。

　気を凝こらせば、無数の気配やさざめく声が感じられた。

　真の内だい裏りに戻もどってきたのである。

　内裏に漂ただよう空気は、禍まが々まがしい神力に侵おかされた気配など微み塵じんもなく、常のように清せい冽れつな結界に守られていた。おそらく、穢けがれのすべてを帝は影かげの内裏に移し、影を消すと同時にそれらも浄じよう化かしたのだろう。でなければ、あれほどの呪じゆ咀そが跡あと形かたもなく消えていることの説明がつかない。

　融は見けん鬼きの才を持ち合わせていないので、細かいことはわからなかった。だが、軽く驚きよう嘆たんしている風ふ情ぜいの篁の表情から何となく読みとって、もう大事ないのだろうと予測をつけた。

　帝も大義そうに息をつき、口元を扇おうぎで覆った。

　そのときである。

「────」

　篁は、ふいに瞠どう目もくして紫し宸しん殿でんの方角を振ふり返った。いや、正確には紫宸殿より南西寄り。安あん福ふく殿でんの方だ。

　篁の顔から、すうと血の気が引いていくのが見てとれた。衣きぬ擦ずれを聞きとめて視線をめぐらせると、帝の表情にも緊きん迫ぱくしたものが漂ただよっている。

「どうしたんだ、篁」

　尋たずねる融に、篁は答えなかった。それどころではないという様子で、御簾の向こうを凝ぎよう視ししている。

　融は帝を顧みた。目で訴うつたえると、静かな言葉が返ってきた。

「……坤ひつじさるに、禍わざわいの気配がある」

　それきり帝も口を閉ざす。

　ふたりの、それこそ凄すさまじい力を有する能力者が、そろって緊迫している。尋じん常じようならざる事態なのだと、それで察することができた。

　だが、『祟たたり神』と化した荒覇吐にも動じなかったこのふたりが、これほど張りつめるとは。

　坤の禍とは、いったい──。

「……朱しゆ焰えん」

　固い声だった。発したのは、篁だ。

　融ははっと息をのんだ。

「あの…鬼か……？」

　篁は硬直しているように、身動きひとつしなかった。

　突とつ如じよとして現あらわれた甚じん大だいな妖よう気き。

　すべてを滅ほろぼすほどの力を持った、恐おそろしい禍わざわいをなす異い形ぎよう。

「奴やつの狙ねらいは、これか！」

　叫さけぶが早いか、篁は身をひるがえす。そしていずこかへ向かっていく。

「あ、おい、篁！」

　融はあわてて帝みかどに一礼し、篁のあとを追って駆かけだした。
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　ざわざわと、血が騒さわいでいる。

　背筋に伝っていくのは、氷のように冷たいもの。必要以上に研とぎ澄すまされていく神経が、痛いほどの妖よう気きをとらえて、全身が総毛立つ。

　これほどの凄せい絶ぜつな、苛か烈れつな焰ほむらにも似た妖気の持ち主は、あの異形をおいて他ほかにはいない。

　篁は、内だい裏りを抜ぬけたところで足止めを食らっていた。

　永えい安あん門もんから修しゆう明めい門もんをとおり、中なか務つかさ省しようと大だい極ごく殿でんの間を行くつもりだった。が、篁は中務省侍じ従じゆう。自然、顔見知りが篁と融に気づいて声をかけてくるのだ。

　相手を殴なぐり飛ばしてでも先を急ぎたい篁にとって、普ふ段だんから作ってきた「愛想のよい穏おだやかな人ひと柄がらの小野篁」像は、このときばかりは邪じや魔ま以外のなにものでもなかった。

「失礼ですが、先を急ぐのです。主上おかみの御用で……」

　わざと言いさしてにこりと笑うと、相手は、ああ、それはいけない、邪魔をしてすまなかった、と丁てい寧ねいに詫わびてきた。

　いえいえ、と一礼し、中務省の前を悠ゆう然ぜんととおりすぎ、なるべく人のすくないところを選んでふたりは足を速める。

　朱す雀ざく門では目立ちすぎる。かといって、塀へいを飛び越こえるのも考えものだ。皇こう嘉か門がいちばん妥だ当とうだろう。

　兵ひよう部ぶ省、弾だん正じよう台だいを横目にすぎて、皇嘉門を抜ける。

　篁は、弾はじかれたように駆けだした。

　そのあとを追いながら、融は声を張りあげる。

「篁、どこに行くんだ」

「小野邸ていだ！」

　融は意表を衝つかれてかるく目を瞠みはった。







　篁の住まいである小野邸は、内だい裏りに隣りん接せつした二条大おお路じ、西大宮の辻つじにある。

　融にはわからないが、どうやら朱焰はそちらのほうに出現しているらしかった。

　だが、どうして篁は小野邸に向かっているのだろうか。朱焰がいずこかに居るのならば、その妖よう気きを追って朱焰を追い詰つめるべきなのではないか。

　刻ときはちょうど宵よいにほど近い酉とりの刻。夕暮れどきだ。

　逢おう魔まが時、と呼ばれるころでもある。

　篁は必死で疾しつ走そうしていた。

　急がなければならない。急いで小野邸に戻もどらなければ、裏うら鬼き門もんの封ふうじが解かれてしまう。

　彼はひそかに歯は嚙がみした。

　荒覇吐の鎮ちん魂こんがなされたと同時に出現した、朱焰の気配。それで篁は気づいたのだ。

　あの『祟たたり神』を解放したのは朱焰だ。封じを解かれた『祟り神』は、神野に対してすぐさま呪じゆ咀そをおこなうだろう。そして神野はそれを撥はね除のけるべく禊みそぎのために、姿を一度隠かくす。内裏の守護は一時的に弱められる。

　内裏の鬼門には禁域の杜もりがあった。杜には無数の妖あやかしが巣食っていた。

　そして、内裏の裏鬼門にあたる場所にあるのが、小野邸。

　妖は、鬼門を通って裏鬼門を抜ぬけるのだ。

　冥めい官かんに任じられた当時、篁がまず最初にしたのは、内裏の裏鬼門である小野邸を守るための結界を施ほどこすことだった。

　冥めい王おうの臣として魔ま性しようのものと関かかわれば、それだけ篁にまといつく妖気は多くなる。見けん鬼きである篁には、それでなくとも魔物が寄ってくるきらいがあるのだ。

　それに加えて、小野邸は裏鬼門。

　格好の「場」になるおそれがあった。必要以上に異い形ぎようがたむろするようになれば、家人にもその影えい響きようが及ぶだろう。いちばん危ぶまれたのは、楓の身に危険が迫せまることだった。

　女子どもには、妖あやかしが憑ひよう依いしやすい。妖よう気きに引きずられて闇やみに連れこまれる可能性もある。他ほかの誰だれよりも、楓だけは守らなければならなかった。

　朱焰は皇こう家けを呪のろっている。その血筋を、王都を、そして帝みかどに統すべられた倭やまとを。

　瓦が解かいさせるためならば、朱焰はどんなことでもするだろう。

　裏うら鬼き門もんを封ふうじる小野邸ていの結界を破られれば、路みちができあがるのだ。鬼おにが通り抜ける、内だい裏りを貫つらぬき通す路が。帝の結界をも打ち破り、それはかならずや京の都を真っすぐに貫く。

　ただでさえ都を徘はい徊かいする百ひやつ鬼き夜や行ぎようの群れ。それが爆ばく発はつ的てきに増加すれば、無む辜この民にも影えい響きようを受けるものが出てくるはずだ。

　そう、荒覇吐を復活させてまで朱焰が成そうとしていたことは、裏鬼門の開放であったのだ。

　気づかなかった、気づけなかった。『祟たたり神』を解き放ったのは誰なのか、薄うす々うすわかっていたにもかかわらず、朱焰の真の狙ねらいを読み取ることができなかった。これは明らかに、自分の失態だ。

　自分自身を責めながら、篁は痛切に願った。

　間に合ってくれ、頼たのむ。どうか、どうか無事で。

「楓……！」

　小野邸が見えた。

　その上空を覆おおい尽つくすほどの紅ぐ蓮れんの妖気が、篁の目に鮮あざやかに映った。







　楓の住まいである対たいの屋やは、乾いぬいの方角に位置している。周りには季節の草花が品よく植えられていて、四季折々の移り変わりを楽しむことができる。

　西日が差し込んでくるので御み簾すを下ろし、楓は手元を見おろして軽くため息をついた。

　彼女の白い手には、一本の紐ひもが巻き付いている。篁が簀すの子こに置いていった、あの柄つか紐ひもだ。

　でかけるときにはかならず言い置いていってくださいと、あれほど頼んでいるのに、またもや篁は、何も言わずに邸やしきを抜ぬけ出していってしまったのだ。

　真夜中で雨が降っていて、自分は眠ねむってしまっていたから、気き遣づかってくれたのだろうということはわかる。だが。

「せめてひとこと、言っておいてくださればいいのに」

　代わりにこれを置いていったのは、意思表示であるのだろう。だが楓としては、きちんと兄の口から伝えてほしい。

「わがままなのかしら。兄さまはお優やさしいから、なにも言わないでいてくださるけど……」

　ふつりと言葉を切って、彼女はふたたび息を吐つく。

　初めて会ったときから、篁は優しい。声を荒あららげられたことなど一度としてない。

　そして楓も、そんな兄が大好きで、ことのほか慕したってきたのだ。篁の幼なじみである融も、とても優やさしくしてくれるのだが、やはりいちばんは篁だ。

　だから、篁が陸奥むつに行ってしまっている間は、とても寂さびしかった。彼はことあるごとに文ふみや様々なものを送ってくれたが、それだけではやはり不在の寂しさは埋うまらない。

　二年前に、まだ任期の残る岑みね守もりを置いて篁だけがひと足先に戻もどってきたとき、本当に嬉うれしかった。ぽっかりと開いた穴が、またたくまに埋められた。

　なのに、篁は、楓に何かを隠かくしている。

　それがなんなのか、楓にはわからない。だが、とても大事なことで、たぶん聞いてはいけないことだ。それはわかるから、楓は何も言わないでいる。

　ただ、ときどき夜に抜け出していって、明け方近くに帰ってくることが多く、ひどく疲つかれていたり、ときには傷を負っていることもある。

　危ないことをしているのではないだろうか。それだけが、心配なのだ。

「早く、お帰りになればいいのに」

　ふいに、西日が翳かげった。

　楓はなにげなく顔を上げた。御み簾すは遮しや光こうに優すぐれているが、完全ではない。御簾の向こうには格こう子しがはめられている。昼間は御簾を上げて格子も上半分をあげておくが、さきほど女によう房ぼうの津蒔がやってきて、両方下ろしていった。眩まぶしいほどの西日を、少しでもさえぎるために。

　夕日に雲がかかったのか。また雨が降るのかもしれない。

　そう思ったとき、突とつ然ぜん身が竦すくんだ。

　どうしてかはわからない。ひくりと息を飲みこんで、楓は何度か瞬まばたきをした。

「……何かが」

　──いる。

　庭先に。翳った日のなかに。逆光のなかに。

　楓には、篁のような見けん鬼きの才はない。篁のような異能の力を持つものは、本当に稀まれなのだ。その楓が感じられるほどに強い、それは妖よう気きと呼ぶべきものだった。彼女にはその名前はわからない。だが、本能が身の危険を報しらせてくる。

　そこにいるのは、とても恐おそろしいものだ。

　血の気が引いた。何かに押おさえつけられたかのように指ひとつ動かすことができない。

　歯の根が嚙かみあわないほど震ふるえながら、彼女は手のなかの紐ひもを握にぎりしめた。

「……兄…さま……」

　必死で声をつむいだ瞬しゆん間かん、凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそってきた。
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　黄昏たそがれに染まったみごとな景観の庭を、朱焰は中空にとどまって見おろしていた。

「……ふむ」

　軽く眉まゆをひそめて、口端を吊つりあげる。

　これ以上は降りられない。邸やしきの周囲を覆おおい包みこんでいる壁かべがあるのだ。

　が、力にひどく波がある。

　篁のほどこした結界だった。彼の持つ霊れい力りよくというものは、桁けたちがいに強い。それはすべて凶きよう星せい「破軍」を運命として生まれ落ちたためだ。

　しかし、朱焰が復活して以来、篁の霊力は不安定になっている。強まったり弱まったりと、一定しないのだ。

「まぁ、道理だな」

　くつくつとくぐもった声で笑いながら、異い貌ぼうの鬼おにはつぶやいた。彼は、篁の力が一定しないわけを知っているようだった。篁本人ですら知らないそのわけを、しかし朱焰は知っているのだ。それは朱焰復活に「破軍星」が必要であったことに関係している。

「お前は知らぬ。まだ、知らずともよいのだ」

　あるいは、知ることもないまま、小野篁は冥めい府ふに籍せきを置くことになるのかもしれない。それもまた運命だ。

　朱焰は肩かたごしにうしろを顧かえりみた。

　無数の異い形ぎようが、結界すれすれのところで様子をうかがっている。鬼の妖よう気きに引かれてきたのか、それとも結界の最後を見にきたのか。

　もしかしたら後者であるのかもしれない。大多数のもののけは、小野篁を恐おそれている。いつ狩かられるかと、危き惧ぐしているのだから。

　ゆえに彼らは、隙すきあらば篁の寝ね首くびを搔かきたいのだ。

　自分たちの平へい穏おんのために。

　異形たちは声をひそめて、朱焰の動向を見ている。

「──まずは、鬼き門もんの開放」

　朱焰はついと、右手をかかげた。その手に妖気が集まっていく。

　篁の結界は異形のものも魔ま性しようの力も跳はね返す。普ふ段だんのように安定していたならば。そして、朱焰を前にした結界は、今にも崩くずれそうなほどに弱く、所々がひずんでいた。

　そのひずみに向けて、朱焰は右手を振ふりおろす。

　妖気のかたまりが大きくうねりながらひずみに叩たたきつけられ、結けつ界かい壁へきが大きくたわんだ。衝しよう撃げきを受けとめ切れず、いく筋ものひびが入って、音もなく割れる。

　亀き裂れつは一いつ瞬しゆんで全体に広がった。

　敷しき地ちの四方に小さな炎ほのおが上がり、何か細いものが地中から浮うき上がって燃え落ちる。

　それは篁の髪かみだった。髪には霊力が宿る。それを媒ばい介かいにして、彼は広大な邸を守る結界を維い持じしていたのだ。

　朱焰は嗤わらった。

　小野邸ていを守っていた壁かべは、その瞬しゆん間かん消え失せた。
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　ものすごい突とつ風ぷうが駆かけ抜ぬけた。

　楓は声にならない悲鳴をあげて、とっさにうずくまった。

　蔀しとみ戸どと格子が割れ落ち、風に乗って室内に飛びこんでくる。それに引っかかった御み簾すが剝はがれ落ち、几き帳ちようや屛びよう風ぶ、壁かべ代しろが音を立ててばたばたと倒たおれていく。脇きよう息そくや文ふ机づくえが端はしのほうまで跳はねとばされる。

　楓に何も当たらなかったのは奇き跡せきだった。少なくとも、彼女自身はそう思った。本当は、あわやというときに、柄つか紐ひもから生まれた見えない膜まくが彼女をつつみこんで守ったからだったが、彼女がそれを知ることはない。

　かたかたと震ふるえながら、楓はゆっくりと身を起こした。

　蔀しとみ戸ども格こう子しもなにもかも外れてしまったので、庭先が見える。

　楓は大きく目を見開いた。

　闇やみだ。

　朱あかい闇が、まるで自分を飲み込もうとしているかのように、そこにある。

「………」

　それが限界だった。

　糸が切れたようにして、楓はふうとくずおれた。







　結界を破ったと同時に、眼前にあった対たいの屋やの蔀しとみ戸どが吹ふき飛ぶ。

　その向こうにいたのは、ひとりの少女。

　朱焰は少女に目を留めた。彼女は自分を真っすぐに見つめている。いや、彼はいまあえて姿を消しているから、見けん鬼きの才がなければ明確な容よう貌ぼうまでは見えないはずだ。すこし勘かんのよいものならば、あるいは影かげが見えるのかもしれないが。

　血の気のない白い顔で、それでも目を逸そらすことなく少女は朱焰を凝ぎよう視ししている。

　やがて、朱焰の放つ凄すさまじい妖よう気きに当てられたのだろう、少女はふらりとくずおれた。

　朱焰は、それをじっと見つめていた。彼の周りでは異い形ぎようのものたちが、小野邸に侵しん入にゆうするか否いなかを逡しゆん巡じゆんしている。

　怨おん敵てきである小野篁は不在なのか。もしそうであるならば、遠えん慮りよなく侵入して家人を屠ほふってやるつもりだった。これまで散々辛しん酸さんを舐なめさせられたのだ、それくらいのことをしてやらなければ、気が済まない。

　彼らはじりじりと対たいの屋やに近寄っていった。一いつ匹ぴきの妖あやかしが簀すの子こにぴとりと手をつける。

　なにも起きない。結界の守りは完全に消えている。さらに別の妖が高こう欄らんにぶらさがった。

　誰だれも来ない。

　彼らは狂きよう喜きした。小野篁は不在だ。好き放題暴れてもかまわないのだ。

　異い形ぎようの眼めが、爛らん々らんと輝かがやいた。

　気を失った無力な娘むすめがそこにいる。まず手始めに、この娘を屠ほふってやろう。

　数匹の妖が大きく跳ちよう躍やくして室内に侵しん入にゆうした。そしてそろそろと這はっていき、楓の周囲を取り囲む。

　一匹の妖が、楓の長い黒くろ髪かみをつかんでぐいっとひっぱった。べつの妖が衣の裾すそに爪つめをかける。

　けたけたと笑いながら、彼らはさらに楓の顔や手に爪をのばした。

　刹せつ那な。

　一条の光矢が、澄すみ渡った音をたてて一匹の妖を射い抜ぬき、床ゆかに突つき刺ささる。

　白銀の光がほとばしった。

　楓の周囲に群がっていた妖が、それだけで消し飛んだ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、篁が転がるように駆かけこんできた。

「楓！」

　叫さけぶ声に、返答はない。

　篁は真っ青な顔をして楓のそばに膝ひざをつき、ほそい身体からだをかかえ起こした。

「楓、楓！　しっかりしろ！」

　楓の瞼まぶたがかすかに動いたが、反応はそれで終わる。だが、あたたかい。呼吸もしっかりしている。気を失っているだけだ。

　篁は全身で安あん堵どの息をもらし、それから弾はじかれたようにして振ふりかえった。

　吹ふき抜けになった庭。宙に漂ただよう異い貌ぼうの鬼おにが、凄せい惨さんな笑みを浮うかべてこちらを見ている。

「朱焰……！」

　怒いかりで燃もえあがる双そう眸ぼうを朱焰にすえ、篁は楓を静かに横たえると背後にかばった。

　朱焰のまわりには、異い形ぎようのものたちがうごめいている。奴やつ等らが隙すきをうかがっているのがわかった。

　これ以上の侵しん入にゆうを許すことはできない。だが。

「……だめか……！」

　篁はくちびるを嚙かんだ。結界を張るためには、膨ぼう大だいな霊れい力りよくが必要だ。媒ばい介かいにしていた髪かみの力が搔かき消えている。なんらかの方法で、朱焰は媒介を見つけだし、消してしまった。

　今の自分に残った力だけでは、その場しのぎすらできるかどうか危うい。雑魚ざこはどうにでもなる。問題なのは、あの恐おそろしい鬼おにだ。

　黄昏たそがれの空に風が渦うず巻まいている。裏うら鬼き門もんの開放を察知した異形の先さき触ぶれが、ここをめざしているのだ。

「くそ……っ」

　吐はき出して、篁は破軍を朱焰に据すえた。出現する白銀の光矢。

　それを見て、朱焰は片手をかかげた。

　妖よう気きがほとばしった。かまわずに放った矢は、軌き跡せきを大きく歪ゆがめられてあらぬかたに飛び、無数の異形が四散する。

「篁！」

　そこに、かなり遅おくれて融が駆かけこんできた。

「馬ば鹿か！　来るな！」

　罵ば声せいを叩たたきつけられて、融は思わず立ち止まる。そして篁の肩かたごしに朱焰の姿を見つけた融は、はっと息を飲んだ。

　それまで悠ゆう然ぜんと篁を見据えていた朱焰は、音もなく地に降り立った。周囲の妖あやかしが、一斉に散る。遠巻きにして朱焰を眺ながめて、彼らはゆく末を見守っているようだった。

「……裏鬼門は開放した」

　穏おだやかなほど静かに、重々しく響ひびく声が篁の耳に突つき刺ささる。
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　篁は目をすがめた。

「すぐに封ふうじる。貴様の思う通りにはいかん」

「どうやって封じるというのだ、じきに魔ま物ものが路みちを開く」

　朱焰が一歩を踏ふみ出した。篁は破軍を引き絞しぼった。

　射放つ音は鋭するどい。だが、光矢はことごとく妖気に阻はばまれ、朱焰の身には届かない。

　ゆっくりと歩みを進める朱焰の前方に、その時雷らい光こうが突きたった。朱焰ははっとしたようにして、わずかにあとずさる。

　瞬まばたきひとつの間を置いて、白はく刃じんが風を切り裂さいた。鮮あざやかな金色の髪かみが翻ひるがえる。

　朱焰の行く手を阻むように太刀たちをかまえ、禁きん鬼き雷信は間合いを取った。

「雷信！」

　篁の声に背中で応じ、稲いな妻ずまを呼ぶために雷信は口をひらきかけた。

　瞬しゆん間かん、朱焰の抜ぬき放った妖よう刀とうが雷信を襲おそう。雷信は大きく飛びすさってそれをよけた。

　朱焰の甚じん大だいな妖よう気きが、爆ばく発はつした。雷信の身体からだが押おし飛ばされる。さすがに態勢を崩くずした雷信に、朱焰の太刀がたたきこまれた。脇わき腹ばらに太刀の側面を受け、雷信はうめき声をあげてがくりと膝ひざをつく。

　朱焰が太刀を振ふりあげる。その眉み間けんめがけて、篁は光矢を放った。

「ちぃっ」

　忌いま忌いましげに舌打ちして、朱焰は光矢を妖刀でたたき落とす。その隙すきに雷信は間合いを取って態勢を立てなおした。

「すごい……」

　茫ぼう然ぜんとしたつぶやきは融のものだった。彼が手を出せる状じよう況きようではない。

　破軍の弦つるを一度打ち鳴らし、篁は注意深く耳を澄すませた。

　ごうごうという風の音が聞こえる。あれは、妖あやかしが駆かけてくる音だ。徒ただ人びとの耳には聞こえない、異い形ぎようの足音。

　裏うら鬼き門もんを封ふうじなければ、あの音がやむことはない。

「雷信、おまえ、裏鬼門の結界を作れるか」

　朱焰を見み据すえながら雷信の背中に問うと、否いなと返答があった。

「私の結界は一時的なもの。──永続的な鬼門封じはできません」

　それはほかの禁鬼も同様だと、雷信はつづけた。

　予想はしていた。篁は軽く息を吐つくと、ふたたび破軍の弦を打つ。この鳴めい弦げんで、すこしでも異形を遠ざけるために。

　命を懸かければ、あるいは結界を張ることができるかもしれない。

　背後の楓を一いつ瞬しゆんだけ顧かえりみて、篁は心を決めた。

　なにもしないでいるよりは、ずっとましだ。

　気配を察したのか、雷信が声をあげた。

「篁さま！」

　その声は、弦つる打うちの音で搔かき消される。

「無む駄だなことを！」

　朱焰の周囲に、炎が渦うずをまいた。妖気が変じたものだ。渦は高く高くのぼっていき、上空で四散する。小野邸ていを焼き尽つくすために放たれた炎ほのお。家人を焼き殺し、贄にえとするための炎だ。

　篁は持てる力のすべてを光矢に込めて、射放った。

　朱焰の前に突き刺ささった矢は、白銀の光をほとばしらせて、邸やしき全体を覆おおいつくすほどに広がっていく。

　──が。

　炎を止めきれず、光が消されてしまう。

「……だめか…っ」

　もう、手がない。

　鬼おにの路みちが────。




　　　　九




　突とつ然ぜん、炎が消えた。

「なに…っ!?」

　朱焰の驚きよう愕がくした声が響ひびく。同時に、凄すさまじい力の奔ほん流りゆうが地中から立ちのぼり、瞬しゆん時じに邸を覆い尽つくした。

「これは……」

　朱焰が刃やいばを薙なぎ払はらうも、弾はじき返される。長い爪つめの生えた手をのばして壁かべに触ふれると、ばしっと音がした。壁に触れた部分がしゅうしゅうと音をたてて煙けむりをあげる。裂さけた皮ひ膚ふからぱたぱたと血が落ちた。

「……冥めい府ふの王族か……、小こ癪しやくな真ま似ねを……」

　傷からしたたる血をぺろりと舐なめて、朱焰は衣を翻ひるがえした。

「命拾いをしたな、小野篁よ」

　朱焰を風が取り巻いて、その姿はいずこかへと立ち去った。

　あれほど群がっていた異い形ぎようが、ことごとく消え失せている。

　しばらく緊きん張ちようを解かずに周囲の様子をうかがっていた雷信は、朱焰の妖よう気きが完全に消えたことを確かめて、篁を振ふりかえった。

「篁さま」

　呼ばれた主人のほうは、いまだ啞あ然ぜんと結界を見あげている。

「……燎琉……？」

　この、聖なる守りの壁は。自分の張ったものなど比べものにならないほど強きよう靭じんな、しかし強靭すぎるために小物の妖あやかしは素通りしてしまう結界は。

　篁の脳裏に、数日前の記き憶おくが甦よみがえった。

　そうだ、燎琉は言っていたではないか。結界の綻ほころびは直しておくとかなんとか。

　だが、これは。直すというより、張り直した、というほうが正しくはないか。

「え、なんだ？　なんで朱焰はいなくなったんだ？」

　ひとり、なにも見えない融は取り残されている。その声で、篁は我にかえった。

　がばりと振りかえって、横たえた楓をかかえあげ、篁は妹の頰ほおを軽くたたいた。

「楓、楓。……楓、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　燎琉の結界によって、あれほど濃こかった妖気は消失している。耳を澄すませても、妖の足音は聞こえない。裏うら鬼き門もんの封ふうじが回復したため、ゆく場所を失って今いま頃ごろ京の街をあてもなく徘はい徊かいしているのだろう。

　あとで狩かりにいかなければ。

「楓」

　何度めかに呼んだとき、楓の瞼まぶたがかすかに震ふるえた。

　ゆっくりと開かれた目は、はじめのうちはぼんやりとあたりをさまよっていた。だが、やがてはっきりとしてきたのだろう、篁に視線を向ける。

「……篁…兄さま……」

　呟いて、楓は怯おびえたように身をすくませた。

「兄さま、なにか、なにか恐こわいものが庭に……」

　篁はほっと息をついて、縋すがりついてくる楓のちいさな身体からだを抱だきしめる。

「大丈夫、もう大丈夫だ。だから恐がらなくていい」

　すくなくとも、燎琉の結界がある以上、朱焰はもうこの邸やしきに手を出すことはできないだろう。

　楓の背を宥なだめるように軽くたたいて、篁は視線を走らせた。

　雷信がひとつうなずいて、すっと姿を消す。そのあとに、声だけが響ひびいてきた。

　──禁きん鬼き一同、戻もどりました

　戻ったということは、篁の命令を遂すい行こうしたということだ。

　四つの風が周囲に集い、すぐに消える。

　篁は、そっと息をついて楓を抱く腕うでに力をこめた。




　　　　十




　閻羅王は、渋じゆう面めんを作って太子燎琉を見み据すえていた。

　対する燎琉は飄ひよう々ひようとした表情を浮うかべている。

「──燎琉」

　重々しく口をひらいた父王に、燎琉は満面の笑みを向けた。

「はい、なんでしょうか」

「冥めい府ふの者は、人界に関かかわってはならないのだぞ」

「わかっておりますが」

　にこにこと応じる太子に、閻羅王は眉まゆをしかめてつづけた。

「ならばなぜ、小野邸ていの周囲に結界なぞ張ったのだ。充じゆう分ぶん人界に関かん与よしているではないか」

　すると燎琉は片手をあげた。

「お言葉ですが、父上」

「なんだ」

「人界に関与、ではなく、篁に、です」

「………」

　沈ちん黙もくする閻羅王に、燎琉あくまでも笑顔だ。

「篁の力が不安定なのは父上もご承知のはず。ですから、綻ほころびを修正してやっただけのことです」

「……あれでか」

　疑わしい目で息むす子こを見る父に、とうの息子はそうです、ときっぱりうなずく。

「それに、裏うら鬼き門もんを解放させるわけにはいきません。ひいては人界のためなのです」

　すぱっと言い切ると、返す言葉が見つからないのか閻羅王は沈黙する。これを幸いと、燎琉は父王の前をさっと退出してしまった。

　長い廊ろう下かをすたすたと歩いていた燎琉は、ふと脚あしを止めて嘆たん息そくした。

「少々わざとらしかったか」

　少々どころではないはずだが、彼は自分を過小評価した。

　壁かべに背をもたせかけ、腕を組んで燎琉は思案する。

「思った以上に、篁の力が引きずられているようだな」

　朱焰復活によって、「破軍星」の負の部分が篁に多大なる影えい響きようを及ぼし始めている。これを食い止め、なおかつ昇しよう華かさせるためには、篁はなんとしてでも朱焰を倒たおさなければならない。

　だが、力の差は歴然。禁きん鬼き五人を従えてなお、朱焰には遠く及ばない。

「……あまり、手を出したくはないのだが」

　ひっそりとつぶやいて、燎琉はそっと目を伏ふせた。
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　数日後、篁は融とともに、帝みかどと対面していた。

「……ずいぶんお元気そうで、なによりです」

　嫌いや味みたっぷりに篁が頭を下げると、今きん上じよう帝ていは平然とうなずいた。

「そうだね。おまえたちにもいろいろと苦労をかけてしまったようだし、これからは気をつけよう」

「ぜひ、そうなさってください。何かあるたびに御おん身みを隠かくされては、国の土台が揺ゆらぎます」

　不ふ機き嫌げん極まりない篁の脇わきを、融が何度もつついている。

　主上おかみを相手にその言上はやめろと、さっきから無言で訴うつたえているのだが、篁はそれを黙もく殺さつしているのだ。

　帝はそれまで涼すずしい顔をしていたが、やがて扇おうぎで口元を隠かくしながら苦笑した。

「……篁、そろそろその顔はやめないと、眉み間けんのしわがかたまってしまうぞ」

「のぞむところです」

「篁……」

　なんともいえない顔をする融に、篁はやかましいっと、返した。







　荒覇吐を鎮しずめたあと、真の内だい裏りに戻もどった帝は、篁たちが小野邸ていに向かって朱焰と攻防を繰くり広げているあいだ、内裏の結界を編み直すことに従事していた。

　裏うら鬼き門もんに出現した甚じん大だいな妖気は、鬼門の妖あやかしを呼ぶだろう。内裏の守りが弱まっていれば、妖に侵しん入にゆうされてしまう。御ご所しよは常に清せい浄じようでなければならない。でなければ、弱者に害が及ぶのだ。その筆頭が、皇こう后ごうであり「形かた代しろ」でもあった嘉智子だ。

　裏鬼門の妖気が消えたことを察し、帝は即そく座ざに嘉智子のもとに向かった。彼女の身を蝕むしばんでいるのは荒覇吐の呪じゆ咀そ。すべてを取り去らなければ、病状の回復はない。そして、嘉智子が回復しなければ、橘の血族もまた病から逃のがれられないのだ。

　血は、すべてつながっている。だから、嘉智子が治れば、右大臣の有茂も快方に向かう。

　事実、嘉智子の容体が良くなるとほぼ同時に、有茂も意識を取り戻したという報しらせが入った。

　この数日で、嘉智子は起きあがれるようになるまで回復したのだ。さすがにまだ対面はかなわないが、じきにそれも許されるだろう。

　融にしてみれば、父も叔母おばも助かって、帝の御身も無事、『祟たたり神』も鎮められて治世は安あん泰たい、唯ゆい一いつ朱焰のことのみが気き掛がかりだが、それはいまはおいておく。という、いってみれば大団円なのだが、篁にとってはそうではないらしい。

「……不機嫌そうな顔してるなよ……」

　帝の御前であるので、ごくちいさな声で融は言った。理由は知らないが、篁は機嫌が悪い。自分にやつあたりをするだけならまだしも、相手は帝なのである。傲ごう岸がん不ふ遜そんもいい加減にしておかないと、いつか怒いかりに触ふれてしまうかもしれないではないか。

「この顔は生まれつきだ」

「篁、いい加減に……」

「融」

　呼ぶ声は帝のもので、融は即そく座ざに帝を顧かえりみた。

「はいっ」

「篁は私に対して怒おこっているのだから、おまえが気を遣つかわなくてもいいんだよ」

　苦笑混じりの今きん上じよう帝ていに、篁は眉まゆを吊つりあげた。

「わかっているのなら、もう二度と、勝手に内だい裏りを抜ぬけ出すような真ま似ねはしないでいただきたいっ」

　間。

「──え？」

　融はわが耳を疑った。

　内裏を抜け出したと、篁はいまそう言ったのか。

　誰だれが？

「え？　……え？　えぇぇぇぇ!?」

　篁と帝みかどを交こう互ごに見比べると、睨にらみつける篁の視線を、帝はあさってのほうを向いて受け流している。

　ぱくぱくと口を開閉させる融に、篁はぞんざいに教えてやった。

「禊みそぎというのは、どっかの山か谷で水に浸つからなければできないんだ」

「……篁、噓うそを教えてはいけない」

　帝が口を挟はさんでも篁は意にも介さない。

「さらに、都みやこを覆おおうほどの巨大な結界を作るためには、絶対に媒ばい介かいが必要なんだ」

　篁が小野邸ていの四方に埋うめこんでいたおのれの髪かみのような、形かた代しろが。

　涼すずしい顔をしている帝を、篁はぎんっと睨みつけた。

「つまりっ。仁じ寿じゆう殿でんにいたと見せかけて、この方は本当に内裏はおろか都を抜け出していたんだっ。これが怒らずにいられるかっ」

　それは侍じ従じゆうとしての立場ゆえの発言なのだろうか。それとも、術者神野に途と中ちゆうまで高みの見物をされた挙げ句においしいところを全部持っていかれてしまったことに対する怒いかりの発言なのだろうか。判断のつきかねるところだ。

　多分、三対七くらいの割合で、後者ではないだろうかと融は推察した。

　でも、なんだかんだいっても結局動くことになるのだから、あまり文句は言わないほうがいいんじゃないだろうか、とも思う融である。

　ひとしきりわめき散らして気が済んだのか、篁は扇おうぎを閉じて左手に乗せた。

「……荒覇吐の神は、いずこに」

　鎮しずめた神は、なんらかの形で眠ねむりにつく。幼おさなかった神野が杜もりに封ふうじ塚つかを据すえたのも、あの地を神の奥おく津つ城きとして、未来永えい劫ごうの眠りの場所にするためだったのだ。封じが破られ『祟たたり神』として覚かく醒せいしてしまったために、それはかなわなかったが。

　帝は薄うすく笑った。

「……この内だい裏りの一画に」

　篁と融が、同時に目を瞠みはる。

　今きん上じよう帝ていは「神野」の顔になった。

「あとで見てみるといい。荒あら魂みたまを昇しよう華かし、和にぎ魂みたまのみの優しい姿で、そこに在る」




　　　　◆◇◆




　紫し宸しん殿でん、南階十八段の前。

　帝みかどの勅ちよつ許きよを得て、大事もないのに南庭に入ったのである。儀ぎ式しきでもなければ、ここに足を踏ふみいれることはないのだ。

「……なるほどな」

　さしもの篁も感かん嘆たんした。

「そうなのか？　俺おれにはまったくわからん」

　一方の融は、うろんげに目をすがめている。

　彼らの前には、右近の橘たちばながあった。

　影かげの内裏において、常緑であるはずのこの樹きの葉は、黄色く変色し、今にも枯かれ落ちそうなほど弱っていた。

　帝は影の内裏を作る際、真の内裏とまったく同じにしたという。ということは、この樹も枯れかかっているはずだった。

　しかし、いま彼らの前にある橘は、青々とした葉を茂しげらせている。そして、融には感じられないが、ほのかに発せられる神気。

『人の橘に禍わざわいが届かぬように、樹の橘を護まもってもらうことにした』

　荒覇吐は、本来は全能の神だという。そして、猛たけり立ち荒あれ狂くるう「荒あら魂みたま」を昇華してしまえば、残るものは「和にぎ魂みたま」。すなわち、幸をあたえ神の奇き跡せきをおこなう「幸さき魂みたま」と「奇くし魂みたま」。

　右近の橘に荒覇吐の和魂を宿らせ、形かた代しろとする。これよりのちは、そこにある神気が皇こう家けの血に対する呪じゆ咀そや怨えん嗟さを阻はばむであろう。

　人の「橘」に、二度と害が為なされぬように。神野はこの樹を、荒覇吐のとこしえの「奥おく津つ城き」としたのだ。

　風に撫なでられ、橘の葉がそよぐ。

　けっして褪あせることのない、鮮あざやかな緑の葉。非時ときじく香かぐの果このみ。「とこしえの奥津城か、あじな真ま似ねをする」

　ふむ、と腕うでを組んでつぶやく篁に、融はだからそういう物言いはやめろ、と再三にわたって促うながしているのだが、いっこうに聞き入れるつもりはないようだ。

　しまいには諦あきらめの色が漂ただよい始めた融に、篁は不思議そうに言った。

「疲つかれた顔してるな、どうしたんだ？」

　とどめだ。

　融はがくりと肩かたを落とした。

「もう……いい」

「そうか、じゃあ行くぞ」







　月げつ華か門もんをとおって武徳門から修しゆ明めい門もんに抜ぬけようかと篁が思案していると、ふいに融が声をあげた。

「あ、そういえば」

　篁は目だけを動かす。

「将義たちが、父上の見み舞まいに来たいと言っていたんだが、おまえどうする？」

「わかりきったことを聞くな」

　即そく答とうする篁に、融はやっぱりなぁと口のなかでつぶやいた。

　篁も来ると思いこんでいる将義、守継、貴仁の三人を、さてなんと言って納得させようか。

　目下のところ、融のいちばんの難題だ。

　月華門を抜けたところで、篁はふと立ち止まり、右近の橘たちばなを振ふりかえった。

「……実さへ花さへその葉さへ、枝えに霜しも降ふれど常とこ葉はの樹、か」

　万葉の歌を、なにげなくそらんじる。

　すると、風もないのに橘の葉が、応こたえるようにしてさわさわと揺ゆれた────。




　　　　◆◇◆




　──朱焰は、闇やみの中にいた。

　ねっとりと絡からみついてくる、瘴しよう気きに満ち満ちた闇だ。彼が怨えん嗟さを増すごとに、この闇は深くなるのだ。

　朱焰のかたわらには、井上が控ひかえている。まるでなにかを堪こらえるように、目を閉じていた。

「……動けぬこの身が、口くち惜おしゅうございます」

　本当に悔くやしそうにつぶやく井上に、朱焰はうっすらと笑んだ。

「急せくでない」

　以前の闘いで、雷信の放った雷いかずちの剣つるぎを受けた井上は、今にも消えてしまいそうなほどの衝しよう撃げきを受けたのだった。彼女がいまだこの世に留まっていられるのは、朱焰の力と、そして消えることのない憎にくしみゆえだった。

　ゆっくりと目をひらき、彼女は闇を凝ぎよう視しした。

　彼女には見えていた。結界に守られた内裏、その中にいる今きん上じよう帝ていの姿が。

「まこと……よう似ておるわ……」

　井上の瞳ひとみに、暗い憎にくしみの炎ほのおが燃えあがる。

　今上帝の容よう貌ぼうは、彼女と他おさ戸べ王を死に追いやった父帝に──桓武帝に酷こく似じしていた。否いな、瓜うりふたつであると言ってよい。

　それゆえに、いやがおうでも憎しみがつのる。

　朱焰も、同じように闇やみを見み据すえていた。見ているものは、やはり今上帝。

「凄すさまじい力の持ち主。──さすがは、我と同じ血を継つぐものよ」

　だが、現代の皇こう家けの血脈は、神力を徐じよ々じよに失い始めている。井上の夫であった光こう仁にん帝ていも、その子である桓武帝も、平城帝も、徒ただ人びとと変わりがなかった。

　多少の先祖返りをしたのか。それとも、なにか別の要因があってのことか。

　いずれにしても、しばらくのあいだ、今上帝は動けぬだろう。荒覇吐を鎮しずめるために、彼は持っている力の大半を使いきったはずだ。回復には時間がかかる。そして、残った力はすべて内裏の結界を維い持じするために使われる。

「神野」はたしかに強力な術者だが、彼は常に、帝みかどとして倭やまとを守護する役目を背負っている。よほどの大事でなければ、その役目を放ほう棄きするわけにはいかない。

　本来、帝は不動でなければならない。今回のように帝の地位を離はなれ、一いつ介かいの術師として神力を行使することなど、あってはならないのだ。

　だからこそ、都みやこを跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする悪あつ鬼き怨おん霊りようを狩かる、冥めい官かんが必要なのである。

「それにしても……」

　つぶやいて、朱焰は目を閉じた。

　小野篁の妹。

　朱焰の姿は見えていなかったはずだ。あの娘むすめに見けん鬼きの才は、欠片かけらも感じられなかった。

　なのに、魂たましいの奥おく底そこにあったあの光は。妙みように強い、穏おだやかな、──懐なつかしい光。

　あの光を、自分は知っている──。

「……」

　朱焰は記き憶おくをたぐった。だが、刻ときが経つほどに、過去の記憶がひどく曖あい昧まいになり、闇のなかに飲みこまれていく。

　そうしていつか、なにも残らなくなってしまうのかもしれない。

　だが、それでも構いはしない。

　瞼まぶたをひらき、闇を見据える朱焰の、血のような双そう眸ぼうが激しくきらめいた。

　この怨うらみが、憎しみが、残っていれば、それでよいのだ。







　闇がさらにいろ濃こく、深くなっていく。

　そのなかで、異い貌ぼうの鬼おにと異い形ぎようの女は、ただ憎にくしみだけを、つのらせていった。







　あとがき







　やはり、このひとことから始めるべきでありましょう。

　二十一世紀、明けましておめでとうございます。これからもよろしくお願いします。

　で。

　みなさまいかがお過ごしでしょうか。おひさしぶりです、もしくははじめまして。結ゆう城き光みつ流るです。二十一世紀最初の発行です。世紀の変わり目に遭そう遇ぐうしただけでもすごいのに、最初！

　小説版「篁破幻草子」、めでたく第二巻のお目見えです。

　今回は二本立てです。一本目は融受難編（笑）。二本目は神野活かつ躍やく編。あとがきから読まれる方もいらっしゃるようなので、くわしい話はしないほうがいいのでしょう。本屋ではじめて手にとって、ここから立ち読んでいるあなた、さぁレジにレッツゴーよ。

　小野篁という人は、調べれば調べるほど奥おくの深い方です。まだまだ勉強がたりないので、目下学生時代以来の猛もう勉強中。篁関連もですが、とくに平安初期というのは資料がすくなくて、四苦八苦しています（「左近の梅」のこととかね）。ああ、タイムマシンが本気でほしい……。そして篁にじかに取材を……。

　そうそう、ビッグニュースです。『月刊ＡＳＵＫＡ』にて連れん載さいされた「篁破幻草子 螢ほたる月づき夜よに君の名を」、はやくもコミックス発売決定しました！　二月十七日だそうです。今回も美しいイラストで華はなをそえてくださった四し位い広ひろ猫ねさんの漫画が、ついにコミックスになるのです。ということは、我わが愛する鉗鬼が単行本に収まるということ！　はっ、すみません。実はこの巻に登場している妖あやかしの鉗鬼は、漫画に出てきた脇役に私がどっぷり惚ほれ込んだため、四位さんがわざわざ命名してくださったのでございます。どれほどかわいいかはコミックスをご覧ください。あとでうかがったところ、あの子はハサミの妖なんだそーです♡

　今回、まじめに身体からだを壊こわしてしまって、担当のＧ藤様に多大なる迷めい惑わくをかけてしまいました。うう、健康管理って難しい。しかも、職業病ともいえる「肩かた凝こり」が、私をさいなむのでございます。痛い、痛いよう。湿しつ布ぷをはりはり夜中にがしがしとワープロを打っていると、心が荒すさむすさむ（笑）。そんな荒みきった私の、心のオアシスは、小心者でかわいい甥おいと、強ごう情じようっ張りで愛くるしい姪めいでした。アロマテラピーならぬ甥姪テラピー。姪はまだ二歳なのでまともにしゃべれないのですが、甥はもうすぐ五歳、適度に人間語を話すのです。で、疲つかれきったときに突とつ然ぜん電話がかかってきて、「りーちゃん（私の本名）、お仕事頑がん張ばってね」とエールを送られた日には、「うんっ、頑張る、頑張るよぉ！」とガッツポーズをとってしまう、叔母おばバカ全開の二十世紀最後の秋でした。

　ではでは、次のお話（希望）で、またお会いしましょう♪
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